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Thisstudydescribestheplowlessagricul-
turecharacteristictothetuberandricecul-

tureofthetrams-equatorialzone.Although

varioustypesofplowandharrowareinuse

today,theirintroductionisratherlate. In

Javatheplow cameintogeneraluseinthe
Dutchtime,eventhoughitismentionedin

eplgraphsandillustratedinthecarvingsof

theeighthtoninthcentury.Commoncultiva-
tiontechnologybeforetheDutchperiodpre-

sumablyconsistedoftillagebydiggingstick

andpaddle-shapedhoe,weedcuttingbyuseof
alongknife,andsoilpreparationbybuffalO-

orcattle-trampling.Thissurmiseisbasedon
thefactthatthesetechnologiesandtoolsare

stillinpopularuseinMalaisia,thetrams-equa-

torialzonefromMadagascar.throughIndone-
sia,toMelanesia,MicronesiaandPolynesia.

Togetherwiththeseancienttraditions,ances-

torsoulsandearthspiritsarestilloftenin-

vokedforpermissiontoopenthelandandfor

successfulcultivation.Variousrites,Offerings
andomensareobserved,Someofwhichare

verysimilarinnotionandformtothosesur-

roundingtheworshipofOsiris,theEgyptian
godofcrops,whoreturnedafterdeath.The

conceptofrevivalinfuneralrites,megalithic
altarsandgraveyards,someofwhicharesimi-

lartotheterracepyramidsofancientEgypt

andZigguratofWestAsia,arebroadlydis-

tributedinMalaisia.Thecoexistenceofplow-
1essagricultureononehandandtraditions

thatorlginatedinWestAsiaontheothersug一

gestthepossibilitythataplowlesszoneand
plow-cultivationzonehavebeenincontactfor
severalmillenia.Theauthorsurmisesthatthe

trams-equatorialculturalzone was formed
throughthiswide-rangingcontact.

Theoldestformofagricultureintheplow-

1esszoneisprobablytuber-cropping.Itsdis-
tributionintheNeolithicerawouldhavebeen

muchbroaderthanitisatpresent,probably

occupyingthewholeoftheOldTropicZone.

Later,grain-cropplng Ofwheatand barley

originatedintheMediterranean-CentralAsian

florabelt.Thus,twocontrastingcroppingsys･
tenswereestablished in theOldWorlds:

tuber-croppingwithuseofthedigging-stick

inthetrams-equatorialzone,andgrain-cropp-
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ing(barleyandwheat)inthedrysteppes.
Propagationoftheconceptofgrain-cropplng

tootherpartsoftheworldledtomilletbe-

comingacultivatedcropinthetroplCalsa-
vannah.Ricewasalsocultivatedasakindof

milletsuitedtowetlandconditions.Second-

arycentersofgrain-cropplngWereprobably
establishedinseverallocationsintheOld

Tropicsintheseventhmillenium B.C. In
thesesecondarycenters,theorlglnaldesignof

grain-cropplngmusthaveundergoneseveral

transformations.Originallyitwascharacter-
izedbytheconceptofmassproductionand

consistedofsuchtechnologiesascattle-draft
plowing,broadcasting,harvestingbysickle,

andthreshingbyanimaトtrampling.Onthe

otherhand,tuber-cropplngevolvedverydif-

ferentpractices:meticulouscareinpreparing

plantingholesandbeds,repeatedtransplant-

1ng,andrearlngeachtuberasifitwerea

humanbaby.Tuber-cropplngCarriesthecon-

ceptofchild-rearlng. Thericecultivation

whichoriginatedintheOldTroplCSOfMalai-

siainheritedsomeofthetuber-croppingtech･

nologies,thatis,transplantingandponded
cultivation.Thericeculturewhichwasestab-

lishedalongthemiddleandlowerreachesof
theYangtzeriverattheendoftheseventh

milleniumB.C.isconsideredtobepartofthis.

Theintroductionandexpantionofgrain-

cropplngOfbarleyandwheat,milletandrice

intotheOldTropicsledeventuallytothe

tuber-Cropplnglonebeingsplitintoeastern

andwesterncores.Thepropagationofgrain-

CroppingintotheOldTropicswithotherele一
mentsofmaterialcultureoccurredinsucces-

sivewavesandproducedseveralvariations.
Thisessayaimstoprovidecriteriafordistin一

guishingthegenealogyofthesevariouscul-
tivationtechnologies.

ThetermMalaisiaispreferredinseveralre-
spects. First,itisusedtoavoidconfusion

withthetermsMalayandMalaysia,whichare

understoodinmanycasestorepresentasin-

gleculturalethnohistory.Actually,thetrans-

equatorialzonehasbeendevelopedbyvarious

elementsofpeopleandtulture.Second,itisa

convenienttermforavastgeographicalregion,

likethoseusedbyscholarsofflorageography.
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Inthisessay,itisusedtoincludePolynesia,

Melanesia,Indonesia,andMadagascar.

Chapteronedescribesthetuber-Croppingof

theNew Guinean highlands,theTrobriand
Islands,andtheSolomonandTongaIslands.

Chaptertwo describesthecultivation and
ritualsinSavuandSumbaIslands,whichstill

showastronginfluenceoftuber-cropplngtra-

ditionsintheirricecultivation.Chapterthree

は じ め に

この一文で書こうとするのは,環赤道海域

帯に特徴的な無型耕耕作,殊にイモと稲栽培

に現れる諸種の農耕技術及び関連 した生活文

化である｡勿論,現在は多種の型や把も使用

されるが,その導入は比較的最近で,インド

ネシアの場合,8,9世紀のジャワの碑文や

石彫に現れるが,その一般化はオランダ統治

以降に生じている｡それ以前の農耕は型を使

わず,掘棒や樽型鋤,山刀による草切り,水

牛や牛による蹄耕であったと思われる｡とい

うのはこれらの方法が現在も尚広くこの地域

に行われるからである｡また,祖先霊や地霊

に対する尊崇が生きており,開梱,農作業始

めにあたってこれらに許可を求め,栽培の成

功を願う儀礼,供蟻, 卜占がくり返され,そ

うしたものの中にはエジプトのオシーリス神

話の死してよみがえる作物の神の概念に類似

した構造と呪文をもつものがある｡葬送儀礼

における再生思想,西アジアのジッグラトや

エジプトの段台ピラミッドに似た巨石墓域も

しくは祭壇はマダガスカルからインドネシ

ア,メラネシア,ポリネシア, ミクロネシア

に広く分布する｡こうした生活文化の類似を

視野の端に入れて農耕法を考える時,この無

型耕農耕地帯と型耕穀作地帯の間に長期にわ

たる相互交流の存在を認める視点がありう

る｡その交流の結果,環赤道海域文化圏が形

describesthericecultureinthewetlandsof

SumatraandBorneofrom theviewpointthat

thisistheinclpientformofricecultureestab-

lishedintheYangtzeriverbasinsofthesev･
enthmillenium B.C.Chapterfourdescribes

thefeaturesofthericecultureofMadagascar,

which underwentpeculiarmodificationson

encountering the pastoralism一grain culture

complex.

成されてきたという感じを抱いている｡

農耕の文化層という点でこの地域の最古の

ものはイモ農耕だろう｡ イモ農耕の新石器時

代における広がりは今の分布より相当広く,

一昔前の植物地理学でいう旧熱帯区 [シュ

ミットヒュ-ゼン 1968:17L38]一帯に存

在したと考えられよう｡ やがてその北側に位

置する全北区の地中海一中央アジア植物系区

に麦栽培が発生し,ここに梶棒 ･擢型鋤によ

るイモ農耕と,型桝による麦農耕の二元対立

が生じる｡ 穀作思想は旧熱帯区に南下してサ

バンナで雑穀を栽培化せしめ,更に雑穀栽培

は湿地で稲を栽培化せしめた｡穀作二次セン

ターは紀元前七千年紀には旧熱帯区のいくつ

かの場所で成立しただろう｡その際に梨耕 ･

散播 ･鎌刈り･家畜の蹄による脱穀という一

連の大量生産思想に基づく技術は侵入先でい

くつかの変形を受けた｡アフリカのサバンナ

における鍬耕または掘棒点播,右叩き脱穀は

その例だが,マレーシア旧熱帯のイモ農耕圏

との接触で生じた稲作はより根本的な変化を

生んだ｡掘棒で穴をあけ,移植を繰り返し,

1個 1個のイモをいっくしみ乍ら育てる子育

て栽培思想のイモ農耕の影響下に稲作は移植

という技術をとり入れた｡同時に湿地雑穀と

しての稲の特性を生かした雑草防除法を組み

合わせて,水田移植栽培という技術を生ん

だ｡紀元前七千年紀末に長江中下流域で発生
した稲作はこうしたものだったろう [古川
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1990]｡ こうして成立した麦,雑穀,稲とい

う穀作農耕が旧熱帯区に侵入を続け,分布域

の拡大をはかるにつれて,イモ農耕圏は次第

に東西に退いた｡穀作農耕の旧熱帯への伝播

は何回もの波で行われ,その内容も変異に富

む｡その農耕の系譜を考える材料を整理する

試みが本小論というわけである｡

マライシアといういささか古めかしい呼称

を使ったのは,出来るだけ既成の文化的意味

を担わない,地理的広がりとしての場の意味

に限定された言葉を選びたいとの意図からで

ある｡記述の地域的広がりは先に述べた植物

地理学でいうマレーシア旧熱帯主要部を占め

るポリネシア,メラネシア,インドネシア,

それにアフリカ旧熱帯との漸移地区であるマ

ダガスカルを含んでいる｡

第 Ⅰ章はマライシア地域のイモ農耕の様子

をニューギニア本島, トロプリアンド島,ソ

ロモン及びトンガ諸島についてかいま見る｡

第Ⅱ章は狭義のマライシア核心､域の代表例と

して,サヴ,スンバ両島の農耕と生活文化の

一端を述べる｡第Ⅱ章はインドネシアの湿地

稲作をかつての長江中下流における稲作の原

始形態とする視点から報告する｡第Ⅳ章は西

アジア的な農牧複合にとりこまれた稲作形態

をもつマダガスカルの例を述べる｡

記述の材料はスマ トラ,ボルネオを除き昭

和 61年から63年にかけて行われた文部省科

研費 (海外学術調査,研究代表者 高谷好

一)による ｢マレー型農耕文化の系譜- 内

発的展開と外文明からの変容｣研究の調査旅

行で得たものである｡調査の全期間,古川は

高谷好一と行動を共にした｡マダガスカルに

おいては,前田成文,加藤剛,田中耕司,潔

沢秀夫と一部期間行動を共にし,全期間の通

訳はラコトマララ氏にお願いした｡スンノ㌔

サヴではBAKOSURTANALのアリス ･ポ

ニマン氏が共同研究者として参加 した｡これ

らの共同研究者から現地で得た深い教示に深
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く感謝したい｡記述のいたらない点,解釈や

仮説の不備はすべて私の能力不足に起因す

る｡ 記 して御寛容をお願いしたい｡尚,マダ

ガスカルに関する調査報告は 『東南アジア研

究』26巻 4号に特集され, 調査者による座

談会がある [高谷はか 1989]｡

Ⅰ イモ農耕

1.ニューギニア本島

1-1 湿地のイモ,乾地のイモ

ニューギニア高地は火山灰と火山岩に由来

する火山性土壌地帯である｡ポカポカとした

クロボク土や風化の進んだ褐色のローム土が

広く分布する｡高地の中心マウント･--ゲ

ンから西へ走るとギルウェ,イアマヴァ, ド

マなど海抜高度 4,000m前後の火山がそびえ

ている｡ 所々に石灰岩の絶壁が 1,000m程切

り立 っ ｡ 人間の居住空間 は 1,500m か ら

2,600m 位の高度に広がっているが,2,000

m前後が晴れ間が多く, 蚊の少ない空間で,

最も住み易い｡ 2,500mを越えると高木林が

犠牲化し始め,平坦地にアルパイン･メド-

が現れる｡アルパイン･メド-の湿地は堆積

した火山灰が自粘土に変質し,その上に泥炭

が堆積している. そしてnanguとtuboとい

う2種類のへゴがパラパラと立っている｡寒

くていっも霧のかかるこうした高地は居住適

地でもなく,作物 も育ちにくい｡イモ畑は

2,000m付近に最も広い｡

ドマ火山の西麓のタリ (Tari)に小さな火

山性盆地があり(図1参照),そこのフリ(Hu-

1i)族はドマ火山の噴火伝説を伝える｡ それ

によると10世代前に ドマ火山の山腹から溶

岩と水が噴出し,大きな扇状地を作った｡タ

リ盆地の人々が多数死んだが,今はその扇状

地がフリ族の居住地と畑地である｡1880年

頃にはbingiと言われる火山灰降下現象が

あった｡これはドマ火山由来ではなくて,造
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図 1 東部インドネシア, メラネシア,西部ポ リネシア位置図

か500km東方の海上, ニューブリテン島の

西にあるロング火山島の火山灰である｡つま

りニューギニア高地は近 くの火山だけでな

く,こうした遠方の火山灰も飛んで来る｡

日本でもそうだが,排水が良くて膨軟な火

山性土はイモの栽培に向いている｡ ニューギ

ニア高地のイモ蝿を見ると,深くて幅広の主

排水溝を縦横に何本も掘り,その間に大小の

畝を立てる｡ ところが大きな降灰が生ずると

こうした排水溝や畝は埋没してしまう｡ 降灰

がなくても表土のクロボクがどっと流れて排

水溝を埋めることもある｡こうして時期の異

なるイモ畑が何層も重なって埋没する｡ 考古

学的発掘で流れこんだクロボク土をとり除く

と,排水溝ネットワークで囲まれた昔のイモ

畑が掘り出される｡タリ集落の近 くの切り通

しで我々はこうした埋没イモ蝿が少なくとも

2枚重なっているのを見た｡下の遺構は畑が

ロームでおおわれ,上の遺構は塚状の畝と深

い溝がある｡これら全体は更にロームで覆わ

れている｡

マウント･--ゲンのクック (Kuk)茶園

を開く時にこうした畑の遺構が発見されてい

る｡ そこは湿地だったので,泥の中から先端

の尖った擢型鋤 (図2)が発見されている｡

鋤身部分は大きいもので 1.2m, 小さいもの

でも0.5mもある｡ Golson [1977] による

と,ここには5枚の遺構が積み重なってい

る｡最古 の層準 は 9,000年前, その次が

6,000年前の年代を与えられている｡最古の

層準でも幹線排水溝は長さ1kmに及び,幅

2m, 深さ1mの大きなものである｡ ここ

ではすでに豚の飼養が行われていた｡6,000

年前の層準には畝が確認され,畝問と排水溝

に水を溜め,また排水を行なったと考えられ

ている｡ここまでは湿地でのイモ,つまりタ

ロイモが主な作物 と考え られているが,

4,000-2,500年前の第 3層準では有肩の石製

掘具が発見され,乾地のイモ,つまりヤムイ

モ栽培も始まったと推定されている｡更に第

4層準は現在の排水溝ネットワークに囲まれ

た耕地と同程度の広がりを示し,幹線排水路

と畝間溝が明瞭になる｡ この畑は1,200年前

と推定される火山灰の降下で埋没したために

放棄され,最表層は400年以降の畑であると

いう｡

1-2 イモ栽培の技術

現在のイモ畑を見るとマウント･--ゲン
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図2 マウント･ハーゲンのクック遺跡で発見さ
れた横型鋤

地区では2mXlm位の短冊型の畝が規則

正しく並び,20m間隔に幹線排水路が配置

されている｡畑を開く時は丈の高いススキ原

を刀で切り,乾かして焼く｡そして斜面と平

行及び直角の方向に深い溝を掘る｡溝の深さ

は傾斜勾配によって変わり,平坦地では70

cm と深 く,傾斜地では40cm位と浅 くな

る｡ 溝掘りは男の仕事で,使う鋤も大型で重

い｡畝にサツマイモつるを植え付けるのは女

性の仕事である｡ 植え付けには小型の樽型鋤

(とはいえ柄が 1m近 くもある)を片手で握

り,土をほぐし乍らツルを植える｡一度植え

付けると収穫時にツルを切って植え継ぎ, 7

年,時にはそれ以上も植え続ける｡ 収穫時に

短い尖り棒を使うのは沖縄やルソン島中央山

地とよく似ている｡土が堅くなると,収穫

時,畝間に草の刈敷きを置き,畝を半分に裁
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ち割り,刈敷きを土に敷き込む｡前作の畝間

溝が畝に,畝が溝になる(図3)｡畝の切り返

しは豚を利用しても行われる｡豚桝といえよ

う｡収穫後の層イモが残っている畑に豚を繋

牧する｡豚は層イモを探して長い鼻で土を掘

り返す｡この方法で畑の全面耕起,緑肥の敷

きこみが可能である｡この光景を見るとイモ

栽培は起源が古いと思わざるをえない｡豚が

掘る位だから人間が掘らないはずがない｡食

い残りが土の中に埋もれて放置されれば,そ

れは再び新芽を出し,地中にイモをつける｡

イモ栽培は採集と栽培の区別が判然としな

い｡しかし,排水溝ネットワークが出現すれ

ばそれは明確に意図的栽培だ｡それが9,000

年前には始まっているというわけだ｡

町から離れて山間部の谷に入ると丸い塚状

の畝が増える｡これも排水との関係で2種類

に分かれる｡深い排水溝を掘ると小さい塚状

畝でよいが,溝を掘らない場合は直径2m,

高さ70cm位の大きな塚状畝を立て,その

上部に 10株程のサツマイモを栽培する｡ 6

カ月程して収穫するが,収穫の状況によって

植え継ぐ場合と畝間に刈敷きを入れて切り返

す場合がある｡こうして同じ畑に何年も植え

続ける｡マウント･--ゲンの場合はことに

土が肥えているので,長期間,多種の作物の

輪作を続ける｡多いのは1年目ピーナツ, 2

年目トウモロコシ, 3年目ヤサイ, 4年目

ジャガイモ, 5年目サ トウキビ, 6年目が

豆, 7年目以降サツマイモといった相当商業

的輪作である｡

こういう状況を見るとイモ栽培はいわゆる

焼畑ではない,常畑耕作だという印象が強

い｡景色の中には二次林があり,ススキ原が

作付け地とモザイクになっているので,休閑

地があることは確かだが,作付け期間が相当

長期間継続する｡ それを可能にする為,排水

溝を掘り,畝を立て,刈敷きを入れ,畝を切

り返すといった手当を行う｡もう少し正確に
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A 幹線排水路と畝兼で区画されたイモ畑

1 排線排水路 2 畝 兼 3 短冊型畝

f i? -i -

二 主 二 二

C 畝間にXrJ数を入れて切tJ返し,大塚畝を
立てたり,前作の溝に畝を立てる｡

図 3 ニューギニア高地の耕地

言うとイモ栽培の中にも粗放なものから集約

的なものまで数段階の発展形態がある｡この

ことは山麓崩横地に一作か二作で移動する純

然たる焼畑があることから判る｡そうした焼

畑地は如何にも雑然としている｡例えば北西

部のワバ ック(Wabak)盆地にはこうした短

期植付けの焼畑地をしばしば見る｡周 りに

ジュズダマを周縁作物として植え,畑には排

水路も畝立てもなく, センエンコク(穂が40

cm程立っAmwanthus), タロイモ, 2種

のヤムイモ,バナナ,シカクマメ,サ トウキ

ビなどが雑然と植わっている｡この地域では

深い排水溝を掘った畝畑でも,バナナ,タロ

イモ,サ トウキビが混植されていて焼畑の様

式を残す｡こうして見ると,イモ栽培にも焼

畑から常畑段階まで,数等級あり,イモ栽培
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としての農耕文化があることが判る｡

ニューギニア高地でこうした農耕文化の存

在を感ぜしめるもう一つの作物はサトウキビ

である｡常畑や焼畑のサトウキビもあるが,

そういった生産量目当ての栽培とちがい,村

の広場でしばしばびっくりする程のサ トウキ

ビを見ることがある｡それはサトウキビの林

という方がぴったりする程である｡高さは5

-6m, しかも何本もの茎が縛り合わされて

いるので一株が太い｡直径40cm近いサ ト

ウキビの木に見える｡ 茎 10本程をひとまと

めにして副木を当て,その上から下葉でぐる

ぐる巻きにしている｡栽培法は,花穂が出る

前に切りとった上部 1mの頂芽を2,3本ず

つ1株に植える｡ 2,3年の間に分静が10-15

本出る｡ 分藤をよくのばす為に親株は適当な

時期に切りとる｡ その後,株全体を下妻で巻

く｡ こうして高さが5-6m に達するとや

がて花穂が出る｡ その前に収穫し,糖分の少

ない項部は前述のように挿し穂として使い,

下部は食用にする｡穂が出る迄に3年もかか

るというから,基本栄養生長性の強い品種を

選択しているのだ｡

株をなぜ縛り合わせるのか聞くと,カタツ

ムリが入るからだという｡倒伏防止の意味も

あるだろう｡ しかしこうした技術的な意味も

さること乍ら,本当の意味は別の所にあるだ

ろう｡ 後で述べるが トロプリアンド島では収

穫 したヤムイモを大きな円錐状に積みあげ

る｡ひとっのイモは直径20cm,長さ30cm

もの砲弾型で,このイモを人間の背丈程積み

上げた様は実に見事であり,この立派な収穫

を得た人間の努力,功績が展示される｡林の

ようなサトウキビ園もこれと同じで,努力の

成果を誇示する社会的な意味がきわめて強

い｡

この種の例をもうひとつ挙げよう｡ それは

儀礼用の巨大なヤムイモ作りである｡例えば

セ ピ ック(Sepik)川 流域 の マ プ リック
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(Maprik)集落の精霊神殿で聞いたヤムイモ

作りの話は面白い｡ヤムイモ祭に参加する男

達は家族と離れて,植え付け期の 1月から収

穫期の8月まで水田の小屋で独り暮らしをす

る｡ヤムイモ作りに最も肝要なのはタネイモ

と植え穴作りである｡タネイモは前作のヤム

イモの中で大きくてよく充実し,傷のないも

のを選び,家の暗所に置く｡ 我々はタネイモ

を見る機会があったが,大きさは40cm を

越え, すでに芽が70cm も延びている｡ 長

い根も伸びてイモを包みこもうとしている｡

芽がしっかり堅くなってから植えることが肝

心で,そうでないと軟らかい芽は蟻などに食

われてしまう｡つぎに植穴を掘る｡ これは直

後 lm,深さ6-7mの穴を尖った掘棒と

権型鋤で掘る｡ そしてかねて用意してあった

甘土を満たす｡甘土は表土に刈草やリッター

をまぜてよく熟成させた土である｡準備の

整った植穴に先ほどのしっかり発達した大き

なタネイモを植え付ける｡ 穴の中心から少し

ずらした位置に,芽を穴の中心に少し傾けて

植え,浅く覆土する｡ そして支柱用の木枝を

立てる｡ Malinowski[1935:84-158]の調

査時のトロプリアンド島では,この支柱は三

角錘型に立て,しかもその支柱同士は畑全体

の地面に格子状に敷いた小枝で接続され,支

柱に降臨した生気はこうした連絡路を通って

畑全体に伝え られる｡ そうしたアニ ミス

ティックな信仰と固く結びっいている｡

1月に植え付けて8月頃に収穫である｡ ヤ

ムイモ祭に参加 した男達の晴れ舞台が始ま

る｡ 掘りだLは最も細心の注意が必要であ

る｡イモの植え穴の 1m外から土をとり除

き始める｡イモが姿を現し始めても周りの土

を全部とり崩しはしない｡一方の側壁は土を

残しておき,イモの保持に使う｡イモの長さ

は3mを越える巨大なものなのでこうした

注意が必要になる｡保持壁を残して全長を現

したヤムイモを取り上げるには特別の工夫が
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いる｡長い竹竿を用意し,何本も輪状のロー

プを吊り下げる｡この吊り輪っき竹竿を巨大

なイモの脇に差し込んで,保持壁の土を順次

とり除いて吊り輪の縄でイモをしっかりと縛

りつける｡こうして,ヤムイモを吊るした竹

竿を数人がかりで精霊神殿前の広場に運び,

長さを競 う｡ 優勝のヤムイモは直径 30cm,

長さ3mを超えることがふつうである｡ コ

ンテスト期間,この広場では踊りが続き,倭

勝者に贈られる多数の豚が供犠され,共食が

行われる｡ そして優勝者のイモ運びに使われ

た竹竿は神殿内部に保管され,人々は彼のな

し遂げた功績を記念するのである｡

ニューギニア高地で重要な木本栽培作物に

パンダンがある｡ 果実の長いパンダンと丸い

ものがある｡ 珍 しいのはmareta negaとい

う果実の長い方である｡これはろくすっぽ商

品のない女達の露天市場でも,ベーテルナッ

ツ,キンマと並んでよく売 られている｡50

cm程の長い果実の中心に芯があり, それを

果肉が包み,外表面に小粒の種子がイポイボ

状に多数っく｡種子は初め黒いが熟すと赤く

なる｡この果実を火喰烏の骨で作ったナイフ

で切り裂き石蒸し料理をする｡赤い種子が栽

培目的物であり,油を含んだ脂質食物であ

る｡ 種子は石蒸し料理をした後,しがんでサ

ネを吐き出すか,水を加えて手で操み,出て

くる液を とるとい う｡ 吉 田 [1988:87,

104] によると, 焼石の上に切り裂いたパン

ダナスの髄をのせ,固い赤い種子のついた部

分を水で洗ったものをのせ,その上に葉をか

ぶせ,重しをして蒸すという｡ その後,その

種子のみを容器に集め,水を加えて操み出

す｡得られた液をブタの骨のスプーンですく

い,口の中でしがんでサネを吐き出す｡この

汁に焼きバナナやイモをっけて食べるとうま

いという｡ 吉田の記述で面白いのはセビック

川上流のイワム族の場合,メラネシアで一般

的だと思っている右蒸し料理がパンダナスに

ついてのみ行われ,バンダナス以外でこの方

法を使うことは珍 しいという｡ 普通イモやバ

ナナ,パンノキの実などは直火で焼 くか,焼

石を中に入れて葉で包んで焼 くという｡

1-3 焼畑

東南アジアの山地民の行う焼畑農業を山地

民の主要な生業とみて,閉鎖された空間にお

ける採集狩猟から内発的に発生 した農業技術

とする見方がある｡ そして人口密度の増大が

焼畑空間の不足を釆たし,移動を必然化せし

める原因と言われるが,しかし,現在のボル

ネオを例にとると, ここは 10人/km2以下

という小人口空間である｡

私は別の見方をしている｡ ボルネオのダヤ

ク族を例にとると,彼らは金とか,沈香など

文化中心地域,例えば中国で重用される何か

付加価値の高い産物を採集に来た人であり,

そのアソ模様やヒゲの多い渦巻文などが春秋

戦国の揚子江流域出土のものとよく似ている

ことからすると,当然稲作を知っていてボル

ネオへやってきただろう｡ ボルネオ内での移

動は従って,よりよい鉱床を求めて,あるい

は沈香のより豊富な地域を求めて行われたも

のだろう｡ その移動生活と森という環境に適

合した方法が移動焼畑耕作だと私は理解して

いる｡ 焼畑地を求めて移動するのでなくて移

動する生活が先にあり,多くの選択肢のなか

から,それに適合した方法として焼畑耕作が

選択されたのだ｡

ニューギニアでは移動の原因としてきわめ

て明確な理由がある｡ それは部族テリトリー

の維持の為に行う移動焼畑である｡セピック

川下流部の町ウェワック(Wewak)から内部

のバグゥイ(Pagwi)-向かう道沿いで,町に

程近いシブラング(SiBrangu)村で聞いた話

を記 しておこう｡ この村は独立 ミッションで

ニューギニア女性と結婚しているドイツ人が

経営する旅行者用山小屋のすぐ背後にある｡

村は深い緑で覆われた前山の小高い丘の上
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にある｡ 樹高は20-30mとさ程高くない林が

一面にひろがっているが,すり鉢型斜面のあ

ちこちに彼らのいうガーデンがある｡焼畑で

ある｡ 村は今は移動しないが, 30年程前迄

はこちらの丘,あちらの丘と移動した｡それ

ぞれの村はある広がりの領域を生活空間とし

て持っている｡ある一時期をとると畑はその

一部分を占めるにすぎないが,使っていない

土地も村人の生活にとって潜在的に必要な空

間である｡この領域は隣村の領域と接してい

るが,明確な境界線はない｡領域に対する占

有権は村人がその領域内で村を転々と動か

し,万遍なく領域に対する使用痕跡をとどめ

ることによってのみ守られる｡ 村の位置を固

定して活動がある地域に偏り,等閑視された

地域が生ずると,そこに他村の人間が入り込

む｡更には他村の領域になってしまう｡こう

して自村の領域を維持する為に以前は3,4

年に1回,村の位置を変えたという｡

彼等のガーデンを見よう｡ 以前は全村で開

いたが,今は2-3家族単位で共同作業を行う｡

畑地は今も3年で移す｡以前の慣行を聞くと

ガーデンを開く時,まず畑予定地で 1列の木

を伐り指導者が夢占いをする｡夢見が悪いと

それは誰かの呪いか,あるいはそこで村人の

誰かが死んだ場所であり,その死霊が伐開を

喜ばない証拠だと判断され,その人間或いは

死者の一族を見っけてその場所で共食をす

る｡ 呪いが解ける,あるいは死霊が了解のサ

インを出したかどうかは再び夢占いに頼る｡

しかし部族戦闘の際に村人の戦士が死んで横

たわった所だと,そこを中心に直径数 km

の範囲は伐開しない｡やむをえない理由で伐

開する時は2,000-3,000キナの高価な真珠母

貝を村の財産として寄進し,また,ムササビ

と豚を多数供犠して共食の必要がある｡

時期にも制限があり, 1月から4月までが

上りの季節で伐開植え付けが許されるが,4

月以降は植え付けてはならない｡ 7月から
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12月は下 りの季節で収穫のみが許される｡

伐開はまず草や潅木を伐り,2-3週間乾かし

た後に高木を伐り倒し,4日後に焼く｡但し

パンの木などは伐らずにおく｡焼け残りの整

理が終わると村の長老達がショウガ,キンマ

を噛みながらガーデンのまわりを行列して歩

き,所々,唾を吐く｡こうしてガーデンを浄

化する｡ その後,赤土で作った高さ 10cm

の円錐形の土塊に指導者が息を吹きかけガー

デンの一部に植え付ける｡そこはいわゆる斉

囲となる｡またこの行為によってイモの生育

促進と豊能を祈る｡

以上の伐開,植え付け儀礼の後,タロイ

モ,ヤムイモを各自の区画に植え付ける｡生

育までの間に虫ばらいが行われる｡虫はやは

り誰かの呪いによって現れるので,その人間

を見つけ出して,聖なる木の葉 (Lagerstro-
emia spp.)でお敵いをする｡ また死者が悪

さをしないよう,やはりその木の葉に供物を

のせて川に流す｡

生育期間中,女性がガーデンで小用をする

と野豚が作物を荒らす｡ガーデンで性交を行

うことも同様に野豚による被害を招く｡月経

中の女性がガーデンに立ち入ることも厳禁

で,その期間の女性は月経小屋で暮らす｡料

理も洗濯もせず,他の女性が面倒を見る｡

現在のガーデン植え付け法は,まず地方種

のタバコの種子をばらまき,次にケイトウの

種子をばらまく｡両者共短期間で収穫する｡

ケイトウは種実用ではなく葉野菜として利用

する｡更に続いてタロイモ,ヤムイモ,サツ

マイモ,バナナ,サトウキビ,パパヤ, トウ

モロコシ,ココヤシなどを植え付ける｡ヤム

イモは既述のように,家中の冷暗所に保管し

てしっかりした芽の出たタネイモを植え付け

る｡ヤムイモは4種ある｡ トゲがあり,ツル

が左巻きのもの (mamyという)が2種, ト

ゲがなくツルが四角で右巻きのもの bam

という) 2種である. mamyは食味がねば
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く, yamはサラッとして水っぽい｡ 植え付

け法もことなり,mamyはイモ全体を植える

が,yamは芽っさの切片を植える｡

食用の タロイモは 2大別 され る｡ CoJ-

ocasiaをmoiといい,茎が紫色と緑の2種

がある｡どちらもオヤイモ型である｡伝統的

なmoiの外に,Xanthosomaが導入種とし

てあり,ホンコンタロと称されている｡これ

はコイモをたくさん付ける｡ヤムイモは収穫

しないで長年放置しておくとどんどん生長を

続け,大きく伸びたイモはいっでも食用にな

るが,タロイモの類は長期間放置するとェグ

くなって食べられない｡地上部を切り,萌芽

を出させて株を分け,植え直しをする必要が

ある｡

ガーデンにはこの外に, トロロアオイの

類, トマト,キウリ,カカオなども植えられ

ている｡それ以外にドクダミの葉,ツユクサ

の若葉,ニューギニアの高地でもよく見かけ

るパンダンの長い赤い実,なども食用であ

る｡薬用のバナナもある｡これは果実が上向

きに立っ種類で,種子はなく,果実は短く太

い｡皮が赤と黄色の2種ある｡ 熱病,マラリ

ア,性病に効くという｡ 似たバナナをアンボ

ンでも見たことがあるが,そこでも同じ効用

を聞 いた｡ これ はMusa troglodytarum,

フェイバナナといわれるものだ｡これの原産

地はSolomon諸島からニューカレドニア-

かけてのメラネシア地域と考えられている｡

まわりの林を見ると,栽培か自生か判らな

いが,パ ンの木が多 い ｡ これには2種があ

り,葉が小さく,種子も果肉も食べられるも

の(wolitいう)と,葉が大きく種子のみを食

べるもの(hanという)である｡ この二種のパ

ンの木も東インドネシアの広い地域に伝播し

ている｡

少し湿った谷間にはサゴヤシがたくさん生

育しており,サゴ洗いを行なってサゴデンプ

ンを利用する｡サゴヤシの葉や葉柄は建材と

して重要でこの村の家は高床の立派なものだ

が,柱と床を除いて,すべてサゴヤシの各部

分を利用している｡屋根はサゴヤシの葉と葉

柄を綴り合わせた,インドネシアでいうとこ

ろのアタップ,壁は葉柄の太い部分を割り開

いて重ね合わせて並べたり,細い部分を並べ

る｡ 床はニボンヤシ(limbuという)の幹を割

り開いたものである｡ついでに述べておくと

ニューギニア高地の家は全く様相が異なり,

基本的に平土間である｡ カヤ葺きの屋根が地

面近 くまで垂れ,壁は樹皮を並べたものが多

く,屋内に人間と豚が共住する｡ ゴロカ,マ

ウント･--ゲン地域だと男家と女家に分か

れ,屋根に赤いドラセナか蘭を飾る支柱がた

ててあり,装飾的要素があるが,エ ンガ

(Enga)地域だと大きなサゴ虫のような感 じ

で,その中に男も女も豚も共住する｡片側が

隅丸方形で,後部へ高くなる屋根から薄煙が

立っ ｡ そのたたずまいはいかにも土着的であ

り,それだけにセピック川流域や沿岸部の大

きな高床家屋は外来文化が混清していること

を強く印象づける｡

ところで既述 した伐開儀礼だが,東インド

ネシアや トロブリアンド島の儀礼は詳しい報

告がある [Woengsdregt1928;Malinowski

1935]｡私の簡単な報告は伐開植え付け時の

もののみ描写をしたにすぎないが,伐開に対

する死霊の同意をとりつけることが重要な要

素であることは簡単な既述の中にも現れてい

る｡ここで面白いと思うのはトロブリアンド

の報告などには出てこない点だが,部族戦

争,あるいは村と村の戦争は今もニューギニ

アでは日常的である｡ 例えば豚排を行うタリ

の村では家々は土塀に囲まれ,そこには鋭く

尖らした逆茂木が埋め込んである｡ 侵入した

敵はこの土塀の間の細い道を通 らざるをえ

ず,村人は土塀の上から侵入者に攻撃を加え

る構造になっている｡村のたたづまいそのも

のの中に部落戦争の存在が明瞭である｡セ
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ピック川上流では1956年,最後の大規模な

部族戦争が行われたことを吉田が報告してい

る [吉田 1988]｡ タリやワバックでは我々

の旅行中の1988年にも部族戦争が行われて

いる様子だった｡ウェワックのシブラング村

の村人達も30年程前までは部族戦争をしば

しば行なったという｡ 他村を攻撃する際は夜

間に包囲し,朝,小用に出てきた男を投槍で

殺す｡大混乱になった村の中へなだれこん

で,槍で人々を刺すのだという｡投槍による

対戦で重要なことは,投槍を構えた相手の手

の甲を見ることで,それによって投槍の方向

が判るから,その外にでる｡フットワークを

交えながら語る50年配の村人の様子を見る

と,満更嘘でもないと思われる｡私がそこに

感じたのは戦闘こそ男の仕事,農作業は女の

仕事にすぎないという彼らの価値観である｡

農業に一見関係なさそうな点に私が興味を持

つのは,インドネシアの人々の持っ農業観が

本質的にそれと似通っているためである｡と

いってもインドネシアの場合は戦闘と農業の

対比ではなくて,生業における-レとケとい

う対比で現れる｡例えば南スラウェシのブギ

ス人が故郷の小さな水田社会を出て,スマト

ラの湿地林開拓で苦労の挙句大精米業者にな

ることをめざしたり,魚の大仲買業者になる

ことが彼らにとってハレの舞台であり,自村

に居て多少の収量増大を行うことにはほとん

ど関心を向けないといった例である｡ -レの

栄誉の為には最新の精米機を湿地林の中-導

入するし,最も効率的な漁網や最新のエンジ

ンすら導入する｡それが周囲に広がる深い林

や,ネジ作りの満足な鉄工所すらないという

状況といかにチグ-グであろうとそんなこと

はささいなことである｡その結果,そこには

発展段階の極めて異なった技術,道具,装置

が混在することになる｡幸運なる冒険者がそ

うした企画で成功を納めると,幸運の分け前

にあずかろうと様々な人々があちこちから参
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入する｡そこには中国人やアラブ人やインド

人などすら加わる｡こうした異人たちをも含

めた人々の移動と混清の場,そして様々な発

展段階の共存,これがマライシア世界の特徴

だと私は思う｡ マライシア世界の農業の形成

過程はこうした異質な人々と異質な技術の渡

来とその共存と混清を示している｡

1-4 交替市場

セピック川下流部の主食はヤムイモコンテ

ストを行うマプリックがヤムイモであるのを

除くとサゴデンプンである｡ セピック川から

内陸に入 った湿地帯に住む人々はワサラ

(Wasala)と総称され,湿地帯に自生するサ

ゴヤシからサゴデンプンをとる｡他方セピッ

ク川沿いに住む人々はガニ (Gani) と呼ば

れ,彼らは漁業のみを行う｡ワサラとガ二は

各地で市を開き,サゴと魚を交換する｡市は

両者の村々の中間に設けられる｡そうした市

の一つを訪ねた｡バグゥイの下流数 Km付

近で左岸-支流を入る｡雨季の6月で支流の

水位は高く,水面は岸とほとんど同じ高さで

ある｡ 水路にはヨシと水生のSacchalum が

茂り,すごい蚊幕が立っている｡スピー ド

ボート (といってもくりぬきカヌーに船外機

をとりつけたもの,長さ 10m,幅 60cm)

で30分程遡航 したところに市があった｡市

場は週に2回,決まった曜日に開く｡岸の林

を切り開いた広場があり, 300人程の女性が

それぞれの商品を自分の前に並べ,いわば小

さな店を出している｡まわりはぐるりと1列

に並び,真ん中に4列が並ぶ｡おおよそ,負

屋とサゴ屋が向かい合っている形である｡他

に,キンマの葉,サゴ虫の串刺し煉製,クス

クスのロースト,キャッサバの葉,オクラの

葉,パパヤ,バナナ,タロのオヤイモ,ヤム

イモ,生でかじるサ トウキビ,サツマイモの

てんぷらなどと雑貨衣服が少しある｡魚屋の

商品はほとんどがティラピアを開いた煉製

で,他に川エビ,カメなども並ぶ｡この市で
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今まで見たことのない初めての経験をした｡

物々交換の市なのである｡始めはお金で買う

時間がある｡5,6人が雑貨を少 しばかり買

う程度で,この時間はすぐ終わる｡ 人間が多

いのにも拘らず活況のない市だと思って様子

を見ていると,やがて 1人の帽子をかぶった

背の高い男が演説を始めた｡市の指導者であ

る｡ 演説の内容は,サゴの品質について文句

をいう者がいるのは困ったことだ｡魚とサゴ

の交換が滞ると流域全体の人間が食料不足に

悩むことになる｡文句をいうな,という内容

らしい｡その時になってもまだ私には演説の

意味がよく判らなかった｡男が喋り終えるや

否や,光景は一変 した｡アンギン袋を頑に

引っかけた女達がぬれサゴデンプンの塊を

持って立ち上がり,煉製魚を並べた女達の方

へ突進する｡ サゴデンプンの塊は食パン2斤

分位の大きさだろうか｡直径 30cm程のカ

ゴにつめて運んできたサゴデンプンをまず高

さ20cm に切 り, この円筒状サゴを糸で ミ

カン割りに6等分した塊である｡サゴのこの

塊 1個でティラピアの煩製 1匹と交換する｡

魚屋の女達はじっと待ち,差し出されるサゴ

塊を見て,すばやく,適切な煉製魚を差しだ

し,サゴを受け取る｡魚もサゴも皆同じよう

に見えるが,細かい差があるのだろう｡ 時に

は魚屋が交換を拒否することもある｡その

他,交換は40cm長のサ トウキビ茎 2本,

バナナ5,6本, パパヤ 1個などと,煉製魚

1匹で行われる｡こうした交換があらかた終

わると,魚屋の女達も立ち上がり,キャッサ

バの葉,キンマなどの野菜,晴好品を探しに

いく｡ いいバナナや,タロ,ヤムイモがあれ

ば煩製魚で交換する｡

200-300人の女達がひしめき合い, 市場

で食事材料を仕入れる様はどこでも変わらな

い市場風景だが,ここでは完全な物々交換形

式で交換が行われることがまことにユニーク

である｡ それと市場につきものの喧嘩さがな

い｡呼び込みのかけ声も,値段の交渉も,社

交的おしゃべりも,ののしり合う喧嘩も,そ

うした喧しさが一切ない｡交換はほとんど瞬

時に行われる｡ 生活の為の基本材料を求め合

う真剣さが瞬時の交換を可能にしている｡ そ

してきわめて静粛な雰囲気が市場全体を支配

しており, 1時間程で交易は終わる｡ サゴ屋

の女達は数人ずつのグループで,煉製魚を入

れたアンギン袋を額にかけて,小道を森の奥

へ,湿原の彼方へ消える｡魚屋の女達は岸辺

にもやっておいたくりぬきカヌーにぬれサゴ

の塊,野菜,サ トウキビの茎などを積んで権

でこぎ下る｡市場の帰り道で女達は初めて鏡

舌になる｡一晩の宿を提供してくれた魚屋の

女は,ココヤシガラの蚊やりを焚き,権をあ

やつり乍 ら,夫や家族とおしゃべりを楽 し

み,本流へ出ると鼻唄もまじる｡広い水面に

は黄色いカゲロウが無数に群れる｡ これもう

まいよと無駄口をたたき乍ら家路をたどる｡

ぬれサゴの料理法だが,セピック川中流部

のバグゥィ, シャンブリ(Chambri)湖地蟻

の方法は,吉田が上流部で述べている方法と

違う [吉田 1988]｡吉田の報告だと,東イ

ンドネシアでPoDedaというクズ湯状にねっ

た後,それを干したサゴダンゴが主食のよう

だが,バグゥイ周辺だとべ夕焼きが多い｡東

インドネシアでsinoreという食い方だ｡炉

の上に直径 40cm程の大きな土鍋を置き,

ヌレサゴを少 し乾かしサゴ粉を入れ, 1cm

厚さに伸ばして,ココヤシ殻で軽 く押さえ

る｡べ夕焼きの下側にコゲ目がつくが,上側

はまだ殆ど白い粉のままだ｡そこをぬれた布

切れでなで,土鍋からおろして二つ折りに

し,全体にサッと水をっけて形を整える｡こ

れで出来上がりで,そのまま食う｡ 一時に相

当量焼くので,残りは天井からつるしたアン

ギン袋に入れておく｡

土鍋はこの地域ではエイポム(Aibom)が

土器作りの中心で,戦前からサゴ焼きに使っ
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ている｡エイポムの土器は土鍋以外にもこの

地域の生活に重要な道具を供給する｡ 一つは

サゴ保存用の壷である｡大きい壷は高さ60

cmで,そこにぬれサゴを入れ,上に水を

はって長期保存を行う｡これは比較的広口の

壷だが,細口の水壷もある｡他に野菜や魚の

煮物用の深い土鍋,蚊やり用の穴あき薫蒸

炉,それに高床の上で使う炉を作る｡この炉

は口蓋が縄文土器 (例えば加曽利B)のよう

に波型である｡こうすると風の息が生じて火

勢が強くなる｡そして口蓋直下の内壁に三角

凸帯を全周に張り付ける｡薪と炉壁の間に空

隙が生ずるので燃え易い｡エイポムの土器は

いわゆる叩き技法で作るが,器壁に凸帯をは

りつけて人面や円紋を作ること,深い条紋で

描かれたワラビ手紋,黒い磨製土器に仕立て

ることなど,全体に縄文土器にきわめて似た

雰囲気を持っている｡そういえば成人儀式に

使う円筒状のかぶりものも,そこに措かれた

り,彫り込まれる面,下部に長くたらした黒

いサゴヤシの毛など,全体の様子が秋田のナ

マ-ゲのかぶりものによく似ている｡ついで

に触れて置くと,セピック川流域のHaus

Tambaran(精霊神殿)は高床で極めて大型

の木造建築物である｡成人儀式を行い,また

その為のマスクや彫刻;楽器類を保管してお

く聖なる建物であり,同時に ｢男の家｣でも

ある｡その構造は20mX IOm 程の方形平

面がふつうで,屋根を支える真申の3本の主

柱は直径60cm,高さ10m もある｡ それを

立てる時には人柱が捧げられた伝説がつきま

とう｡両側壁には片側5-6本ずつやはり大き

い柱が立ち並ぶ｡その偉観はエジプトの列柱

神殿に似た印象を与える｡これを見た時に私

の頑をよぎった印象は,縄文前期に出土する

柱穴とそれから復元される大型建物もこう

いった精霊神殿と似た構造と目的をもってい

たのかもしれないということである｡縄文前

期の栃木県の聖山公園遺跡の大型建物,山形
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県押出遺跡の縄文前期の湿地に張り床をして

たてられた円錐形の木造家屋,石川県の近森

遺跡(縄文後一晩期)の円形列柱,能登半島の

真脇(縄文前一後期)遺跡の トーテムポールなヽ
ど,独断的感想だが,現在のニューギニアに

見られる生活家屋,精霊遺構の類が多いよう

だ｡

ニューギニア本島でも内陸部と沿岸部では

同じ根菜栽培社会であっても生活ぶりは相当

異なる｡より自給的で土着的な生活を営み,

男は部族戦争に生き甲斐を兄いだしている内

陸部に対し,沿岸部の人々は生産の分業化が

進み,交易による物質獲得が生活の重要な支

えになっており,人あたりが柔らかで,より

商人的である｡ ミルン湾には島々をIakatoi

双胴船でまわることによって相互にはなれた

島々の秤を強めるkula交易の話が残ってい

るし,今も現に行なっているという人々もい

る｡海という-イウェ-を介して外に開かれ

た世界である｡同時に,その地理的位置故

に,島々はまた異国の王の支配下に膝まず

さ,奴隷狩の恐怖にさらされ,海産物を求め

に来る中国人商人の基地ともなってきた｡次

に,海域世界の特性のより顕著なメラネシ

ア,ポリネシアの島々の生活をイモ栽培と漁

法の話を中心に,見てみよう｡ トロブリアン

ド,ソロモン,フィジー, トンガの島々をか

いま見る｡

2. トロブリアンド島

2-1 イモ栽培の儀礼

トロプリアンド島はニューギニア本島の尻

尾の北側にある平坦な隆起珊瑚礁の島であ

る｡ロスイア(Losuia)の町を歩 く人々は長

さ1.5m,直径20cmのヤムイモに副木をあ

てココヤシの葉で包んで運んでいる｡ 主食は

やはりヤムイモとタロイモである｡ トロブリ

アンド諸島で最 も大きなキリウィナ(Kiri-

wina)島は人類学者マリノフスキーのイモ社
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会に関する2冊の詳細なモノグラフで有名な

島だが,ヤシが豊かな緑陰を作り,愛婿のあ

る人々が住む観光地でもある｡家はバリ島の

米倉によく似ている｡マリノフスキーはこの

島の北部,最 高首長 のい るオマ ラカ ワ

(Omarakawa)村で26カ月間,詳細な調査

を行なった｡

彼の報告 [Malinowski1935:84-158]

を見ると,畑の準備から植え付け,収穫に至

る約 10カ月の間, 各段階を追って,煩縛な

迄の儀礼,呪文が繰り返され,栽培という営

為が祖霊-の感謝と恐れ,作物の注意深い観

秦,そして,村人を結び付ける粋の一層の強

化-の配慮,この三つがないまぜられたもの

として組み立てられていることがよく判る｡

マリノフスキーの報告を簡単にかいっまんで

みよう｡ イモ栽培は儀礼を司る畑呪師により

段階を追って進められる｡ 畑呪師は今年の栽

培の為の寄り合いを召集し,首長に畑場所を

提案させる｡場所が決まると,そこで始耕祭

を行う｡ それは最も重要な儀礼で,祖霊-供

物を捧げて畑を開くことの通知と畑浄化の呪

文を唱える｡豊作祈願や,野豚敵いの呪文も

唱える｡この儀礼は村全体の斉囲となる畑で

行う｡ この後,村人は各自の畑予定地で同様

の儀礼を行う｡ 畑のヤブ切りも共同で,斉図

で共同にまず行い,後に各自の畑予定地で行

う｡畑を開く場所はいわゆる長期休閑ではな

くヤブなので,伐開は草と潅木の枝を切り払

う程度である｡これは東南アジアの二次林を

伐開する焼畑とは異なる｡潅木や,古い支柱

は焼かずに,脇-片づけて,今回のヤムの支

柱用などに保存する｡

次に植付け儀礼を行う｡最初の日はタロイ

モを,次の日にヤムイモを斉図に植え,再度

タロの儀礼的植え付けを行う｡ この後,火入

れをした畑に散らばる燃えさしの小枝を片付

け, トゲのついた古いヤムの根は危険なの

で,きれいに掘り起こし,共に焼 く｡畑の小

石も取り除く｡ この後,とりよけておいた潅

木や,小枝を使って重要な作業が行われる｡

畑の表面にこれらの小枝,潅木を敷き並べ

て,畑を格子状に分画するのである｡この格

子の線を作る小枝の問に隙間があってはなら

ない｡それは全体として完全に連結した格子

でなければならない｡この作業が済むと畑全

体を野豚から守る為に柵で囲む｡そして,各

自の畑の四隅に,3本の木をプリズム状に組

み合わせた一種の依 りしろ (kamkokoraと

いわれる)を立てる｡ 柵にも三角形の木を組

み立て,底辺の中心に高い支柱を立てる｡更

に畑の中にヤムのツルをはわせる為に,でき

るだけ高い支柱をいっぱい立てる｡ これらの

支柱, それにkamkokoraのいちばん高い支

柱は,畑を格子状に区分する横木と接触す

る｡こうして畑全体が依りしろとそれに連続

した格子と柵で完全な魔力の働く空間に包ま

れる｡ この作業も勿論,村全体の斉園と各自

の畑で行われる｡準備が終わると,数回掘り

棒を30cm程土に突き立て,石灰岩に当た

るとそれを掘りだして,タネイモを植える｡

植え付けが終わると,日を追って各種の発

育儀礼が行われる｡発芽が早く進むように,

葉が早く伸びるように,イモがたくさんつく

ように,根がしっかり張るように,という次

第である｡ こうした儀礼の際には様々な呪文

が唱えられる｡呪文の内容で私に面白く思わ

れるのは,イモがたくさん付くことを願う呪

文が, ｢イモよ戻ってこい, 我らに戻ってこ

い, しっかりと戻ってこい｣という内容であ

ることだ｡短絡的といわれるかもしれない

が,すぐ思い浮かべるのはオシーリス神話で

ある｡よこしまな弟セ トによって 14の切片

にばらばらに切り刻まれ,エジプトの沼地に

ばらまかれたオシ-リスの身体を妻のイーシ

スが探し出したが,生命のない屍のまま横た

わるオシーリスを前に,イーシスとその妹ネ

プテイスの2人が唱えた悲嘆の言葉が知られ
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ている｡ ｢汝の家に釆たれ,汝そのJL､たしか

なる者よ,汝の妹に釆たれ,汝の妻に釆たれ

(後略)｣(フレイザ- 『金枝篇』[1951:3
巻,80-124])｡ 2人の悲 しみを見た太陽神

ラーが豹頑のアヌビス神を派遣して,オシー

リスの身体をっなぎ合わせ,再生を願う儀礼

の後,オシーリスを蘇生せしめたという話は

『金枝篇』の中でもとりわけ魅力的な部分で

ある.穀神のオシーリスの死と蘇りに関した

神話と儀礼,そして世界各地に見られるその

変形を収録することが 『金枝篇』というこの

大著の唯一のモチーフである｡ トロプリアン

ドのイモ作りで唱えられる ｢戻って来い｣と

いうこの呪文は古いイモから新しいイモが生

まれ出る為に唱えられ,イーシスの唱える呪

文と,状況 もその願いの内容 も合致 してい

る｡マリノフスキーが当然フレイザ-の大著

を頑においていたであろうことは,次のよう

に書いていることで明瞭だ｡｢帰ってこいと

いうこの言葉が作物の帰還,古いイモから新

しいイモ-の蘇りの進行を示す何物かを伝え

るものかどうか,確証を得ることはできな

かった｣と｡

極めてよく似た想念,つまり作物の収穫を

作物霊の帰還ととらえていることを示す習俗

は東南アジアの稲作の中に例が多い｡例えば

ボルネオのイバンの焼畑陸稲倉入れ儀礼で

は,ロング-ウスの床上で供物を捧げ,稲魂

迎えの呪文を唱え,延に稲穂を包み込んで稲

魂が逃げないようにする｡しかし畑にはまだ

稲倉-の道が判らなくて,うろうろしている

稲魂がいるかもしれない｡そこで呪師は畑の

斉園に出かけ,供物を捧げ,はぐれた稲魂に

帰還をよびかけ,煎り米を投げて,｢稲魂よ,

みんな帰ってこい｣と唱え乍らロング-ウス

に尻る｡

収穫を死からの蘇りとしてもっと明白な形

でとらえる習俗はスラウェシの トバダ (To

Bada)族に見られる [Woengsdregt1928:
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179]｡ここでは稲刈りは女性先導者によって

始められる｡収穫において彼女の果たす役割

から,この先導者は ｢死者の魂,死者｣と呼

ばれる｡死者の霊たちはまだ生きている者を

妬み,たえず生者を自分達の領域,つまり冥

界へ引き入れようと狙っている｡タブーを守

ることによって死霊から守られていないふつ

うの人間が耕地へ入ると死者の霊に病気にさ

れてしまう｡そして稲魂も逃げてしまう｡そ

れで,先導者は死者であるように振る舞わね

ばならず,呼び名も ｢死者の魂,死者｣とさ

れる｡斉園の稲を摘み取る時の女先導者は死

者なのである｡白い嘆きの帽子をかぶって身

を隠し, ｢霊たちの場所｣ と呼ばれる長い袖

の下に稲を盗む手を隠し,死霊に,彼女が生

者と関わりなく,死者の 1員であるように見

せかける｡視線を死者達にとらえられないよ

うに遠くを見ず,静かに,かすかな動きで収

穫をし,生者のような急な動きはせずにゆっ

くりと歩く｡

この習俗は死霊を畏れ,敬う祖先崇拝の伝

統を背景に,死霊の影響下にある稲米が,死

者に扮した呪術師によって生者の側へもたら

される,死して蘇る穀霊という進行を劇的に

演出していると思うのである｡呪師が稲畑の

斉囲で,稲魂に ｢帰って来い,帰って来い,

帰って来い｣と呼びかけることや斉園に集

まった (と信じられる)稲魂を村の稲倉へ運

ぶ時に ｢さあ行こう,行こう,行こう,汝ら

の宮殿へ行こう,宮殿へ行こう｣と呼びかけ

るこの種の事例は東南アジア全域に広く分布

する｡島峡部については宇野円空の 『マライ

シアに於ける稲米儀礼』(1940)が詳細な
データである｡大陸部ではIzikowitzのラ

メット族のモノグラフ(1951)には,播種は霊

を新たにする行為であり,｢安全に戻って来

い,行きて戻れ｣, という同じモチーフの呪

文が多くの儀礼で繰り返される｡

同様の呪文は雲南にもあることを雲南民族
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博物館のヂ紹事から教えられた｡西双版納の

劫膿県, ラオスとの国境に近い海抜 1,300m

程の山地に竜帖案という基諾族の村があり,

デはここの焼畑農耕を詳しく調査している｡

ここでは陸稲を収穫する時に ｢さあ帰ろう,

帰ろう,米倉-帰ろう｣と叫ぶという ｡ 基語

族はチベット･ビルマ語族だが,この習俗は

稲作を行う他の氏, 完, 百膿, 百越, 苗,

描,壮個語族にも広く見られるという｡稲魂

信仰が共通にあり,稲魂迎えの儀礼の際,花

とローソク,赤糸を畑で供え,｢村-帰ろう,

家へ帰ろう｣と呼びかける｡ラフ族の場合だ

と,稲魂が道に迷わないように,辻々に糸を

目印として置いたり,米粒を道に落として行

くという｡ これも東南アジアによく見られる

習俗である｡

雲南から東南アジア全域の稲作圏,そして

更にメラネシアのイモ作圏に類似のモチーフ

をもつ農耕儀礼が存在することは大変興味深

いことだ｡しかも同様のモチーフは,フレイ

ザ一によれば,古代エジプ トに,ギ リシャ

に,フェニキアや西アジアにも分布していた

とされる｡ 彼はこうも言う｡ ｢古代エジプト

の農民は,たとえ穀物を刈り取って貯蔵する

にあたって密かな喜悦を感じたとしても,こ

の自然の感情を深い悲嘆の様子で包み隠して

しまわねばならなかった｡何故かというに,

彼は穀物神の身を鎌でもって切断し,それを

打穀場で家畜の爪にかけて粉々に砕いてし

まったのではなかったろうか｡穀物を刈るエ

ジプト人が最初の一束に向かって胸 うち嘆

き,同時にイーシスに呼びかけるのが古代の

習慣であったと言われている｡この神への呼

びかけはマネーロスという感傷的な詠歌の形

をとったらしい｡(中略)マネーロスという名

は,死んだ神への悲嘆のうちにしばしば見え

るところの 『汝の家に来たれ』を意味する言

葉から出たものと見 られるのである｣｡ここ

に描かれた情景は,稲の収穫にあたって トバ

ダ族の女先導者が, 収穫を始めた場所, ｢稲

が傷を負う場所｣に供物を置き,嘆きの帽子

を深くかぶって,収穫の喜びを隠し,死者同

様に振る舞わねばならない情景に何とよく似

ていることだろう｡

そしてまた, トロブリアンドのイモ生育儀

礼で唱えられる ｢帰って来い,帰って来い,

帰って来い｣という呪文はイーシスとネプ

テイスが発 した嘆きの言葉,｢汝の家に釆た

れ,汝の家に来たれ,汝を愛する妹に来た

れ,汝の妻に釆たれ｣という呪文をほうふつ

とさせるし,雲南や東南アジアで稲魂に呼び

かける ｢帰 り来たれ｣という呪文と相通ず

る｡もう一点挙げると, トロブリアンドで,

畑開きの際に唱えられる最も重要な呪文は先

祖の名をいくつも挙げた後, ｢道を示せ, 道

を示せ,道を示せ,道を示せ,地下-,道を

示せ｣という文句の繰り返 しである｡これは

雲南や東南アジアで稲魂が迷って帰り道を見

失わないように,斉園から村までの道に印を

つけておくという習俗とかかわっている印象

を受ける｡

要するにエジプト,中国西南部,東南アジ

ア,メラネシアに一つの共通の想念,作物が

死から蘇るという想念があり,それは生育,

収穫儀礼の中に共通のモチーフをもたらして

いる｡関わる作物は麦,米,イモと違うにも

拘らず,農耕儀礼の根幹部分に共通の呪文が

あるのは実に面白い｡この環赤道帯に文化交

流圏があったことは疑いえない｡その農耕儀

礼や呪文が各地域で別個に発生したとするに

は根幹的部分が似すぎている｡現時点では,

私は,エジプトで発達 した精妙な葬送儀礼が

穀神伝説と結びついた形で環赤道帯に伝播し

たのだと考えている｡ 伝播先で, しかし,作

物はことなり,米栽培地域に入ると麦の穀神

は稲魂に変形 し,またイモ栽培地域では祖霊

に置き換えられたのだろう｡

トンガにはオシーリス神話に類似した神話
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があり [Ledyard1982],また,フィジーに

は祖先がェジブトから来たという伝説があ

る｡ トンガの話はこうだ｡ トンガの至高神

Tangaloa'Eitumatupu'aが トンガの女

Ilahevaとの間にもうけた息子'Aho'eituが

天へ上がって父'Eitumatupu'aに会いに

行った時,天界での'Aho'eituの兄弟達は

'Aho'eituを人目につかない場所へ連れ出し

て殺し,身体をバラバラに千切って料理し,

食ってしまった｡頑だけは食わないで投げて

捨てた｡地上から来た息子が居なくなったこ

とに気づいた神'Eitumatupu'aは天界の息

子達が彼を食ったとすぐ気付き,木の椀に唱

吐させた｡息子達は'Aho'eituの肉も血も,

すべて吐きだした｡投げ捨てられた頭も探し

出した神はこれも木椀に入れ,水を注いだ｡

そしてnonufiafl'aという木の葉を木椀に入

れた｡やがて'Aho'eituの肉体は固まり,神

が椀の水を捨てて暫くすると'Aho'eituが蘇

り,起きあがった｡喜んだ神は天界の息子達

を呼び,'Aho'eituをTongaの王にすると

宣言する｡犯した不正を恥じた天界の息子達

は'Aho'eituに従って地上に降り, その家臣

となった｡地上に降りた'Aho'eituは最初の

神王Tu'iTongaとなった｡ これがトンガ

王家の伝説である｡ 'Aho'eituの出生には,

またトンガの主食であるヤム起源神話も結び

ついている｡彼が生まれた時,子供の食料を

心配 して,神'Eitumatupu'aは妻に土地が

砂か粘土か聞き,砂だと聞くと,菜園の為の

一片の粘土とヤムイモを天から投げたとい

う｡殺され,刻まれ,蘇った'Aho'eituつま

りTu'iTongaはまた冥界の神Hikule'Oの

地上における変身でもある｡そして毎年の収

穫祭inasiを主宰する神でもある｡ ここには

死して蘇った神が,冥界を司り,収穫祭を司

るというオシーリス信仰における三つの主な

要素がすべて揃っている｡

フィジーのエ ジプ ト起源説 はスヴ ァ
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(Suva)の町の西 5kmにあるFijiCultural

Centerの案内人の話で,民間伝承である｡

真偽の程は別にしても,その民間伝承は大き

な壁画に描かれている｡フィジーの最高神

Ndengeiは永遠不滅の神であり,また蛇に

変身する神である｡その祖先はエジプトから

南へ下り,タンガニーカからカヌーで出港し

て,インド洋,ジャワ海, トーレス海峡を経

てフィジーへ来た｡ 初め神々は山で, Nde-

ngeiを リーダーとして暮 らしていたが,

神々がNdengeiのオウムを誤って殺 したこ

とから,怒ったNdengeiが大洪水をおこし

て,神々は低地に逃れて人間となり,漁,耕

作,土器作りなどに汗することなくしては生

きられないようになったという話である｡ エ

ジプト起源の証拠は何かと聞くと,絵物語の

伝統があるという｡これは証拠としては不足

だが,他に,つい最近まで人々がいっも持ち

歩いた木製の枕,それにこれも最近まで部族

戦闘で使っていた硬木のクラブが古代エジプ

トに由来しているのだという｡木製の枕はサ

ドルカーン型の頑を置く部分と,その下に2

本乃至4本の脚を作り出した形で,これはた

しかに古代エジプトの遺物中に見るし,ケニ

アのナイロート系遊牧民は今でも,この木枕

を持ち歩いている｡木のクラブは,エジプト

の王が敵を打ちすえる図に見るものに確かに

よく似ている｡フィジー人のエジプト渡来説

を述べた文献も今のところ,私は知らない｡

しかし,ベルウッドが批判的にではあるが伝

承 ･系譜が歴史事実に近いことを述べている

[1989:403]ように大いに有り得ることだと

思う｡

2-2 イモ栽培の技術

キリウイナ島北端のカイボラ (Kaibola)

で 1988年6月にかいま見たイモ畑を述べて

おこう｡隆起珊瑚礁の上にゆるい起伏の台地

が広がっており,所々に繊維用のパンダナス

が立っている｡台地の上はイモ畑や休閑地が
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まだらだが,全体として林はない｡谷筋にの

み20m程の中高木が小さな林を作る｡ イモ

畑にマリノフスキーの写真に見る魔力あるプ

リズムのカムココラは見あたらないが,支柱

用の低木や長い柱が,畑にも休閑地にも一杯

立っている｡ しかし東南アジアの熱帯多雨林

に開かれた焼畑と景観は全く違う｡ マリノフ

スキーの報告に耕地を開いたあと,小石や不

要な根は掘り出すとあったように,イモ畑は

常畑に近いものだ｡畑の掃除の為の火入れは

常畑で植え付け前に雑草を刈って焼くのと同

様と考えた方がよい｡

昨年 9月中旬に植えたヤムイモの収穫を見

7
-
1
イ

ー

(2)

乍ら聞く｡ 畑では支柱に巻き付いたヤムの葉

が直径 2m,高さ3-4m の円筒状に繁っ

ている｡掘っているイモは食用の小型のイモ

taytuで, ツルは左巻きで鋭いトゲが一杯あ

る｡ヤムイモ作りで最も重要なことは何かと

聞くとタネイモだという｡ 随分当たり前の答

だが,イモ掘り作業を見ていて,その意味は

よくわかった｡ヤムイモの株は10- 15個の

イモをつけている｡ taytuは小型であるとは

いっても大きなイモは1個で3kg程の大き

さがある｡ 上土を掘棒(dema)で取り除いて

株全体の大きさを見,その外まわりに掘り棒

をさしこんで細根を切る｡掘り棒は図 4に示
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図4 各種の掘棒
(1) トロプリアンド島
(2) トンガタブー島

(3)スンバ島,左は除草用 右は大塊耕起用
(4)ニューカレドニアのシャベル (博物館展示品)

(4)
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す形で,先端部に鉄のヘラが装著してある｡

細根を切るとイモ株の下に掘棒を差 し込ん

で,ぐいとこぜり,同時に上端の茎をもって

引き上げる｡掘りあげたイモ株は野小屋の近

くに運び,選別する｡ 1株のイモの内,大き

なイモの首の部分を丁寧にナイフで切る｡ 1

株から5-6個こうしたイモがとれる｡ これ

は食用である｡ 残 りの株には10cm程のイ

モがまだ5-6個っいている｡ この残りの株

全体を1株のタネイモとして使う｡重量で比

べると収穫物のⅠはタネイモに使うことに

なる｡なるほどタネイモ作りが重要なわけで

ある｡

食用にするイモは付着土と表面の トゲをナ

イフで落とし,イモに磨きをかける｡磨いた

イモを野小屋にカゴで運び,大小 2サイズに

まとめる｡そしてこれを丸い塚状に積み上げ

る｡我々の訪れた畑では底面の直径が 2.2

m,高さが1.5mのイモ塚を積み上げた｡大

きいイモは外周部に,小さいイモは内部に,

接線方向にイモを並べ,イモの層を作る｡一

層一層と積み上げていき,17層を積み上げ

た｡相当な重量が最下層外周にかかり,崩壊

の危険があるので,周囲に30cm幅で浅い

溝を掘り,三重にイモを埋めこんで,横ずれ

を抑える｡積み上げが終わると1mばかり

の棒をイモ塚の下半分に20本程立てかけ,

ロープで結束して飾る｡磨きあげたイモを人

間の背丈より高く積み上げたイモ塚は野小屋

で 1カ月間展示し,その後,村へ運ぶ｡村は

同心円状に2列の家並があり,内側はバリの

米倉に似た校倉作りの立派なイモ倉である｡

その前に再びイモ塚を積み,展示する｡ 但し

野小屋のイモ塚とイモ倉前のイモ塚は意味が

異なる｡前者はイモ畑所有者の栽培努力を誇

示するのだが,後者はイモ倉所有者が複数の

係累から集めたイモを誇示する｡

ヤムイモの植え方は掘棒を深く突き立てて

深さ30-40cmまで土をほぐし, 次に掘棒
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を斜めに差し込んで少し上へこじり,隙間を

作る｡野小屋の暗所に保管して置いて芽ので

たタネイモ株を掘棒の刃の下にあてがい,掘

棒をサッと引き抜く時に,その隙間-タネイ

モを滑り込ませる｡ヤムイモは植え付ける時

期が決まっているが,タロイモはいっでも植

え付けられ, 7,8カ月で収穫できる｡ ヤム

イモと違って一斉に掘り上げることはせず,

必要に応じて収穫する｡食用にする場合,敬

本の茎を縄でしぼり,その下に掘棒を差し込

んで担いで村に帰る｡植え付ける場合,葉を

切り落とし,茎がオヤイモ球部に広がるあた

りで生長点 1,2層を茎につけて,球部を切

り離す｡球部は食用にし,茎は野小屋に1週

間程置く｡その間に切断面が乾き,生長点か

ら短い芽が多数上向きに出る｡ これを植え苗

として使う｡ 掘棒を土に突き立て,直径50

cm,深さ30cm位の部分の土をほぐす｡小

石,木の根はヤムイモの場合同様とり除く｡

手で穴の土をかきだして,深さ20cm位に,上

記の植え宙を植えて覆土する｡2,3日で新

芽が動きだし,地上に顔を出す｡この萌芽を

間引いて最終的に6-7株に仕立てる｡

ヤムイモの生産量を粗く見積もると,我々

の見た畑は60×100m程度で, タネイモが

1,200株位という｡ 1株平均6kgとして,ヘ

クタール当たり11トンの収量である｡ ヤム

イモの消費量は10人家族で1日6kgという

から, 1人年間200kg強,10人家族の消費

量は年間2トン強,生産量が 11トンだから

相当の余剰が得られるはずだが, トロブリア

ンド島には複雑な交換制度があって,村民全

体の福祉を実現する為に個人の余剰蓄積は抑

えるシステムになっている｡交換システムを

簡単にいうと,例えば畑の所有者はその収穫

物をまず父親に,そして彼の姉妹にほとんど

贈与してしまう｡自分の食料は妻の父親と兄

弟,それに自分の甥から贈与されたイモで充

足することになる｡父親は従って多数の勤勉
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な息子を持っていれば,大きなイモ倉を満た

すことができる｡イモ塚誇示が二つの異なっ

た場所で行われる理由はここにある｡耕作者

自身の功績は野小屋で展示し,その功績を集

積しうる父親の威勢は村のイモ倉の前で展示

するわけだ｡要するに息子と自分の妻の親族

が自分の為に働き,自分は父親と姉妹の家族

の為に働く｡ 但 し,贈与に対しては必ずお返

しをする｡真珠母員(kina),アレカナッツ,

豚,土製炉, ご馳走等で互いにお礼をし合

う｡ それでも尚且つ,年月が経っと富と貧が

明瞭になる｡その不均一をならす為にヤムイ

モコンテストが3-4年に1回行われる｡ ヤ

ムイモコンテストはまず誰か勧進元が 1人必

要である｡ 彼は賞金を提供する｡ たまたま

我々のインフォーマントをつとめてくれた男

は翌年の勧進元になる予定であった｡彼は

500キナの金額を用意するということだっ

た｡コンテストは参加者 1人ずつヤムイモ収

穫量 (タネイモを除いたもの)を競う｡勧進

元は第 1位に例えば 100キナ, 2位に50キ

ナ, 3位に25キナという具合で第 10位まで

賞金を出す｡他方賞金獲得者もまた,賞金に

見合うお礼をヤムイモで勧進元に贈与する｡

ヤムイモコンテス トは栽培技術向上に役立

ち,また村全体の福祉にも役立っ ｡ 勧進元は

出費の代わりに村人からの尊敬という形で功

績を増す｡このようにトロブリアンドのイモ

栽培は儀礼と,生産技術と,社会的紐帯の強

化が絡み合った形で今なお存在している｡

2-3 イモ栽培は子育て

儀礼用の大きなヤムイモ作り,それに食料

用 taytu型 のヤムイモ作 り, その様子を

ニューギニア本島とトロブリアンド島で見

た｡いづれも,タネイモ選びに注意し,植え

付け前に芽を出させておく｡ 植え付けの際に

行う念入りな儀礼は,祖霊に守られて立派な

子供が生まれるのを祈るのと同じ意味がある

ように見える｡ヤムイモの生長に重要な多数

の支柱を立てるが,単に支柱を並べることよ

りも,魔力を受信するプリズムを立て,その

魔力が畑全体を包み込む配置を準備すること

が大事である｡ 生育の各段階でも念入りな祭

儀を行い,イモが無事に育っように祈る｡そ

して収穫されたイモはきれいに飾り立てて

人々に展示する｡自分の育て上げた子供の成

人式を祝う親の気持ちとまるで同じである｡

イモ作りは子育てである｡

イモ栽培を他の作物栽培,例えば麦作と比

べると,この特質は明瞭だ｡乾燥農法の麦作

だと牛に曳かせた梨で土を引っかき,麦を散

播し,実ると鎌で刈 る｡それを牛に踏ませ,

風遷して,カメや袋に詰め込んで倉に貯蔵す

るか,害穴にバラで麦を蓄える｡ 踏まれてバ

ラバラにほぐされた麦ワラは家畜の餌とし

て,蓄える｡ 一粒一粒が小さいということも

あるが,流れ作業による大量生産方式だ｡人

間の生活の為に如何にうまく自然を利用し支

配しうるか,それを文化発展の尺度とする見

方が内在する｡ 他方植え穴に甘土を入れ,大

事に保管して芽を出させたタネイモを 1個 1

個植えてやり,支柱で繁茂を助け,イモを大

事に掘り上げ,磨き立てて飾るイモ栽培は大

量生産の思想とは程遠い｡

ニューギニア本島の南側に烏の脚のように

突き出たフレデリック･-ンドリック島のイ

モ栽培は子育てイモ栽培の様相を雄弁に示す

[Serpenti1977:24-40]｡それを簡単に引用

しておこう｡ 全面が平坦な湿地帯であるこの

島では,掘棒一つで湿地に溝と畝を掘 り分

け,畝の上に浮き草と粘土を盛り上げた島畑

を作る｡その上に更に腐葉土で中塚を作り,

イモの伸びる横穴を掘り,そこにしっかり根

と芽のでたタネイモを横たえる｡ ヤムイモは

湿りを嫌うので,人々は根が下に延びないよ

うに気を使う｡ どうするかと言うと,生育中

に中塚を開いて,縦に伸びた根は横方向に矯

正してやる｡ そして中塚と中塚の間に干し草
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を置いて,根が伸びる空間を拡大する｡草を

盛りすぎるのもしかし危険である｡分解熱で

温度が上がりすぎるからである｡そこで,イ

モの医者は草塚の中に手をさしこんで,適温

かどうかを診る｡ 高温にすぎると溝からす

くった粘土を草塚によく混ぜ込む｡もし温度

が低すぎると水草を更に盛る｡時々は稀を通

した黒い甘土を塚全体にふりかけてやる｡こ

ういう具合だから,イモの植え塚は水草,粘

土,黒土の層が細かく重なり合っている｡そ

して絶えず,根が下に向かわないで水平に伸

びる手入れを怠らない｡儀礼用の大きなヤム

イモを作る場合は,時に,イモ全体を塚から

抜き出し,脇芽を取り去って, 1本の大きな

ヤムイモ作りをする｡こうして,イモの形を

整える｡塊状や,沢山の凹みのある形や,舵

状に曲がりくねった形や,まっすぐ長い形に

仕立て上げる｡まことに子育て型イモ栽培で

あり, 1本 1本のイモを子供と同じように扱

う｡大量生産志向の麦栽培とは全く違う｡

日本や,南中国にもこれと似た栽培思想は

ある｡ 自然の木の形を好みのものに変えてい

く盆栽はそうだし,大きな木を移植する際に

行う根まわしもそうだ｡苗木や植木鉢の木を

移植することはともかく,庭や森に生える大

木を根まわしによって任意の場所へ移し変え

る技術はヨーロッパ人にとってたいへん珍し

かったと見えて,明治期の日本を描写した

モースの記録にもしばしばその記述がある｡

しかし,子育て型栽培思想の最大の表現型は

なんと言っても稲の移植だろうと私は想像し

ている｡南中国,朝鮮,日本,東南アジアの

稲栽培圏には元々イモ栽培が行われていて,

子育て型栽培思想が確立していた｡稲栽培は

雑穀栽培の刺激を受けて多分長江流域で始

まったと私は想定しているが,稲はイモ作り

の随伴雑草だった可能性も考えられる｡ヤム

にしてもタロにしても,切片の植えつぎ,萌

芽の移植,芽をつけた茎などの移植技術が行
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われ,新しい穀物作物の稲に対しても移植技

術が適用されたと考えられる｡日本の稲栽培

が初めから移植技術によって行われたとする

見方は既に高谷が述べ [高谷 1986], その

原因を湿潤高温下で繁茂する雑草との競争に

打ち勝っ為の生態的適応に求めている｡私も

この見方は賛成だが,稲作以前の作物栽培も

しくは半栽培としてイモ栽培を想定し,その

移植技術を稲作が継承したと考えたいのであ

る｡継承した形は技術だが,もう一歩想像を

進めると,作物栽培は子育てであるという骨

肉化した思想や文化を継承したと思われる｡

稲の移植栽培は大変な重労働である｡腰を曲

げて水田に1本 1本苗を植える作業,これは

水稲栽培の根幹であり,これなしには収穫は

期待できない｡インドネシアでは田植え初め

に36株とか9株の苗をまず植えて,それを

3叉の竹で囲んだ斉園を作り,それをmulai

と称 して儀礼を行うが,このmulaiは始ま

りの意味である｡この習慣は極めて根強く,

虫敵い儀礼とか倉入り儀礼が全く消失してし

まった農村でも,これだけは欠かさないのが

普通である｡田植えは稲作の一連の作業のム

ライ,始まりである｡しかしその作業は重労

働である上に,泥の上にはいっくぼる形だか

ら,例えば麦作の散播と比べると格好悪さで

は有数である｡ヨーロッパ人が水稲栽培に向

ける批判的目も感嘆の眼差しも,その日はま

ず田植えに注がれる｡今世紀の初めに中国,

韓国,日本を旅行したアメリカの農業土木学

者の記述は後者の例で,彼の感嘆はこの作業

が4,000年も続いている歴史と, その中で無

数の溜池,2,000年も存続している分水堰や

水路,山腹を棚田に変えてしまうといった高

度な技術が発達してきたこと,それにも拘ら

ず,これらの営為が田植えという根幹技術を

変えることには働かず,苗を安全に田植えす

るという一点に全ての技術を集約してしまう

その伝統思想の強靭 さに感嘆 している
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[King 1911:97-117,27ト310]｡麦作農民
にとっては,田植えは驚異であり,謎なので

ある｡田植えは結果的には生態的適応だが,

田植えを選択 した背後に,稲作以前の強固な

文化伝統がなければならない｡ 1本 1本苗を

植える作業は技術というよりも,その文化伝

統の確認なのだと思う｡その文化伝統は作物

1個体ずっを子供として育てる慈しみの感情

に根ざしており,更に広く自然界に対するア

ニミスティックな感情を基礎にしている｡ イ

モ栽培はアニミズムの充満した世界での農耕

であり,アニミズム的思想を具象化した農耕

文化を創り上げてきたと思っている｡

3.ソロモンおよびトンガ

ニューギニアの東には南北に並んだ島々が

幾筋かの弧状列島として現れる｡ 最も内側に

はニューカレドニアがあり,ニューへプリデ

ス海溝の東にソロモンーヴァヌアツ弧,さら

にフィジー島弧とトンガ, トンガ海溝の東に

はサモア諸島といった具合である｡ ニューカ

レドニア,ソロモンまではメラネシアの文化

要素が強い｡外面に張り出しの多い壷だと

か,ナマ-ゲ型のかぶりものだとか, ミイラ

を作るといった文化要素である｡ フィジーも

そうした要素は続くが,人間は相当ポリネシ

ア的である｡ トンガに来ると,人々はモンゴ

ロイド的容貌のポリネシア人が主体である｡

主食はどの地域もイモだが,ヨーロッパの侵

入以来生業基盤や文化が大幅に変化 してし

まっている｡例えばニューカレドニアだが,

Barrauの農業調査報告 [1958:6-59]では,

各種の掘棒でフレデリック･へンドリック島

同様の島畑やニューギニア耕地の短冊型畝に

ヤムイモやタロイモを栽培し,また山地の斜

面や谷間に水路港概を行なって畦で囲まれた

潅漑タロ田 (図 5)を作ることで有名だった

のだが,全島を回って我々が発見したイモ畑

は微々たるもので,菜園で小規模に植えられ

図5 Barrauの描いたニューカレドニアのイモ畑
a.馬蹄形のヤムイモ畑
b.谷間の濯概タロイモ田
C.斜面の潅漑タロイモ棚田
[Barrau 1958]より引用

るイモがほとんどだ｡ カナケ(Kanake)人の

村には旅行者は入れないのでよけいそうした

印象を受けるのかもしれない｡

カナケ人を囲いこんだ村の回りには,緩傾

斜谷頭部に周溝を巡らし,表面をゆるやかに

盛り上げたイモ畑が少しばかりある｡ そこに

tarodul'eauを植えるという｡ 南岸の山地

には至る所,かつての段蝿の跡を見ることは

できる｡土段もあるが石段組みの畦壁をもっ

段畑もあり, 時々ColocasiaやXanthosoma

が植わっていることもある｡ 少々はだからイ

モ作りもあるようだが,長いフランスパンを

抱えて歩くカナケ人をよく見かけるところか

ら判断すると,イモ栽培はほとんど消失して
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しまったように見える｡ニッケル鉱山に雇わ

れて稼ぐ賃金とフランス文化の押し着せをう

けて完全にフランス植民地体制の中に抑え込

まれている｡イモ畑の代わりに目立つのは北

岸一帯の斜面を占拠 したMelaleucaleuca-

dendronのヤブと,南岸の平地に広がる牧

場,その中に奪えるフランス人植民者達の白

亜の邸宅である｡イモ栽培の調査は出来な

かったが,東南アジアでは消えてしまった植

民地の現実感覚を得るにはいいところであ

る｡

フィジーもヨーロッパ人との接触以来景観

と人種構成が全く変わってしまった地域であ

る｡ 1804年ヴァヌア･レグ(VanuaLevu)

島西部の乾燥地帯に白檀の木が豊富に自生し

ていることが知られて以来多数のヨーロッパ

人が押 しかけ,10年たらずの間に林を裸に

したことはよく知 られている｡更に1840年

代にオーストラリアのクイーンズランドにサ

トウキビプランテーションが開かれると,南

太平洋の島々から多くの原住民が奴隷として

克られ, その交易はblackbirdingとして知

られた｡ フィジー島にも1860年代, 南北戦

争のあおりでサ トウキビプランテーションが

欧米人によって開かれ, フィジーはblack-

birdの向かう土地となると同時に,乾燥地

帯のヴァヌア ･レヴ,ヴィティ･レヴ(Viti

Levu)両島の西部はサ トウキビプランテー

ションに変貌 してしまった｡Blackbirding

が禁止されると,植民者達は代替労働力とし

て多数のインド人を移住させ,現在,フィ

ジーの人口中フィジー人の占める割合は

40%にすぎない｡イモ栽培はあるけれども

小規模な菜園での栽培 として残 る現状 は

ニューカレドニアとさして変わらない｡イモ

栽培がまだかなり残っているソロモンとトン

ガの事例を報告しておこう｡

我々が訪れたのはソロモン諸島の内で最も

大きな島ガダルカナル島である｡ ガグルカナ
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ル島は山地地形で年雨量が2,000mm強の多

雨気候の故に島は熱帯多雨林が覆う｡ しか

し,沿岸低地部は1870年代に始まる欧米人

によるココナッツプランテーションのために

ココヤシ園が広い｡ソロモンの最大輸出品は

マグロなどの魚類,次が熱帯多雨林の丸太輸

出で,この両者共日本が最大のバイヤーであ

る｡次がコプラやヤシ油で,金額的にはココ

ヤシ産物はマイナー商品であるが,島民の生

産するコプラがプランテーションのコプラ生

産量と匹敵する程度に多いので,島民にとっ

てもココヤシ園は大きな意味を持っている｡

ココヤシ栽培が広がる前の脂質食品はカナリ

ウム(Canarium)属のナッツ, いわゆるカン

ランだった｡ガダルカナル島ではカンランの

実を食う習慣は儀礼食の中で残っている｡果

実を石で叩き割って種子を取り出し,縦長の

細いくりぬき臼 (kobaという) に入れ,秤

でついて,バナナ,焼いたタロ,キャッサバ

とつきまぜる｡一種のプディングになる｡ カ

ンランの種子を炉の上に置き煉製にすると長

期保存が可能で,そういう古い種子は油が濃

縮 して旨いという｡カンランとイモのプディ

ング,それに豚肉のムームー料理は焼畑の伐

開を手伝ってくれた村人にご馳走として出

す｡ Barrauはカンランの実以外にも各種の

ナッツ類,例えばInocarpusedulis(タイへ

イヨウグルミ),TeminaliacattaDa(モモタ

マナ),Aleun'tesmoluccana(ククイナ ッ

ト)などのナッツ類がメラネシアで大量に食

べられることを報告している｡ニューギニア

耕地には脂質食物用のパンダヌスが栽培され

ることを述べたが,こうしたことから見る

と,イモ主体の食事にとって脂質作物が重要

な作物であることが判る｡豚肉がいっも豊富

に食べられるわけではないらしい｡吉田によ

るとニューギニア高地と北部沿岸で,おべっ

かと脂肪という言葉は同義であり,これは最

も価値のある食物は脂肪であることに由来す
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るのだという｡イモやサゴなど根菜食品はほ

とんど純粋なデンプン食品なので脂肪と蛋白

を他の食品で供給することが必須となる｡脂

肪はパンダヌスの種子やナッツから,蛋白は

魚から摂取する形が深い根をもっているよう

だ｡漁法については後でふれたい｡

3-1 ガダルカナル島の焼畑と漁

村は沿岸低地のココヤシ林の中に教会を中

心に集まっているものが多い｡隆起珊瑚礁の

台地と低地は排水がよく湧水もあり,集落立

地に適している｡ しかしミッションが入って

くるまでは村は散村形態であったという｡ 礁

瑚の奥や,そこから程近い丘の上に 10戸程

の小村が散在していた｡ ミッションが入って

きて,建設やプランテーションの労役,食料

や生活用品購入などの為に現金をばらまき始

めてから,人々はミッションのまわりに移住

し,今では道沿いの村は教会を中心に形成さ

れている｡そうした村の一つ,島西端ランビ

(Lambi)村で大洋漁業のキャンプを訪れた

時,たまたま村への帰途にあった老人と知り

合った｡ 彼は元国会議員で, 1977年の独立

交渉の際にロンドンまで行った経験もある｡

彼の村コンビロコ(Kombiloko)はランビ湾

に面した浅い湾入部にあり,前面には青い礁

瑚が続き,伝統的な村の形を残している｡ 教

会はないが,村はやはりココヤシ園の中に埋

もれている｡

焼畑は50m程の丘にある｡ 道々,谷沿い

にサゴヤシが幹を伸ばしている｡ガダルカナ

ル島でもサゴヤシデンプンを食料とする村も

あるが,コンビロコ村では豚の餌にしたり,

倒 しておいてウロに生えたキノコや,サゴ虫

を採集する｡谷筋には野生のクワズイモ

(Alocasia)も多い｡ ここではvilaという｡

Alocasiaには食えるものと食えないものが

ある｡食えないクワズイモは虫刺されの薬に

なる｡ 茎の繊維をはがし,それをココヤシ殻

に入れて海水を注ぎ,焼石を入れる｡穴をあ

けたヤシ殻で蓋をすると,まもなく穴から蒸

気が立ち昇る｡その蒸気を虫刺され部にあて

ると良い｡ また野生のヤムがある｡ bubuと

いう｡これは苦いのでそのままでは食えない

が,薄く切って流水でさらすと食える｡

谷を抜けて開けた丘の急斜面に焼畑が点在

する｡ 焼畑は野豚よけの柵で囲まれている｡

その柵回りと入口の道沿いにショウガが沢山

植えてある｡これは呪術目的で,こうしてお

くと焼畑地に入る前に身体がショウガにふれ

て浄化される｡また,呪いをかける時に呪い

の言葉をショウガに話 しかける｡例えば,柿

を伐開するブル ドーザーの力を奪ってしまえ

とショウガに話しかけると,数日後にはその

効果が現れてブル ドーザーが故障してしまう

のだという｡ ショウガに呪術的力があるとい

う信仰はセピック下流部の村でも見たが,メ

ラネシアに限らず,稲作儀礼でも重要な呪術

植物であり,インドネシアからマダガスカル

まで広くこの信仰がある｡

焼畑にはヤム,タロ,サツマイモ,キャッ

サバ,バナナ,サ トウキビが植えられてい

る｡ 焼･F田の伐開は10月頃にまず潅木と草を

伐り,数日後に中高木を斧で伐り,乾くと火

入れをする｡焼け残りの枝を片づけて伐開作

業は終わる｡焼畑地は家族単位が基本だが,

伐開作業には親戚を中心に協力する｡他村の

者が協力してもよい｡また男女別の若衆宿が

あり,16歳になると子供達は親の家を出て

そこで暮らす｡尤も食事は親の家から持ち寄

る｡ この子供達が伐開作業の共同労力として

重要である｡伐開時には儀礼と共食を行う｡

儀礼はやはり祖先霊への供養が主なものであ

る｡焼畑は丘の上に開くが,そこは昔の村が

あり,祖先霊が眠るところが多い｡その眠り

を妨げる恐れがあるので許 しを乞うのだ｡丘

の上に居住したのは他島から来る首狩隊を避

けるためだ｡ ランビ湾周辺は西のラッセル

(Russell)島か らの攻撃を しばしば受けた｡
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更に西のヴァングヌ(Vangunu)島と裾礁に
抱かれたマログォ(Marovo)ラングーンの首

狩族は有名だが,ランビ湾はその攻撃も受け

たことがある｡首狩族が乗 り組む戦闘用カ

ヌーはgaunと呼ばれ, ソロモン博物館で見

ると両舵のそり上がった,丁度紅頑喚ヤミ族

のチヌリクランといわれる到板組み合わせ構

造船によく似ている [鹿野 1946:60参照]｡

マロヴォのgaunは長さ12m程で,それに

15人以上が乗 り組み,数隻の編隊でやって

きたという｡首狩隊は同時に女達をもっれ去

る｡こうした部族戦争があるので,襲撃を早

く察知できるように丘の上に住んでいた｡だ

からそこには戟閲で殺されたり,亡くなった

祖先霊が沢山居る｡焼畑伐開がこうした祖先

霊を怒らせると作物は実らない｡それで儀礼

を行なって祖先霊の同意を得ることが必要で

ある｡その時には豚を供儀する｡豚の血が流

れて土にしみこむと祖先霊も伐開に同意 し,

実りも豊かになるという｡50- 100年の古

い林になると祖先霊とは別に,一種の精霊が

住んでいる｡その精霊に立ち退いてもらうた

めに供儀がもう一度別に行われる｡こうした

儀礼を行なって伐開が許されるが,絶対伐開

できないタブーの場所が2種ある｡一つは首

狩で取ってきた頭蓋骨を保管しておく首小屋

のあった場所で,ここは部族の神に供儀を供

え,祈る場所でもあった｡もう一つは死者の

死体を置いた場所｡以前は死体を決まった場

所に置き,肉が落ちると骨を集めて,村に

作った石床の上に置く習慣であった｡

伐開 ･整理が終わると,先の尖った,人の

丈程の掘棒で植え穴を掘る｡数回掘棒をやや

斜めに突き立てスリバチ型に土をほぐし,最

後の突き立てでグルッ~と円を措くように掘棒

を回して穴を開ける｡ここに作物を植え付け

る｡ヤムイモは大別するとトゲのないオヤイ

モ型とトゲのあるコイモ型とある｡これらを

1ト12月に植える｡ヤムイモの植え付けには
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ツルをはわせる手筈が必要で,三つの方法が

行われるが,どの方法にするかで伐開の方法

も異なる｡ 一つは全ての木を切り倒し,ヤム

イモのツルは焼け残りの倒木や草ヤプの上を

這わせる｡ 最も手抜きをした方法である｡ 少

し入念な場合は,伐開時にかなりの木を残 し

ておき,その根元にヤムイモを植える｡立木

は適当な高さで皮を輪状にむき,まきがらし

をする｡ヤムのツルは初め立木に巻き上がる

が,そのうち木が倒れ,ツルは地表を這う｡

この方法の長所は木が腐って有機物が多量に

供給されることである｡ 最 も念入 りな方法

は,伐開時にほとんどの木を伐り倒し,火入

れ前に伐木を片づける｡ 火入れの後,伐木を

使って,高い支柱を立てる｡これはトロプリ

アンド島の例に似ている｡実りは最もよいが

たいへん手間のかかる方法である｡

ヤムイモの植え付け法は,大きなオヤイモ

型の場合, 1個の芽出しタネイモを植える｡

コイモ型の場合は小さなタネイモは丸ごと,

大きなタネイモは切片に切って植える｡タロ

イモの場合は,生長点を1-2層つけて茎をイ

モから切り離 し,この茎を植える｡やはりオ

ヤイモ型とコイモ型の区分があり,それぞれ

の中にまた多様な形質の品種がある｡収穫は

6-9月に堀棒で行 う｡ コイモ型 はXantho-

somaである｡小川沿いには食えるミズイモ

があるというが詳細は判らない ｡ サツマイモ

は直径40cm程の小さな塚に3-4株を植え付

ける｡長い山刀で土を掘り,石や木の根など

を取り除き,土をほぐして中塚を作る｡サツ

マイモの植え付けは普通ヤムイモ1作の収穫

跡に行う｡ 6カ月で収穫が始まるが,土がよ

ければ2-3回植えつぎ,季節性が全 くな

い｡畑での作付期間を見るとヤムイモは一作

毎に畑地を移す｡従って収穫が終わる頃には

次の畑を開く必要がある｡ しかし上記のサツ

マイモやバナナ,それにタロも2-3年は古い

畑を利用することになる｡焼畑地帯の景観は



古川 :マライシアの農耕系譜

ヤブと作付地で,休閑期間の短いいわゆる

bush-fallow型の景観である｡

収穫物の料理法は,直接火で焼くこと,つ

まりローストが最も多い｡しかし伐開協働者

との共食や,祭宴の際には石蒸し料理法を行

う｡ だから石蒸し炉は各家に備え付けられて

いる｡ 直径50cm程の穴を掘り, まわりを

丸石で縁どる｡その中-薪を積み上げ,相当

量の小石を薪の上に置き,薪を燃やす｡燃え

尽きると焼けた炭の上に焼石が落ちる｡ この

焼石を取り除き,炭の上にバナナやタロの葉

を敷き,料理しようとするイモを置き,魚や

豚肉とイモの包を置く｡全体を葉で覆い,そ

の上に焼石を積む｡ この炉をumuといい,

料理法をbitiという｡ ロース トと石蒸 し法

以外に木椀で炊く方法,popoがある｡ 木椀

に皮をむき角切りにしたイモを入れ,水を注

ぎ,中-焼石を入れる｡また竹飯ならぬ竹イ

モがある｡ イモを2,3節の竹筒に入れ, 水

を加えて,炉に立てる｡途中,竹筒を反転し

て竹が黒く焦げた頃になるとイモの調理は完

了である｡

焼畑にはこの他サ トウキビが多い｡ しかし

ここではニューギニア高地とちがって茎をし

ぼり合わせることはせず, 3- 4年もおくこ

ともない｡サ トウキビは種類が多く,汁の多

少,髄の硬さ,節間の長短,外皮の黄色,赤

色,緑色などで多くの品種がある｡ サ トウ作

りは行わず,メラネシアで共通だが,皮を剥

いて髄をLがむのみである｡

次に漁について聞いたことを記 しておこ

う｡ ランビ湾 も南太平洋の島々の例にもれ

ず,珊瑚礁が相当沖合まで続いている｡漁の

観点からするとこうした珊瑚礁の海は3地区

に分けられる｡ リーフ,パッセージ,ブルー

シーである｡ リーフは島を囲む珊瑚礁であ

り,干潮になるとバリアリーフと島で囲まれ

た浅い礁湖になる｡ 満潮時で人の背丈位の水

深である｡ この珊瑚礁には所々深い裂け目が

陸地近くまで切れ込み,珊瑚礁の垂直の崖が

目の暗むような青い海底へ続いている｡この

裂け目をパッセージという ｡ 珊瑚礁が終わる

と途端に海はガクンと深くなり,濃青色の海

となる｡これがプルーシーである｡住民の漁

はほとんどが, リーフとパッセージで行われ

るが,カツオ釣りのようにブルーシーで行わ

れるものもある｡ リ-フの漁は次のようなも

のだ｡

(1) 投げ糸｡浜に立って 1本針をつけた糸を

投げて,ゆっくり引く｡

(2) 囲い込み漁｡r7aboという植物の茎を叩

きほぐした繊維で長いロープを作り,一端を

浜で保持 し,他端をもって男が半円状にロー

プを張る｡はぐれた繊維がシメナワの如く垂

れて水中で音を出し,これに誘導されて魚は

半円の中へ追い込まれる｡ロープに沿って2

ヒロ間隔で人が立ち,ロープを支える｡ ロー

プを真申で折り返 して内側に最初より小さい

半円形を作る｡内側のロープを更に半分に折

り返 して更に小さい半円形を作る｡半円形の

弧の長さはⅠ,丁,す,忘 と短くなり,魚を追
1 1

い込んで,モリやクモですくい取る｡

(3) オ トリ茎｡Malauという植物の内皮繊

維で茎を作り, その中へmamalauという魚

をオ トリに入れて リーフに置 く｡ 仲間の

mamalauが入る｡

(4) 石積み誘導の刺網｡パッセージの続きの

リーフに石を積み通路を作り,その端に刺網

を張っておく｡潮が満ちると,パッセージを

通ってリーフに上がってきた魚が通路に入り

込み,刺網にかかる｡

(5) 魚をリーフの石の間に追い込んで手づか

みにする｡

(6) 魚毒｡Kolaという植物の葉茎をっきも

み,その塊を袋に入れてリーフの魚だまりや

岩の間にまく｡ この方法はパッセージに潜っ

て岩の隙間でも行う｡

(7) 竿釣り｡ 貝殻で作った擬餌針をたらす｡
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図6 カツオ漁用擬餌針とサメ釣針
(1)ガダルカナル島,真珠母月製台に亀甲製の針を固定する｡
(2)レンネル島のサメ呼び用ガラガラ｡ココヤシ殻を枠につける｡

(3)マライタ島のサメ釣針｡

(8) 満潮時の流 し針｡褐色の羽毛をつけた擬

似針を糸につけて,カヌーでゆっくりと漕ぎ

乍ら流す｡糸の長さは50-づ0ヒロと長い｡

(9) 追い込みと刺網｡ト2ヒロの網をパ ッ

セージに張り,カヌーに乗ってパッセージの

内側-魚を追い込む｡

(10) スペアガン. 水中眼鏡をかけ,短いヤス

を装着したスペアガンをもってパッセージに

潜 り,魚を打っ｡単にヤスで刺す方法 もあ

る｡

プルーシーの漁は次のものがある｡

(ll) カツオ漁｡強い竹竿に〝∽lau製のロー

プを結び,特別な針 (図6)をつける｡これ

は貝殻でゆるく湾曲した台を作 り,亀甲で

作ったもどりのない大針を糸で縛り付ける｡

カヌーの船底に竿を支える台を作っておき,

水面を叩いたり,水をまき乍ら釣り上げた魚

を手をふれずにカヌー内に落とし,連続的に

竿を回して針を投げる｡鰹の一本釣りと全く

同じである｡

(12)凧上げ漁｡カヌーを権で漕いでゆっくり

と進める｡ もう1人が凧を上げる｡凧には

262

ロープをたらし,その端にくもの巣状に糸を

張った枠をつけておく｡ 凧の動きにつれて枠

は水面を上下し乍ら進む｡つられて魚が近寄

りくもの巣網にひっかかると凧が落ちるの

で,魚がかかったと判る｡

(13)擬餌針 トローリング｡羽毛をっけた貝製

擬餌針を長い糸につけ,カヌーでゆっくりト

ローリングする｡

ソロモン博物館にはマライタ島やレンネル

島のサメ的用の巨大釣針が展示 してある (図

6)｡ 堅い木で作られた大きなu字型針に太

くて長いロープが結ばれている｡ソロモンで

は今は行われていないが,昔はサメ漁が行わ

れていたようだ｡サメを呼ぶ為のガラガラも

展示されている｡ トンガでは今もサメ漁を行

う｡ 二つ割りにしたココヤシ殻を多数輪に通

したものだ｡ これを水中でガシャガシャと

振ってサメを呼び,針に引っかかったサメと

カヌー漁船の力競べの挙げ句,弱ったサメを

引き寄せてモリや梶棒でとどめをさす｡サメ

と人の関係は対立的な面のみではなく,サメ

を慣 らして敵を攻撃させることも行われたと

いう｡ ランビ湾にはサメ寄せの岩があり,呪
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術師がここに立ち,豚を犠牲に供してサメを

慣 らしたという｡ 海を舞台に部族戦争を行

なっていた地域にいかにも似つかわしい伝承

だ｡

サメを慣らす呪術師の超自然的力や,焼畑

地を守りもするし,破壊もする祖先霊への恐

れと崇拝などに象徴されるように,メラネシ

アに一般的なアニミズム,祖先霊崇拝がソロ

モンでは脈々と生きている｡特にこの祖先

霊,死霊-の畏怖は人々の心にまだ現実に生

きている｡ 元国会議員の弟の話では死霊の住

む島という信仰がある｡ 一般的にはそうした

島はmomoluna tidauと呼ばれ, ランビ湾

周辺ではマラバ(Malapa)島がそれに当たる｡

その島へ渡る死霊が海上を歩 く足音を誰でも

聞くことができるという｡ マラバ島には1人

の老人が居て,死霊たちの世話をする｡ この

老人に頼んである秘薬をもらい,それを服用

すると死者と話ができる｡同時にショウガを

かむと死者に対面も可能である｡死者との対

面を終えて無事に死霊から解放してもらう為

にまた別の秘薬を飲む｡別に死の告知の木が

あり,その木の上に見える人は生きている｡

木の下を歩いていると見える人はその時,死

に顔している｡ またある鳥が窓から入って家

の中を通 り抜けるのは死者が出ることの告

知,にわとりが時ならぬ時に鳴くのも死の告

知だと言う｡

死者の島の信仰はマリノフスキーが トロブ

リアンド島でも記述 している [マリノフス

キー 1971:129-138]｡それによると死霊は

死者の島 トウマ-行き,そこで現世に似てい

るが, しゃべり,食べ,踊るのみという楽し

い生活を送る｡ 年老いると死霊は脱皮をす

る｡そして黒々とした髪となめらかな無毛の

皮膚をもつ若者になる｡若返りの繰り返 しに

飽きると霊は胎児に再生する｡ トウマに洗い

水という井戸があり,その塩水で水浴をする

と若返る｡繰り返して水浴するとどんどん若

返り,ついに幼児になり,流木,浮垢,葉,

枝などに付着して海を漂う｡ 若い女性たちが

海辺で水浴をすると彼女等にとりついて妊娠

させるので,女達は海辺で決して水浴しない

と述べている｡

こうしたアニミスティックな死生観,輪廻

敬,祖先崇拝の信仰はごく最近まで存在 し

た｡あるいは今も存在すると推定される部族

戦争によって極めて現実味を帯びてこちらに

伝わる｡ 男達は農耕を基本的に女の仕事だと

考え,男は戦士 として祖先霊に守 られて,

女,子供を守り,村の領域を守り,祖先霊を

守る｡部族戦争でいっ死ぬかも判らないとい

う現実が,超自然的な力や呪術,霊の輪廻と

再生,死の告知の存在などを現実のものとし

て受けとめるアニミスティックな信仰を作り

出しているように私は思う｡

3-2 トンガタブー (Tongatapu)のイ

モ栽培

トンガ諸島は南太平洋の広大な海域を覆う

ポリネシアン･トライアングル (-ワイ諸

良,イースター島,ニュージーランドを頂点

とする三角形)の南西隅にあり環礁から成る

島々だ｡東側は深さ1万m を越す トンガ海

溝が南北に走る｡ トンガ王国は紀元後950年

頃と想定されるAho'eituの天孫降臨以来,

ヨーロバ人進出時代も独立を保ってきた数少

ない王国である｡ 環礁の島は3群に分けら

れ,その最南端の群の最大の島 トンガタブー

島に首都Nuku'alofaがある｡ 清楚で開放的

な小さな王宮はその海岸通 りにあるが,19

世紀半ばまで,王都は両腕を広げたような形

の島の右腕中程,Mu'aにあった｡ ここには

王達の墓, ランギが30個近 くもある｡ トン

ガの王墓は古代エジプトのジョーセル王のも

の程大きくはないが,段台ピラミッドである

ことは同じだ｡似たような段台ピラミッドは

タヒチ島やオアフ島,マ-ケサス島,クック

諸島, ミクロネシアのヤップ島にもあるとい
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う｡ポリネシアやミクロネシア地域に段台ピ

ラミッドがたくさんあることは面白い｡

トンガタブーの産業はココナッツプラン

テーションで,最大の輸出物はココヤシ油だ

から,平坦な島全体がココヤシ園だ｡土地は

基本的に国王のもので,島民はその土地を借

りる形でココヤシを栽培して,イモやバナナ

を栽培する｡ 主食はイモなので島中に各種の

イモが栽培されている｡イモの勉強をするに

はトンガを訪れるのがいい｡まず初めにトン

ガの農林水産省の専門家を訪れて学んだイモ

の種類,栽培法を記録し,次に農民の行う栽

培法を補足しておく｡

トンガのイモは次の3種が重要である｡ヤ

ムイモ,タロイモ,カペ (クワズイモ)であ

る｡ヤムイモ (uviと総称する)の主要な構

成種は第 1にDioscorleaalata(ダイジョ)

で,蔓の断面は四角く,翼が張り出し,右巻

きで トゲがない｡イモの形は様々だが,オヤ

イモが真っ直ぐ地中に長く伸びるもの,オヤ

イモが丸く大きく成長するもの,コイモをた

くさんつけるものと三群別 される｡次が

D.esculenta(トゲイモ,トゲドコロ)で,蔓の

断面は丸く,左巻きで トゲがある｡多数の芽

が伸びて,その先に長円のコイモをつける｡

こ の 2者 に 比 べ る と 量 は 減 る が

D.nummulan'aがある｡蔓断面は丸く,右巻

きで トゲがある｡イモは長円で地下深くにつ

く｡ 今は栽培しなくなったが,以前は栽培し

ていたものにD.pentaphylkz(アケビドコロ)

がある｡ 蔓断面は丸く, 左巻き, トゲがあ

るpイモは長円形である｡他に野生のヤムイ

モD.bulbifwa(カシュウイモ)がある｡蔓

断面は円形,左巻きで トゲはない｡イモは丸

い｡
.タロイモの伝統的なものはColocasiaes-

culenta(サトイモ)で, これはtarotonga

といわれる｡オヤイモ型の大きなイモが 1個

肥大するものが主である｡ two tongaは干
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魅に弱いので最近はXanthosoma(アメリカ

サ トイモ)が増加 してきたO これはtwo

fotonaといわれ,フツナ島からの伝来種と

考えられている｡オヤイモも肥大するが,オ

ヤイモにコイモが沢山っく｡ 品種が極めて多

い｡

カペ (Alocasia macrlDnhiza, クワズイ

モ)はタロに似るが長い大きなイモが地上に

突出する形で肥大 し,イモの長さは80cm

程にも達する｡ 以上が主要なイモの種類だ

号 が,他にキャッサバ,サツマイモも栽培され

る｡しかし祭礼用作物としてヤムイモが最も

重要で,two tongaが これに次 ぐ.two

fotona,キャッサバ,カペは儀礼用には使わ

ない｡

次いでこれらの栽培法を聞く (図7参照)｡

ヤムイモを作期から区分するとイモが丸い晩

生種と,イモが長い早生種がある｡晩生種は

6,7月に植え,翌年の4,5月に収穫,早生

種は 5,6月に植えて 11- 12月に掘 る｡

kahokahoという中間種の栽培法は特異で,

6,7月に植えると12月には長いイモが2本

成育する｡その上部のみ残して下部を収穫す

る｡すると残った上部の生長点が刺激されて

短い丸イモが更に多数つく｡ それを6,7月

に全量収穫する｡

タネイモは切片を植える場合と丸っぼ植え

る場合がある｡大きなナガイモをタネイモに

使う場合は切片に切ることが多い｡切片の切

り方に注意して頭の方向にマークをつける｡

植える時は頑を下向きにして,穴の中心から

少しずらした位置に切片をおく｡長円形のコ

イモ型のヤムを植える時は芽が少し伸びたタ

ネイモを水平よりやや下向き加減に穴の上に

置く｡ どちらの場合も高さ20cm程の塚を

盛って覆土する｡植え穴は収穫するイモのサ

イズに従って長短があり,-ラ付き鉄棒で直

径30cm乃至40cmの真っ直ぐな穴を掘り,

そこに甘土を入れる方法である｡
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図7 トンガタブー島のイモ植え付け法
(1)早生種ヤムイモの植え付け
(2)カホカホ種の2回収獲法

(3)タロ･トンガのhead-set法
(4)カペの収穫後地下部萌芽の株分けとhead-set法

Tarotongaの植え方はhead-set法と株 芽を切り離して植え苗とするoTaT10fotona

分け法がある｡head-setというのは他の事 はオヤイモも肥大するが,それにコイモが

例でも述べたが.オヤイモの上部でイモを切 5-6個つくO その植え方はオヤイモのhead-

り離した茎も 葉を切り捨てて植える方法で set法, オヤイモを10個程に切った切片法,

ある｡ 株分け法は,オヤイモから分出した萌 コイモからでた萌芽の株分け法と3種類があ
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る｡ タロイモは作李は固定していないが,雨

季の中心は10-12月なので,8,9月に植え,

雨季に成育させるのがよい｡

カペの栽培法も面白い｡カペが十分成育す

ると地上部の長さが60cm,地下部が20-

30cm になる｡収穫時,地上部のみを収穫

し,地下部は残しておく｡地下部には多くの

生長点があり,やがて萌芽が伸びてカペの小

個体が多数成育する｡この子株を植える｡ こ

れも一種の株分け法だろう｡ 他の方法はタロ

同様のhead-set法が行われる｡ この場合は

地下部も残さず全体を掘り上げて,イモ上部

を少しつけた茎を植える｡別の方法は切片法

だ｡この場合は植え穴マーク用にココヤシの

葉を切って立てる｡いずれにしてもカペの植

え穴は浅いもので良い｡植え付け時期は晩生

ヤムと同じ6,7月だが,収穫まで 1年から

1年半を要する｡

トンガタブーにはないが他の環礁に Cyrわー

spem があり,また野生カペもある｡ ケレ

フェシア(Kelefesia)島では飢健の際に野生

カペを食う｡ またエウア(Eua)島にはミズイ

モがある｡

さてイモ栽培の畑だが,我々は丁度ヤムイ

モ植え付け期の6月に訪れたので,植え付け

の様子を見ることができた｡島全体どこにも

林はないので,林を伐開する焼畑ではない｡

しかし,かといって連作かというとそうでも

ない｡ やはりbush fallow system という

べき畑作である｡端的に言うとココヤシ園脇

の高い荒草地の草を刈って焼き,畑にする｡

表層の土は堅くて大きい塊なので,これは鉄

の掘棒を亀裂に差し込んでこじりおこす｡そ

してその下の石灰岩質の土に深い穴をうが

つ｡ 先端に小さなヘラのついた鉄の掘棒を垂

直に打ち下ろし,土と珊瑚疎を掘り出す｡も

ちろん全面耕起は行わない｡植穴だけを垂直

にうがつのである｡土は表層に黒いレンジナ

土があるが,これは浅く,下部はテラロッサ
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の赤土である｡ 植穴には黒い表土を詰め,そ

の上にヤムイモを置き,黒土を盛る｡そして

塚の上に柴を置く｡支柱代わりだ｡今までの

事例と違って支柱はほとんど立てない｡風が

強くて倒れるからである｡蔓はだから柴や草

の上を這う｡ 1年目の畑は6,7月頃ヤムイ

モを主 に植える｡ 同時 にカペ,バナナ,

キャッサバを植え,少し遅れてタロイモを植

える｡ 2年目の4,5月の乾季にヤムを収穫

するが,タロはもう一度植え継ぐし,カペの

収穫は2年目の末までかかる｡バナナは5年

間収穫を続ける｡こうした状況だから休閑の

始点が明瞭でない｡しかしヤムイモを中心に

考えると1作後は休閑期ということになる｡

休閑期間はしかし本来短く,30年程前でも

5年位だった｡今は人口増加の為に短期化

し,連作もあるという｡ 珊瑚礁の土は栄養的

には肥えているので連作が可能なのだ｡

ヤムイモ作りで何がいちばん重要かという

質問を我々はトンガタブーで有名な篤農家に

ぶつけてみた｡彼は1987年の農業祭に210

cmのヤムイモを出品した, その年の優勝者

である｡ ここでも答は同じで,大きいタネイ

モを作ることだと言う｡210cmのヤムを得

た際のタネイモは長さが90cmだったとい

う｡ 黒土を詰めた植え穴にタネイモを少し斜

めに植える｡ 1986年9月に植え1987年9月

に収穫した｡肥料,堆肥,水やり一切してい

ない｡ただ植え付け時期を普通より2カ月程

遅くずらしている｡また彼は三又の支柱を立

てるという｡彼のヤムイモ倉を見ると,10

mx4mの粗末な小屋に大量のヤムイモが

積まれている｡ヤムイモには葉版に花が咲い

て大きなムカゴが生ずることがある｡タネイ

モとしてはムカゴが最上だという｡

植え付け期間中,農作業を見学して歩く勤

勉な旅行者は昼食の心配がない｡昼近くにな

ると, あちこちの畑でumu料理の準備が始

まる｡土地の管理人が植え穴掘り,植え付け
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作業に参加 した人々にumu料理を提供 し,

我々もその御相伴にあずかれるからである｡

焼石炉にタロの葉の包みを沢山置く｡包みの

中身は, ヤムイモ, タロイモ, 料理用バナ

ナ,ココナッツミルクをかけた魚や豚肉など

である｡鍋でココナッツミルク入りの魚スー

プも用意する｡熱い内はどれも旨いが,豚肉

料理を食うと,後で口から胃袋まで脂でベト

ベ トして大変気持ちが悪い｡

土地は基本的に国王の所有物であることは

述べた｡国王は土地を貴族達に分配し,貴族

達は更に臣下に分封するという具合で,末端

はどうなっているのかよく判らないが,土地

の分封関係で国民全てが国王につながってい

る｡収穫時には臣下は収穫物を寄進する｡ そ

の時使われる重要なイモが例の長いヤムイモ

である｡ 丸いヤムイモやタロ,キャッサバな

ども塚状に積み上げて寄進する｡貴族は更に

これらの中から選ばれた立派な品物を国王に

寄進する｡ トロブリアンドのイモ積み展示と

同様の意味合いだ｡ トロブリアンドのオマラ

カワの最高首長とトンガの国王は極めてよく

似た社会的結合関係の頂点にいる｡ただ, ト

ロプリアンドでは最高首長の統合力はパプ

ア･ニューギニアという大きな国家成立の中

で弱まっているかに見えるが, トンガ国王の

それは小さな独立国を保つことによって相当

安定しているかに見える｡

トンガの伝統的な家faleは隅丸方形乃至
長楕円形だ｡砂と粘土で20cmばかり張 り

床をし,低い敷居を跨いで入る｡屋根はくり

ぬきカヌーの船殻に似たカーヴを措く｡ 要す

るにカヌーを伏せた形をしている｡古いもの

は屋根をニッパアタップやココヤシの葉で葺

き,壁もヤシやパンダンのマットだが,最近

のものは板張りやスレートも使う｡ しかし,

形は変わらない｡時にはダブルカヌー (双胴

舵)のように長楕円の家を二つ平行に並べ

て,間を屋根つき通路で結ぶ形もある｡航海

民の習性が家の形に明瞭に反映されている｡

こうした家は緑豊かな生け垣に囲まれ,庭で

は女達がタパ布作りをしている｡ これは女達

の重要な仕事だ｡町でも村でも朝早くからタ

パ叩きの音が響く｡タパ布の材料は生け垣に

植えているカジノキ (BluSSOnetia ♪a pyn'-

ferla)である｡ カジノキは放っておくと割合

高い木になるが,タパ布作りの為に絶えず萌

芽更新をさせるので,直径3cm高さ2.5m

程の密な生け垣を作る｡これを切り,ナイフ

で縦に少 し切れ目を入れ,皮をクルッと剥

く｡ 芯は薪にする｡皮は2層からなり,ナイ

フをその間に差し込んで最外皮をはがし,莱

組織の内皮を使 う｡ 幅 5cm,長さ180cm

の内皮がこれで用意される｡これを暫く水に

浸してから叩き台の上におく｡叩き台は長さ

2mの丸太で,両端にココヤシ殻と細い丸

太を支点として置く｡ 琴の共鳴板を叩くのに

似てよく響 く｡ 叩き台の上に置いた内皮を

ビーターで叩 く｡ ビーターは長さ40cmば

かりの堅い木製で,表面に波型溝が刻まれて

いる｡ これで内皮を叩くうちに幅が3倍に伸

びる｡ すると縦に二つ折りにし,15cmX90

cm程の帯状にしたものを更に叩きのばし,

畳み, 叩きを繰り返して結局, 25cmX120

cmの樹皮布を仕上げる｡ これがタパ布の単

位になるが,もっと幅広のものを作るには,

苦キャッサバの糊を両端に塗り,重ね合わせ

部を叩く｡ タパ布で作ったスカートやシャツ

を着用 し,葬祭時には更にパンダンの葉で

織ったマットのようなオビを巻くのが正装で

ある｡

海に囲まれた珊瑚礁だから漁業は重要な生

業だし,海産物は重要な食料である｡ 市場に

は多種の魚や員と並んでクラゲも売られてい

る｡ トンガタブーの王立水産研究所で聞いた

伝統的漁法を記 して置こう｡ ここでもリーフ

での漁が重要である｡

(1) 蛸釣り漁｡ リーフの鋭い珊瑚で足を切ら
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ないようにドーナツ状のワラジを履き,歩き

ながら輪を誘い出す為に水中でおとり棒を振

る｡おとり棒の先端にはネズミを象徴する細

工物を固定する｡これは珊瑚右を砲弾型に切

り,上面に宝員の殻を貼ったものである｡ コ

コヤシの葉も棒の所々に挿す｡輪はネズミと

喧嘩仲にあり,ネズミが来たと思って出てき

て,おとりの細工物に絡みつく｡それを突き

棒でとる｡蛸は天日乾燥して料理する｡

(2)茎｡簡単な木組の上に丸カゴ状の茎を作

り,中に泥と魚肉を混ぜた餌を置く｡

(3) 囲い込み漁｡ココヤシの葉柄を打って長

いロープを作る.所々にココヤシの葉を残し

ておく｡これを大勢で輪状にひろげて,次第

に輪を小さくしてゆく｡最後は袋網に追い込

む｡ガダルカナルと同様の方法だが,これは

南スラウェシでも行なっている｡

(4)刺し網｡ リーフに刺し網を張り,かかっ

た魚を干潮時に手づかみする｡

(5) ボラ漁｡エリをリーフに設置する｡誘導

柵はココヤシの葉を横に並べ,支柱をあてが

う｡

(6) 亀のワナ漁｡浜で産卵後海へ戻る海亀を

一種の刺し網で捕らえる｡ ココヤシロープで

目の粗い刺し網を作る｡浮きと錘りをつけ,

リーフに立てる｡亀は亀甲を利用し,肉は食

う｡

プルーシーの漁は次のものがある｡

(7) カツオ漁｡ガダルカナル島で述べたもの

と同様の針を真珠貝と亀甲で作り,一本釣り

を行う｡

(8) サメ漁｡ココヤシ殻を輪につないだガラ

ガラを作る｡これもソロモンと同様である｡

これを水中でガシャガシャと振る｡その時呪

文を唱える｡ Hinaという名前の伝説上の美

人が居るが, Hina, この輪を通れと呼びか

ける｡目には見えないがHinaが輪を通り,

その後を追いかけて来たサメも輪を通る｡ガ
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ラガラの脇にはキングスノットに結んだロー

プのワナがある｡一匹目のサメはそのまま通

すが,二匹目はキングスノットを締め上げて

捕獲 し,カヌーの中へ引き入れて梶棒で叩

く｡

他に岩礁の孔の中にいるヤシガ二を煙で煉

し出す｡また岩礁やリーフ縁のアワビおこし

を行う｡パッセージやリーフ崖の下では潜水

してヤスで魚を突く｡

これらの漁法の内,輪釣り漁やカツオ漁用

の漁具はポリネシアに特徴的なものである｡

これらの且製擬餌針はラピタ文化の早い段階

から現れていたと考えられている｡ラピタ文

化は後にふれるが,沈線,且殻腹縁文,刺突

文などで飾られた土器で特徴づけられ,前

1500年から紀元 0年頃まで続いたと考えら

れている｡

話は変わるが,物質文化の観点からして忘

れてならないのはメラネシア,ポリネシアに

現地の酒がないことである｡イモ,バナナ,

サトウキビなど材料は豊富にあるにも拘らず

伝統的な醸造技術が全くない｡理由は私には

全く判らない｡ 人々は酒の代りにkavaを飲

む｡Kavaはポリネシアでの呼び名で, メラ

ネシアではフィジーだとyanggonaまたは

yagonaという｡ 高さ1.5m程の低木で, 茎

は丁度キャッサバのように節高である｡ この

茎を2節位に切って土にさして植える｡日陰

で湿りすぎず,乾きすぎない場所が良い｡ 3

年経っと根を収穫する｡10年までは収穫可

能である｡根は褐色でやはり細いキャッサバ

のようだ｡これを掘り上げて水洗し,乾燥す

る｡店ではこの根を束ねたものを売ってい

る｡ 飲む時はこの根を石の上かbesiという

鉄木製の木椀の上で叩いて粉砕し,水を加え

る｡皮の薄い褐色と髄の白色が混じり,米の

とぎ汁に色をつけたようなもので,少し汚ら

しい感じがする｡フィジーでは客を迎える際

や祭宴時のkava作法が発達しており, 床上
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にアグラをかいて車座になり,まず主人や長

老が相撲甚句に似た歌調子で挨拶を述べる｡

人々は合間に手拍子を入れる｡ 他の人々も

次々と相撲甚句を歌 う｡ 味はほとんどない

が, これはnarcotic麻酔性飲料で, 根を噛

むと舌や唇がしびれる｡ だからkavaの効果

は酒 と反対でメー トルが上がるのでなく,

メートルが下がる｡麻酔成分含量は島によっ

て異なり, ヴァヌアツのkavaは強いとい

う｡ ヴァヌアツにはnakoswaと言われる野

生kavaが生えている｡ これを飲むと胃が痩

撃するということだ｡

酒代 りのもう一つの噂好品はキンマであ

る｡ビンロウヤシの実に石灰をつけてキンマ

の葉に包み,クチャクチャと噛み,赤黒い唾

をペッと吐き出す｡インドから東南アジアで

よく見るが,ニューギニア高地からメラネシ

アにも広 く分布する｡ ポリネシアでは見な

い｡ビンロウヤシの実は薄片に切って干す｡

これを石灰,更にタバコも混ぜて筒の中-入

れて棒でつく｡ トロブリアンドでは父親や祖

父の骨でこのつき棒を作り,その骨のつき棒

をベロと嘗めて,キンマを噛む｡麻酔作用は

ないが,一種の清涼感がある｡

4.イモ栽培- 小結

4-1 排水 ･移植 ･短期休閑

イモ栽培技術を麦とか米といった他の作物

と比べた時の系統的な特徴を整理 してみよ

う. その整理の結果をキーワード的に並べる

と,小見出しにあげたように排水 ･移植 ･短

期休閑だと思う｡ まず排水だが,イモ作は畑

作が前提だ｡ニューギニア高地のクック茶園

遺跡は幹線排水路と畝間の小水路で区画され

た畑が少なくとも紀元前 4000年には確立 し

ていたことを示す｡その作物は出土していな

いが,現在の畑地が同様なデザインをとり,

そこに主にサツマイモが,そしてタロイモも

植えられていることを見ると,紀元前 4000

年の畑にイモ,多分タロイモが主に植えられ

ていたと想像できるだろう｡ この排水路は

クック茶園遺跡のように盆地の低地部にある

イモ畑に限らず,初めにも述べたように,相

当の斜面でも作られている｡それはイモの生

育する空間を膨軟にする必要から自然に畝や

塚を立てる習慣が生じ,畝や塚の間の溝が排

水路として機能することになった｡そして年

雨量が3,000mmを越えるニューギニアの多

雨気候の下では,こうした排水溝で雨水を速

やかに排水することは植え塚が地表流で流失

されることを防ぎ,また過湿を防ぐ点でも実

際的な意味がある｡ 主排水路が傾斜方向に平

行に伸びていることはすぐ気がっくことだ｡

興味深いのは排水路の所々が土塊で閉じら

れていることだ｡これは降雨の少ないある期

間には排水路を閉じて水を蓄え,畝間濯概を

行う為のものだ｡同様の狙いをもっ畑は例え

ばジャワ島の高地部でも見られる｡ ソロの

秦, ラウ火山の中腹 1,400m位に段台 ピラ

ミッド型で有名なチャンディ･チェト寺院が

ある｡ この高さになると雨量は3,000mmを

越え,周囲の畑はやはり深い排水路を傾斜方

向に平行に掘っている(図8参照)｡主排水路

から翼のように左右に溝が伸び,溝と溝の間

の高い畝に豆,バワンメラ,サツマイモなど

を植える｡この畑のデザインはニューギニア

高地のイモ畑と同じだと思っている｡付言す

ると,この寺院のガーディアン石像は縮れた

毛髪と大きい鼻,厚い唇をもって表現され,

ジャワの考古学を始めたオランダ入学者達に

よってポリネシアスタイルと呼ばれる種類に

属する｡

戦前 ミズイモ水田で有名だったニューカレ

ドニアでわずかに見た緩斜面のタロイモ畑

は,前図の畝幅を広くした形で,畝表面は凸

状に膨らまし,周りに周溝をめぐらして,局

蹄型の周溝墓といった外観をもつものがあ

る｡また畝壁に横長に石を積み,短冊型の畑
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図8 ジャワ島ラウ山腹の畝畑
畝間溝の方が幹線排水路より深い｡したがって畝

間濯概効果も生まれる｡

に土を掘るものもあり,排水路の水流に対し

て畝の安定化を図っている｡こうした状況か

らすると,ニューカレドニアのミズイモ田は

乾季のさびしい西部に成立したものと考えた

方がよさそうである｡

タロイモは比較的,湿った土に許容度が高

く,また季節性のない多雨気候に適応してい

るが,ヤムイモは過剰な水湿条件を嫌い,乾

季の明瞭な気候を好む｡従ってヤムイモの場

令,排水を促進することは重要な意味があ

る｡その点,季節的モンスーン気候でしかも

排水の良い珊瑚礁島が広いポリネシア地域は

ヤムイモの栽培に適している｡ そこでは畝を

立てる必要もない,植え穴を掘るだけでよ

い｡

排水優先の慣行は,乾燥地帯で始まった穀

作が港概を優先する慣行をもつことと全く逆

で,全く異なる生態環境に腫胎したことを明

瞭に示す｡多湿な気候下に馨蒼とした暗い森

が繁茂する環境である｡その意味では3,000

mmを越える多湿気候のニューギニア高地

がタロイモやカペを中心としたタロ系イモ栽

培の中心を形成 したのはよく判る｡島でも

3,000mmを越える多雨地帯, 例えばヤップ

とか,ソロモンなどにはcmospermaのよ

うな湿地タロがある｡ ともかくこの環境では
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林を開き,水が円滑に流れ去る準備さえすれ

ばよい｡その為に,短冊型,丸塚型,周溝馬

蹄畝型,珊瑚礁での深穴型,湿地での島畑型

などの植え付け準備が行われる｡この作業に

必要な道具は,山刀と太い掘り棒のみであ

る｡掘棒は土掘り,土塊起こし,泥積み,樵

え穴掘りなどに使われるが,その目的の為に

最小限の変形がおきる｡それは尖った先端を

少しばかり広げることだ｡この変化は擢型鋤

のように1木から作り出すことでも,また偏

平石斧を棒に装着することでも可能である｡

つまり尖頭の掘棒から権型鋤まで一連の変化

系列のなかの道具とそれで掘る作業は,イモ

栽培の指標農法と考えてよいだろう｡ オセア

ニアではイモ栽培以外はないからこの関係は

極めてはっきりしている｡しかし穀作が入っ

てきている地域ではそれ相当の変化を示すの

で判りにくい場合もある｡例えばフィリピン

のイフガオ族が使うkahudという樺型鋤,

これは泥をこね,畦ぬりに使うなど,今は主

に水田用の道具だが,これはイモ栽培の時代

の残存と考えて間違いなかろう｡ 人々は水田

にミズイモを植えるし,水不足の棚田には短

冊型畝を立ててサツマイモを作る｡その時に

は権型鋤の肩を踏み,跨み鋤のように使う｡

東インドネシアのスンバで短期休閑畑をおこ

す時kahongaという直径 10cm,長さ1.6m

位の尖った掘棒を1人が2本ずつ持ち,4人

並んで大土塊を起こす｡乾季におこしておく

と雨季の雨で土塊が砕ける｡ そこにハ トム

ギ, トウモロコシを播き,またトゲドコロを

植える｡この掘棒と耕起法もイモ栽培の残存

物と考えられる｡マダガスカルは東岸山地と

中心に水田が随分広い｡その唯一の農具は

angadyといい, やはり擢型鋤だ｡水田の土

をスンバと同様な方法で起こす｡この場合も

ためらいなく,やはり畑のイモ作の遺存とい

えよう｡掘棒でも北タイや雲南で使われる鳴

子付きの長い竹竿の先端に小さなコテを付け
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たものがある｡これを斜めに構えて土をパッ

パッとはねのけながらオカボを播種する道具

だ｡これは系譜的に異なり,畑の穀作用農具

だ｡

次にイモ栽培では移植の技術が様々に発達

する｡ イモを丸っばで植える,切片で植える

という単純な操作以外に,ColocasiaやAlo-

casiaで見 られるhead-set法,株分 け法,

トンガのDioscoreaのカホカオ品種で行う操

作など,生長点の動き,生長の仕方をよく見

据えた,収穫と植えつぎ技法だ｡麦や雑穀だ

と,穀実の収穫は生長の休止であり,一年生

の地上部は完全に枯れる｡植物体が死んで残

した種実を収穫する｡ イモの場合だとヤムイ

モはこれに少 し似ていて,ツルは枯れ上が

り,ヤムイモは乾燥期休眠に入り,人はそれ

を収穫する｡ しか しタロイモ類は相当異な

る｡オヤイモ型でも放置しておけば生長点か

ら新 しい個体が発生し,生長は半永久的に継

承される｡その生育相のある段階で子株を株

分けして移植を行う｡ 収穫も季節性がなく,

ヤムイモのように一斉に収穫することはな

い｡ 畑が倉そのものである｡ ビアク(Biak)

島で聞いた話では焼Jk田にタロイモを一度植え

て2,3年収穫を続け,その後休閑する｡3,

4年の休閑後ヤブを開くとタロイモが自然に

芽を出すので,植えなくても収穫出来るとい

う｡ 古いイモは腐り,コイモがどんどん更新

しているのだと｡ ただし, この方法はbete

(Colocasia)ではダメで,japanあるいは

kladi(多分Xanthosoma)とtalasあるいは

obir(Alocasia)の場合に可能だそうだ｡

要するにイモ栽培は作物の増殖,植え付け

法として植物体の一部,あるいは若い植物体

を移植するという技術を創り出す｡そしてこ

れは,散播を行う麦,雑穀と全く違う｡ とこ

ろが稲は移植を行う｡ この点で稲はイモ栽培

と麦 ･雑穀の中間にある｡つまり,稲の移植

はイモ地帯で始まった穀作技法ではなかろう

か｡これが私の言いたいことである｡

最後の一点, イモ栽培 は bush fallow

(短期休閑)であるというのは既にいままで

幾っもの例で触れた通りなので詳 しくは繰り

返さない｡景観的にはむしろ短期休閑常畑と

いう方が当たっている｡ 焼く操作はあるけれ

ども,木灰の施肥効果などは全く期待してお

らず,火入れの最大の目的は草を焼 くこと

だ｡畑では畝を立て,溝を切り,また土中の

小石を出し,木の根を抜く｡ そして常畑的に

連作する｡ だから,本当に放棄された地域は

完全な草原景観に変わってしまう｡草の根網

層が厚く発達して,木の種子が容易に根をお

ろせないと思われる｡ こうなると焼大田対象地

から外されて,放置するのみだ｡穀作地帯の

焼畑だとこの人口密度で草原化することはな

い｡イモ作が常畑的耕作法をとることと草原

化が関係づけられよう｡

4-2 土器の問題

我々が訪れたメラネシア,ポリネシアに

は,誰でもその違いが判る2種類の土器があ

る｡ その違いは現在のみならず,考古学的時

代から引き続いている｡石蒸し料理では土器

であれ何であれ容器は何も要らない｡それに

も拘らず,過去に土器があったのは何故か｡

そこに興味がある｡ 博物館で見ると2種類の

土器はポリネシア型とかラピタ(lapita)土器

といわれるものと,もう一つはメラネシア型

とかマンガアシ(mangaasi)土器と言われる｡

これについて詳 しくは例えばベルウッド

[1989:318-342]を見てもらえばよい｡彼に

よるとその年代はラピタ土器が紀元前 1500

年から0年まで,マンガアシ土器が紀元前

700年頃には始まったと考えられている｡ ラ

ピタ土器の特徴は何よりもその文様にある｡

図9は私のスケッチだが,ヴァヌアツのマロ

(Malo)島出土のものに見るように,紬かな

文様がヘラ沈線,竹管刺突,員殻腹縁などで

克明に措かれている｡また トンガタブーの博
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図9 ラピタ土器の文様と器形
左端はヴァヌアツのマロ島出土精製土器片で,貝殻腹縁文,竹管刺突文,沈線などが磨かれた器面に施
されている｡右の3例はトンガ国立文化センター展示の図をスケッチしたもの｡釜,器台,壷,鉢など日
常用土器の器形分化が見られる｡

物館のスケッチを見ると相当器形分化が進ん

でいる｡ラピタ土器の文様はフィリピンのサ

フユン,ベトナムの-ロン文化との類似が注

目されているが,時代的にラピタが 1000年

程古いので,結局その起源は専門家にもよく

判 らないようだが,中国東南部からベ トナ

ム,フィリピンへかけての地域からやって来

た航海民がラピタ土器を持ってきたのだと信

じられている｡我々はフィジーのヴィティ･

レプ島南岸のシンガトカ (Singatoka) で,

砂丘裾から浜にかけて川口沿いに発掘された

遺跡を見た｡座葬された骸骨の上にラピタ土

器が置かれていたと言う｡散乱した土器片は

粗製で砂まじりの赤褐陶片が多い｡それに沈

線と貝殻腹縁文や布目文が見られた｡この遺

跡立地はいかにもポリネシアに植民した航海

民にふさわしいものだ｡今も作られている土

器の中にもラピタ系の文様がある｡ 例えば

ニューギニア北岸のマダン (Madang)郊外

ヤボブ (Yabob) 村の土器は赤褐薄手の土

器を渦構法で作る｡つまり粘土コイルを巻き

上げ, その後 paddle-anvilで器形を仕上げ
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る｡その表面にラピタ文様を入れる｡

面白いことに,ラピタ土器は紀元前後を境

に作られなくなる｡この間の事情は次のよう

に想像できる｡中国東南部を出発した航海者

達はもちろん穀作,多分稲作を知っていた｡

そこでは土器技術も発達していた｡メラネシ

ア,ポリネシアへ入った後も,穀作を多少は

行い,ラピタ土器を作り続けた｡尤もオセア

ニア地域で米の遺物は出土していない｡現地

には当然イモ栽培が行われ,サゴの利用も

あっただろう｡ラピタ人はやがてイモ栽培に

同化し,そして焼く,石蒸し,竹筒利用など

で土器が不要になり土器文化は紀元前後に消

失してしまった｡

他方,マンガアシ土器はラピタ土器と全く

異なる｡セピック川のエイポムの土器がその

代表的なものだ｡最も明白な特徴は口縁部の

波状凸起,タコ模様や人面を大きな突起で創

り出すこと,突帯貼りつけ,などで要するに

極めて縄文的な土器だ｡ フィジーのヴィ

ティ･レヴ島シンガトカの土器 (図10)の作

成工程は,赤土に川砂を混ぜた粘土を厚い円
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右に伸ばしていく｡ エイポムの陶器村の製品

を見ると,こうしたマンガアシ土器の用途は

圧倒的にサゴ貯蔵用のカメと水ガメ,他にコ

ンロ,吊り蚊やり,それにフライパンもぁ̀

る｡しかし器形分化は発達していない｡イモ

の料理には,やはり土器をほとんど必要とし

ないだろうし,もし必要が生じてもこの地域

では天然の代替品が多い｡

ラピタとマンガアシの両土器文化の関係は

専門家も結局判らないようだ｡私は次のよう

に想像している｡大陸部やフィリピンから航

海者がもたらしたラピタ土器が無土器文化

だったメラネシアのイモ･サゴ栽培者達を刺

激し,作られたのがマンガアシ土器だ｡彼ら

はその伝統的美術様式,つまり成人祭儀に使

うかぶりもの,精霊やヤムマスクなどの凹凸

の多い模様をその器面に刻んだと思われる｡

Ⅱ 東インドネシアの農耕

図10 マンガアシ土器
上段はフィジー,シンガトカの水差しoはりつ
け凸帯に爪文をっけ,器面に貝殻腹縁文を刻む｡
中･下段はセピック川流域のエイポム産｡中段は
サゴデンプン貯蔵用｡下段は水がめ｡粘土ヒモを
はりつけ,凸凹の多い器面に仕上げる｡

盤状に作り,anvil石で真ん中を凹める｡ ど

んどん凹めて, paddleで叩き, 椀型に成形

する｡同様のものをもう一つ作 り,結合す

る｡結合部分に突帯を貼りつけ,少しずつ回

しながら爪先で刻み目を入れる｡上椀にも突

帯を縦に貼りつけ,その間に貝殻腹縁模様を

入れる｡ その他の突起物は成形品をはりつけ

る｡ これを3日天日で干し, 1時間程野積み

で焼いた後,ダマール樹脂を塗ると粕薬をか

けた感じに仕上がる｡ 大型器を作る場合は,

台椀の上に粘土板を2枚継ぎ足し,上部と左

東インドネシアからジャワ,スマトラ,ス

ラウェシ,フィリピンなどマライシアの火山

地帯には,かつてイモ栽培が広がっていたと

推定される｡ そうした過去の文化の遺存は雑

穀や稲の伝播の波を受けながらもまだ根強く

続いている｡ 例えば19世紀のジャワの中心

ソロ周辺の村々の栽培作物に関する記述

[Scheltema 1936]は, サトイモ, ヤマイ

モ, アメリカサ トイモ, イモジソ (Coleus

toberosus) などが重要な食料として含まれ,

野生のコンニャク(Amorphophalus)やクワ

ズイモも盛んに採集されていたことを示して

いる｡南スラウェシやヌサ ･トゥンガラの

島々で行われる太い掘棒による大土塊耕起法

などもかつて卓越していたイモ栽培文化の名

残をとどめている｡ルソン中央山地の水田農

耕に特徴的な擢型鋤もこの掘棒の延長線上に

位置づけられよう｡ イモ栽培立地として火山

山麓が適しているのは,土が厚く,ポクポク
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として軽過ぎず,重過ぎず,水はけがよい一

方で水持ちもよい｡養分的にも肥えているか

らで,こうした火山性土は様々な種類のイモ

に好適な培地を提供する｡ 例えば,ジャワの

火山地帯はオセアニア,アンデスと並ぶイモ

農耕圏の一大中心であったと推定される｡し

かし,ジャワにドンソン文化を介して大陸部

の雑穀,米などの耕作が入り,続いてインド

から文化移入が生じて緩やかな火山山麓斜面

は一転,恵まれた穀作畑に転換したと思われ

る｡ジャワ碑文の研究報告によれば,濯概水

田や,筆耕が8,9世紀には登場していたと

推定されるし,グジャラートやスリランカの

移民が多数渡来して,畑や水田を急速に開拓

したことがわかる [Sarkar 1971]｡それに

ともなって精神文化も新たなファッションが

次々に移入され,ヒンズー教,仏教,ジャイ

ナ教の寺院が多数建設され,多分,ジャワに

従来多数あったと推定される段台ピラミッ

ド, ドルメン,ポリネシアスタイルの石像,

長大石棺などヒンズー到来以前の生活景観は

破壊されてしまったと思われる｡ 他方,ヌ

サ ･トゥンガラの島々,スンバ,フローレ

ス,サヴ (Savu),チモールなどにはこうし

たヒンズー以前のジャワの生活と景観が保存

されているという強い印象を受ける｡巨視的

にみたヌサ･トゥンガラの文化地理的な位置

は大陸の穀作文化とオセアニアのイモ作文化

の漸移帯だといえよう｡ イモ栽培そのものは

今や希少文化になっているとはいえ,農法や

儀礼はイモ農耕の系統を脈々と示している｡

その他の生活景観,例えば死体化生神話や稲

作のための人身供蟻を象徴する伝承,円形墓

域や, ドルメン,大石棺墓などと,イモ農耕

の関係は様々だろう｡あるものは農耕文化の

違いを越えて伝播した文化思想に根ざすだろ

うし,あるものはイモ農耕圏へ渡来した穀作

文化のインパクトを記念しているだろう｡ し

かし,どちらにしても農法と生活景観の総体
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をみると,それはイモ農耕圏と穀作圏の漸移

地域の特徴を示すと私は考えている｡本章で

はこの観点からヌサ･トゥンガラの島々の農

耕と生活景観を述べてみよう｡

1.サグ島

1-1 雑穀栽培と儀礼

サヴ島はチモール島の西約200kmに浮か

ぶ島で,三畳紀の石灰岩,砂岩からなる摺曲

山地の周りに隆起珊瑚礁が付着している｡こ

うした地質基盤と,乾季の乾燥が厳しく,年

雨量が 1,000mm以下という寡雨気候のた

め,水田は少なく,隆起珊瑚礁や斜面に棚畑

が広く,ソルガム, トウモロコシ,緑豆など

畑作物が卓越する｡ また沿岸部にはパルミラ

ヤシが多数植栽されており,その花梗から抽

出する汁液 (duwe),さらにそれを煮つめた

シロップや砂糖が重要な原料である｡ 島には

農作業に関連した儀礼が多い｡農作業は儀礼

をもとに進行する｡サヴ島西南部のペダロ

(Pedarro)村小学校校長プンガ氏に聞いた

話はこうだ｡島の第 1月は太陽暦の6-7月に

当たり,収穫月の後の月で大 した儀礼はな

い｡第2月にはパルミラヤシの収穫に感謝す

る儀式が行われる｡乾季に入って8月にはパ

ルミラヤシの花梗からの汁液採集が始まって

いる｡第3月には水を掘るという儀礼が行わ

れる｡第4月にはパルミラヤシの砂糖をたく

釜を閉じる儀式が行われる｡儀礼の文字通り

の意味は,パルミラヤシの収穫を与えてくれ

る神に船でお帰りくださいとのことだ｡第5

月には畑をきれいに片づけて植え付け準備を

行う｡ 畑仕事の道具を火で飯浄する儀礼が行

われる｡ 水田の準備も始まる｡また乾季に蓄

えられたパルミラヤシの糖蜜を初めて食べる

儀礼も行う｡第6月には畑や水田の植え付け

が始まる｡ ドラを叩いて村をまわり,家畜を

放牧してはいけないことを触れまわる｡そし

て種子運びの儀礼が行われる｡島中央部の山
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に示巳堂 (実際は石)があり,そこに Devi

Buniaiと呼ばれる女神がいる｡ その女神か

ら緑豆,ソルガム,米の種子をもらい,村へ

運ぶ｡但し全ては想像上の種子であって,実

物の種ではない｡村では斉園で女性の司祭

が, batu turunと呼ばれる石の周りに植え

る｡石をココヤシミルクで洗い,浄化してか

ら植える｡ 第 7月にはnyale漁が行われる｡

nyaleは環形動物多毛類で, 身体の半分が切

れて海面に浮き上がり,生殖を行う｡それを

採集して,ヌルヌルしたゴカイのような食い

物として供する｡ポリネシアにも多く,サモ

アではパロボといわれる｡浮き上がる時期に

季節性が著しいので,季節の指標になる (吉

田集而の教示による)｡第 8月は畑の斉園を

掃除する｡コプラを供えて緑豆,ソルガムな

どの作物の生育儀礼を行 う｡ 第 9月には

nyale漁の儀礼, 縁豆干しなどの儀礼が行わ

れる｡ 内容は闘鶏が主体である｡ 第 10月は

作物の収穫月で多くの儀礼がある｡まず,火

と,畑,家畜の繁栄を祖先に感謝する儀礼が

ある｡ 14日に畑で収穫前の予祝儀礼を行う｡

その際, 豚を供犠する｡ 15日, ここではト

ロブリアンド島とは反対で,娘が嫁ぎ先から

収穫物を兄弟の家-贈与する｡次の日,緑豆

で団子をっくり,キンマと一緒にカゴにいれ

て家の柱につるして,祖霊に供える｡同じ

16日に墓を掃除 し,緑豆に砂糖を混ぜた団

子をっくり,タバコ,とうもろこしの束と団

子をカゴにいれて,家のお供え柱に吊す｡そ

して豚を供犠し,その血を人や家畜にかけて

破浄する｡ その後,年終わりの儀礼としてソ

ルガムと緑豆を混ぜた団子を食べる｡22日

に, 村人は各自パルミラヤシの葉でketupat

(葉で編んだ三角錐の小カゴ)をっ くる｡

ketupatの中には白檀の木一切れと生のソル

ガム,莱,緑豆, トウモロコシをいれる｡そ

の夜, ナダ･コレライ(Nada Kolerai)部落

の慣習家屋に全村人が集まり,ヤップ島の石

貨に似た大きな丸石の周りで歌い,踊る｡伴

奏楽器はヤシの実をくり抜いた胴に豚の皮を

張った太鼓である｡ 次の日, 23日に丸石の

上に全戸のketupatを持ち寄り,ketupatを

四角に積み上げて, kowahaleという船をつ

くる｡人々はこの船をナダ･コレライ部落か

ら見 お ろせ るウバ イ (Ubai) の港 まで

buroho(地下から立ち昇る霊気)という唄を

歌いながらひいていく｡ 船はketuDatでつく

られているのだから現実には軽いのだが,豊

富な食物と,白檀が象徴する人々の魂を沢山

載せているので,その重さによろめき,時に

は倒れながら,この船をひく｡ ウバイの港に

着 くと,小さなサ ンパ ンに,kowahaleの

船,子犬,ニワトリを乗せ,赤黒縞の布で全

体を覆って,サンパンを海へ流す｡この後,

人々は高地,低地の2グループに分かれ,サ

トウキビとソルガムの茎を槍代わりにして戦

闘を行う｡時々現実に死者が出るが,それは

神への供蟻とされる｡勝利をおさめた側がウ

バイ湾の近くの丸石の周りをさらにぐるぐる

と右に左にまわる｡ その後,再び高地のナ

ダ･コレライ部落近くの広場へ集まり,一晩

祭宴を行う｡ ニワトリを供犠し,農作物と家

畜の起源に関する伝説を一晩中吟涌し続ける

のだという｡ これで 1年が終わる｡

隆起珊瑚礁の上にはあちこちにシンクホー

ルがあり,海へ続いている｡ そのシンクホー

ルからヨシ船を海に流す儀礼は他の村でも盛

んに行われる｡そうした隆起珊瑚礁には常畑

的短期休閑畑が広がっている｡ その畑作は次

のようなものだ｡ディエホ (Dieho)村のロ

ワリア (Lowariya)部落での聞き取りであ

る｡ 乾季の終わりにソルガム,緑豆, トウモ

ロコシ,などの刈株を引き抜き,積み上げて

焼 く｡ 地 上 に しゃが み こん で 擢 型 鋤

ben'ku)(図4参照)を地表に平行に繰り出

して表土を削る｡この後,亀裂の問に太い掘

棒を差 し込んで土塊を反転する｡ 畑 には
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wowadoturumaという斉園がある｡ 4個の

支点の上に小さな盆石を置いたものだが,こ

の上にパルミラヤシの糖蜜を垂らし,ソルガ

ム3粒とキンマを置く｡雨がきて,土塊が柔

らかくなり崩れ始めるが,その頃,鍬で土塊

打ちをする｡そ して斉囲 wowadoturuma

の脇に木を立て,それにパルミラヤシの葉で

織った皿を吊し,飯を供える｡ 満月の夜にヤ

ギを 1頑供犠し,その血をwowadoturuma

の盆石に注ぎ,脇で肉を炊き,心臓肉三切

れ,飯三盛を供える｡畑の四隅にも,舌,心

臓の肉をおき,この後,植え付ける｡道具は

kekuja(図4参照)という長さ1.8mくらい

の掘棒で,下端には小さな鉄製のヘラがつい

ている｡これを斜めに構え,斜めに土をはね

とばすように穴を掘る｡植え付けは斉園の周

りから始める｡一つの植穴に緑豆, ソルガ

ム, トウモロコシを混播する｡所々にダイ

ジョ (ubi) も植える｡ このヤムイモは丸い

コイモが多数つく品種で,まっすぐ深く地中

-伸びる品種ではない｡草取りは緑豆が 20

cm伸びた時に1回行う｡ 擢型鋤をやはり水

平に繰り出して草を削る｡約2カ月後に収穫

が緑豆から始まるが,収穫始めの儀式を次の

ように行う｡斉園の盆石の下にコプラを3片

ずつ 4カ所に置き,さらに畑をぐるぐる回

り,先に植え付け時の供物を置いた四隅にや

はりコプラをおき,パルミラヤシの砂糖水を

注ぐ｡その次の日に畑の中から緑豆の収穫を

始める｡株ごと引き抜くのである｡初めの収

穫をwun'katuといい, 斉囲脇から収穫され

た3-4株を束にして家の供物柱に吊す｡ソル
ガムでもwun'katuの束をつくり, それも家

に吊す｡wun'katu用のソルガムは小刀で穂

を積むが,残りは手で折る｡時には実を直接

手でしごき取ることもある｡

ソルガムの品種は3種に大別される｡実が

白い裸のもの,赤い皮付き,白い皮付きであ

る｡皮付きソルガムの脱梓は縦長の丸い木製
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臼にいれ,杵でつく｡ 開口部に杵穴を開けた

ムシロをかぶせて粒の飛散を防ぎ,両手で杵

を持ち上げ,腰を折るようにして臼の中に杵

を突き入れる｡ソルガムは煮る｡蒸し器は普

通の食事には使わないが,祭礼時のソルガム

は蒸し器で用意する｡

水田は石灰岩の崖下で湧水を受ける谷底に

少しある｡丁度,沖縄の受水 ･走水の水田に

似た立地である｡地掠えは湛水 した水田に

50頭はどの牛を追い込んで蹄耕を行う｡ 1

回目はカヤツリグサが立っている水田を踏ま

せ, 1週間後に2回目の蹄耕を行う｡植え始

めに水田の四隅をまず植える｡手移植を行

い,植えた後,除草はいっさい行わない｡収

穫は小刀で穂摘みし,人間の足踏み脱穀を行

う｡収穫始めの際,飯に白檀の木片とショウ

ガをまぜて炊き,共食する｡籾はパルミラヤ

シの葉でつくったカゴにいれて高床家の床上

に置く｡ その他注意をひく点は,モチ米がな

いこと,伝統種は円粒のウルチ米 (長菅のい

わゆるブル種)であること,煎り米をっくら

ないこと,夕べ (粗酒)がないことなどであ

る｡モチ米,煎り米作り,粒酒作りなどは中

国東南部から東南アジア大陸部,島峡部の大

部分に普通にみられることだが,ヌサ ･トゥ

ンガラでこれらが欠落することは稲作圏とし

ては漸移域であることを示している｡ロティ

(Roti)島の報告 [Fox 1977]では蹄耕した

水田に粗を散播する慣行も記述されているの

で,雑穀栽培の影響が相当入っていることが

考えられる｡その報告は,またヨーロッパ侵

入以前のロティ島の作物として,米,アワ,

モロコシ,ジュズダマ,緑豆,キマメ,ゴマ

をあげており,相当インド的な作物構成であ

る｡緑豆が儀礼に重要な作物であることはサ

ヴ島でみた通りで, 雑穀, 緑豆, キマメと

いったサバンナ的な栽培デザインが確立して

いたと考えられる｡
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1-2 パルミラヤシの利用

乾燥の著しいヌサ･トゥンガラの島々には

パル ミラヤシ(Borassusflabellifer)とゲバ

ンヤシ(Coyyphaelata)が多い｡ パルミラヤ

シの実は直径 15cmほどの球形で,中には

3個の内腔乳が詰まっており,ジェリー状で

食用にされる｡ゲバンヤシの実は直径2cm

はどの小さいもので,若い内陸乳は食用にな

るが,熟すと毒がある｡また幹からはサゴヤ

シ同様,大量のデンプンが採れる｡しかし,

両方のヤシに共通な,そしてヌサ ･トゥンガ

ラで最も重要な用途は花梗から汁液を採取

し,糖蜜や砂糖をっくることである｡サグ島

にはパル ミラヤシが多 く,乾季の8月から

10月にかけて汁液 (duwe)とりが盛んに行

われ る｡ 1本 の花梗 には2-3本 の花柄

(mayang)が出る｡ 汁液採取は次のように行

う｡ 採集者は腰にベル トを絞め,鋭いナイ

フ,パルミラヤシの葉でつくった汁液受けの

寵(haba), haba洗い用のブラシをぶら下げ

てヤシに昇る｡花柄は中途から鋭いナイフで

切りとばしてある｡ 洗濯バサミを大きくした

ようなfeto,あるいはmaneという道具で花

柄を挟み,挟んでやる｡ それぞれの用途は明

瞭に分かれていて,fetoは雌花の花柄を,
maneは雄花の花柄を操む｡ 毎日採取時に挟

んだ後, 花柄を5mmはど切り, 束ねた花

柄毎にhabaをとりかえる｡ 毎回新鮮な軸面

を切り出すのは意味があり,これを切らない

と分泌量が減って酢になってしまう｡ haba

の中に滑った汁液は腰に吊したhabaにあ

け,そのhabaをロープで下におろす｡採取

用カゴは水を入れてブラシでごしごしと洗

い,ヤシの樹冠の中に伏せて少し乾かす｡こ

の操作は酢酸発酵を抑える重要な意味があ

る｡順次上記の作業を繰り返して木から下る

前に,habaを花柄にあてがい,汁を受ける｡

採取は朝夕 2回行い, 1本の花梗で合計 2

リットルほど採取できる｡雄花柄,雌花柄と

も分泌量は同程度である｡木からおろした汁

液は近くの木や崖につってある大きIil容器に

移す｡この場所は一旦決めたのち,変えては

いけない｡家にもって帰った汁液をヒョウタ

ン容器にいれ,苦い味付け用の根を加えて半

日置 くと発酵酒 (tuak)が得 られる｡ シ

ロップにする場合は汁液を釜で濃縮する｡ 体

積で半分ぐらいにする｡つくられたシロップ

(donafu)はカメに貯える｡ これはそのまま

飲用にし,また水で薄めて砂糖水に戻したり

する｡これは乾季の問の重要な食事である｡

病気のヤギに飲ませることもある｡汁液を煮

つめて,砂糖もっくる｡ほぼ煮詰まった砂糖

をヤシ殻に移 して練り,型枠にいれて直径

10cmはどの煎餅状砂糖に仕上げる｡雨季も

汁液採取は行うが,雨水が混じるのでよいシ

ロップができない｡ それでtuakのままで消

費してしまう｡人間だけでは消費できないの

で豚の餌にもする｡ 時には雌花柄に着生した

内腔乳を食わせることもある｡

雑穀や緑豆の卓越,パルミラヤシやゲバン

ヤシの利用など,サヴ,ロティ両島の農耕に

は,乾燥サバンナの農業要素が目立っ｡土地

肥沃度の保障のために豚の糞を多量に利用す

るという記述 [Fox 1977]や,大土塊耕起

法,擢型鋤の卓越なども考え合わせると,イ

モ (多分ヤムイモ主体)栽培圏に雑穀栽培が

侵入 し,イモに置き変わったと想定できよ

う｡ 同時に乾燥地帯のヤシ類が導入されてい

る｡ ヤシ汁液 (duwe)採集の道具や糖蜜,

砂糖作りは,インドのタミルナドのパルミラ

ヤシ地帯と全く同じである｡

2.スンバ島

スンバ島の基盤は山地では凝灰岩,安山

岩,流紋岩などの火山岩種があるが,島の地

形を特徴づける数段の平坦な海岸段丘や開折

高原には,第三紀の石灰質砂岩やチョーク,

隆起珊瑚礁など石灰質堆積物が広く分布す
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る｡ 気候的には東部のメロロ (Melolo) や

ワインガプ (Waingapu)は年雨量800mm

前後の乾燥気候だが,西部のワイカブバック

(Waikabubak)は1,900mm と相当雨量が

増える｡環境の違いを反映して東半分は短草

草原が平坦な海岸段丘上に広がり,川辺林が

ある程度だが, 西半分は高さ20mほどの林

が斜面下部や谷に残っている｡また,シンク

ホールが東部に比べて多い｡スンバ島東部は

かつてインドネシアで最良の白檀を産したこ

とで有名だが,いまは切り尽くされて全くな

い｡19世紀半ばの輸出品は白檀と奴隷で,

輸入品は米,絹,木綿などであった｡いまは

午,水牛,馬の放牧地が広く,水田もあるけ

れども,東部の農地の主体は一部に点々と開

かれた畑作である｡他方西部には水田が広

く,それも儀礼と結び付いた歴史の古い水田

と考えられる｡

2-1 スンバの畑

ワインガプ周辺の畑の作物はピーナツ,そ

の後作に緑豆, トウモロコシ,ソルガムなど

で種類も面積も少ない｡そのかわり家畜は多

い｡ワインガプのラジャの臣下達には数千頑

の牛持ちがいた｡メロロのラジャによると

1800年代は山の上の石づみ壁で囲まれた砦

のような村に住んでいた｡その頃はアワ

(ufukani)が多量に栽培され, 儀礼上もアワ

が最も重要であった｡米が 1900年代の始め

に移入されてから,アワの相対的重要性が低

下したという｡ 戦前まで短期休閑の畑でアワ

やオカボ,ソルガムを栽培していたが,政府

の規制で常畑化してしまったという｡

ワインガプからワイカプバックへ通じる道

が高い高原を越えたあたりには小さなシンク

ホールがいくつもあり,黒い粘土が表面を覆

う｡そこには常畑的な短期休閑畑が多い｡そ

の耕作の様子は次のようである｡ 9月ごろ,

乾季終わりの草を切り,焼いて耕転にかか

る｡ 1人が 2本ずつ背丈はどの太い掘棒
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(kahonga)を持ち, 4人が 1列に並ぶ.地表

面に生じた亀裂に掘棒を深く差 し込み,1,

2,3,のかけ声で後退 して掘棒を押 し下げ,

大土塊を起こす｡ 立ち上がった土塊は足で蹴

り倒す｡後退しながらこうして土塊耕起列を

つくる｡ 列の間隔は2m ほど, 土塊のサイ

ズは幅40cm,長さ1m,高さ25cmほどの

大きいものだ｡この操作で地表の草の根を地

下に埋めてしまう｡この作業は乾季に行うこ

とが重要で,雨がくると土塊が小さくなって

しまうので, 耕起の能率が落ちる｡ 11月に

雨が始まり大土塊が少し細塊になる｡そこで

先の掘棒を垂直に差し込んで時計方向に1回

転させ,植え穴をつくる｡播種時に畑の真ん

中にkatodaという斉園をっくる｡30cmほ

どの立石を立て,周りに盆石を数個並べたも

のだ｡そこにキンマ,白米,ニワトリの肉,

ニワトリの心臓を供える｡その後,ピーナッ

ツ,緑豆, - トムギ, トウモロコシ, オカ

ボ, ソルガム,長イモ型のダイジョ (ubi),

タロイモ,キャッサバを植える｡ヤムイモは

80cmほどに伸びるので深い植え穴を掘る｡

植え付け後, リング状の除草具で草取りをト

2回行う. 2月ごろから緑豆, ついでピーナ

ツ, トウモロコシ,ソルガムを収穫し,4月

にオカボを手でしごいて収穫する｡これらの

跡地には植え穴をうがち,再びトウモロコシ

を4月にまいて7月に収穫する｡ - トムギは

7,8月に実り,ヤムイモ,キャッサバは8,

9月に収穫する｡ キャッサバは緩い斜面に井

桁状の畝を盛り上げてそこに植える畑もあ

る｡ 畝で囲まれた内部にはゴマ, トウモロコ

シ,ウコン,サツマイモ,インゲンが植えら

れている｡ 2年目の畑にはトウモロコシを専

ら栽培し,5-7年目まで トウモロコシ栽培を

続ける｡その後,畑の場所を他に移す｡休閑

期間は3-4年である｡

ハ トムギは米と同様に足踏み脱穀し,石皿

において叩き石で殻を割り,臼と杵でつき,
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水につけて赤い皮を洗い流す｡こうして白米

状にして炊 くか蒸す｡米よりも香りがよくて

うまいという｡貯蔵性もよい｡ 3年経過して

も虫がつかない｡ トウモロコシの食い方もよ

く似ていて,石皿上でつぶし,臼杵でつき,

筋をかけて砕米状の粒を炊く｡ 他にトウモロ

コシの煎米法が残っている｡老人が専ら好ん

で食べる方法で, トウモロコシ粒をまず煎

り,臼杵でついてザラメぐらいに細かくして

炊 く｡オートミール風になるらしい｡ ミルク

コーヒーを飲みながら食う｡ 主食はトウモロ

コシ,キャッサバ,ヤムイモで,- トムギや

タロイモ,アワ,ソルガムなどは補助的であ

る｡牛は多いが搾乳の習慣はないし, ミルク

を飲むことはない｡

2-2 水田耕作

西スンバの中心ワイカブバックと周辺の

村々は巨石文化をいまも保っている｡ 村々は

切り立った石灰岩の高い残丘上におかれ,か

っては村入り口の扉を閉じて要塞と化し,那

族戦争に備えた｡狭い残丘上に昇ると,その

中心には祖先霊への供蟻を行うための広場が

あり,そこには巨大な石棺が何十も並ぶ｡広

場の床には敷石が敷き詰められる場合もあ

る｡ そこに,かっては部族戦争で奪った生首

を吊した塔 kaduwatuと,二股の尖端に頭

蓋骨をかけた木柱 adungが立 っている｡

人々の家はこの広場の周りに崖から落ちそう

な形で建てられている｡ 死者霊が生者を圧倒

して生きている｡ 家々は高く伸び上がった屋

根が特徴的だが,この突出屋根の空間も死者

霊の居場所であり,またそれに守られて穀物

を貯蔵する空間でもある｡こうした村を閥歩

する男達はサロンを腰にぐるぐる巻きに巻

き,布端を尻の間に垂らしている｡ ニューギ

ニア高地の人々が尻に緑の ドラセナを垂らす

様子に似ている｡そして帯に広刃の剣を差し

ている｡人々の宗教はアニミズムと祖霊崇拝

であり,独自の文化を守っている｡タイムト

ンネルをくぐってヒンズー教侵入以前のジャ

ワに降り立った感じを強く受ける｡

ワイカプバック周辺には盆地が開け,そこ

には水田が広い｡水田耕作の歴史がいっ始ま

るのか不明だが,系譜的に,牧畜と穀作の結

合形態である蹄排が一般的に行われている｡

農作業はサヴ島の畑作同様,儀礼と結び付い

て進行する｡そうした水田農耕と村の様子を

述べよう｡ まずワイカプバックの南にあるプ

ライバクル(Plaibakul)村マフ(Mafu)部落

を訪れた｡主なインフォーマントはマフ部落

に住むスンバ島議会議員のジャクス･ウェル

氏である｡ この村の暦では太陽暦の2月が第

1月であり,田植えを2月に行う｡ この月に

は南の リーフで nyaleが沢山浮 き上がる｡

Nyaleは先に述べた通りで,毎年決まった時

期に浮き上がるので重要な自然時計である｡

浜で祖先に多数のニワトリを供犠 し,nyale

小屋をつくり, リーフに浮き立ったnyaleを

ココヤシの毛でつくったタモですくう｡その

漁獲量や外観で米の豊凶を占う｡ この後,水

田の地掠えを蹄耕 (kwekatanah)で行う｡

村には月を見て暦を決める司祭役がおり,隻

会場に保管されている太鼓をこの司祭が打ち

鳴らすのが蹄耕始めの合図である｡ 太鼓は人

身御供の腹の皮を張ったもので,ズンズンと

重い昔が近在 7村に響きわたるという｡ 人腹

太鼓が鳴り始めると全ての活動が停止され

る｡ 炊事も, 米つきも, 子供の遊びも止め

る｡そして翌朝,水牛を水田におろす｡既に

雨季が始まり,水田は湛水し,カエルが盛ん

に鳴いている｡40-50頑の水牛を数十人で追

い回す｡水牛はロープで縛らず,バラバラだ

が,一つの群をつくるように竹棒で叩きなが

ら追う｡ 水牛の蹄で草は土に踏み込まれ,田

面が泥になる｡ 1週間おいてもう一度蹄排を

繰り返 して地掠えは終わる｡この後,水午を

冷やす儀礼を行 う｡ 蹄排の際に水牛は叩か

れ,熱くなった｡また多くのけがれが水牛に
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ついた｡水牛を冷やし,破辞し,感謝する目

的である｡ 水牛柵の外に仮小屋を建て,柵の

脇の立石の傍らで豚,ニワトリ,犬を供犠

し,石に血を注ぎ,肉を供える｡

地拓えがすむと田植えを始める｡苗代は

12月に雨が降り始めると田の一部を鍬で起

こし,足で踏んで用意し,芽出し籾をばらま

いてつくられている｡ 苗代作りの際も儀礼が

ある｡ヤシ殻に籾,ブタ,コプラをいれ,苗

代に運んで司祭がまく｡苗代作りの司祭は稲

作期間中,野菜を食べてはならない｡水田に

草が殖えるからである｡また意味はわからな

いが,渡り鳥のカモが苗を食わないように,

苗代期間中この司祭は米飯が禁忌で,お粥だ

けが許される｡苗代の中心にはココヤシの葉

飾り(wein')を立てる｡それは作物の保護を

司る神ububewiが降りる場所である.

田植え始めの儀礼は村全体の斉園田と各自

の田につくられた斉園で行う｡斉囲はmun'

tanahといわれ, merlaPu katodaという祭

壇がある｡立石とその前に置いた盤石,その

そばの小石,立石の脇に立てた2本の小枝か

らなる｡mun'tanahは祖先がいる土地の意

味であり, merlaPukatodaは人間の祖先霊

や霊界を結び付ける供犠石である｡ここで

は,ニワトリを供犠 し,立石にその血を注

ぎ,盆石にそれらの肉と,キンマ,飯,ワタ

を供える｡ 村全体の斉園田は月を見て暦を決

める司祭と司祭長が所有する｡

この後,田植えを始める｡ 男が苗取りを

し,水田に運び,女が田植えをする｡田植え

は村全体の斉園田から始まる｡女達は歌い,

踊りながら苗を植える｡ 田植え歌はラララ,

ラーロ,ホラロと三拍子で単純なメロディー

だが,時に,イェェェェェェェェと甲高い烏

の鳴き声に似たコロラトゥラソプラノ(taka-

lakといわれる)が混じる.全体の斉園田の田
植えが終わると,各自の田植えを行う｡この

時ももちろん,各自の田の供犠右にお供えを
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する｡ 田植えが半分終了した時点で少年が水

田をまわり歩きながら, トウモロコシの葉で

つくった寵にいれた米を水田の水口に置き,

供犠石に再びニワトリの肉を供える｡

稲が出穂するころ, reggapareという儀

礼を行う｡これは虫バライの意味を込めて行

われる｡ニワトリを供犠し,供犠石に血を注

ぎ,ニワトリを焼いて供える｡出穂した稲に

ネズミ害が生じないよう,シイナにならずよ

く実るように祈る｡この後,順調に進むと,

稲は♪awe'esusu(乳熱期),I)akamwwana

(糊熱期),pakamor7aWWana(半黄半緑),

そしてrwa(黄熟期)と生育段階が進む｡

収穫始めにも別のrlegga♪arle儀礼を行う｡

ニワトリを供犠し,供犠石に血を注ぐ｡そし

て女の司祭が前日に水浴飯浄し,次の日の夕

方浄衣を着て,パンダナスのカゴを右肩にか

け,静かに斉園の水田をまわりながら,稲穂

を摘んでカゴに入れる｡ この稲穂でPwe

mellaPuつまり祖霊に供える稲束 (daewa)

をっくり,村へもって帰る｡女司祭は家の入

口で停止せねばならない｡そこで男の司祭に

稲穂束を渡す｡男の司祭は黒いサロンをつ

け,受け取った稲穂を家の供え柱に吊す｡こ

の柱は家の主柱 4本柱の内,男の入口から

入ってすぐ左にある柱である｡この柱は農作

物の守護神を配る柱なのである｡この後,各

自の田の収穫が始まる｡

7月,8月に行う収穫は刃渡り15cmのナ

イフで根刈をし,田面に刈束を置く｡ 根刈が

終わると稲穂は方形の稲積みに積み上げる｡

その後,ニワトリを供犠して稲づみを開く儀

礼(weisaun'という)を行う. 更に脱穀始めの

儀礼を村で行う｡各家で稲穂を吊す柱のネズ

ミ返しの上に保管している聖なるカゴを取り

出す.この中には人をつくった神nukusala

がおり,古い籾が入れてある｡斉園では豚,

ニワトリを供壊し,供犠石に血を注ぎ,肉を

供える｡脱穀は足踏み脱穀である｡斉園田に
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暦を決める司祭が兜のような頑布をかぶり,

剣をつけ,槍をもって立ち,男達が4人ずっ

2列に並び, 4拍子のはやし歌を歌いなが

ら, 2歩後退, 2歩前進の動きを行い,両足

の足裏をこすりつけるようにして脱穀する｡

儀礼的脱穀を5分はど続けた後,通常の作業

になる｡ 4人列の先頭が稲づみから稲穂を少

しずつ取り,足で踏む｡順次後ろの男に踏ん

だ稲穂をまわす｡

脱穀が終わると葉,茎を取り去り,籾づみ

をっくる｡ そして丸カゴを使って男が風選す

る｡籾殻の山をもう一度風遺し終わると,吹

の日少女が聖なるカゴをもち,少年が槍を

もって斉園田に行き,古い籾の上に今年の新

しい籾を加え,更に小刀,キンマ,白檀を混

ぜたココヤシミルク,をいれる｡ その聖なる

カゴをお供えの稲束 (daewa)を吊した柱上

部のネズミ返しの上に置く｡聖カゴを置き終

わると,柱に吊した初穂 (daewa)を村の広

場の供儀所matamerapuに移す｡その場所

は小さな社の脇に植えられた豊凶占いの木

♪Ohonlakalaで,この木に初穂束を吊す｡

倉は4本の柱で支えられる反り上がった屋

根裏で,したがって4本の柱には天井の高さ

にネズミ返しがっけてある｡籾の収納は男が

行う｡倉入れした籾は1カ月間は休ませ,そ

の間は取り出せない｡倉出しの初日にはニワ

トリか豚を広場の供犠所で供犠する｡

収穫, 倉入れが完了した後, 太陽暦の 10

月半ばから11月半ばまでが年の終わりをし

めくくる聖なる1カ月で,Podu儀礼と総称

される多くの行事が行われる｡これについて

は小野の報告 [小野 1976]があり,それ以

上詳しい情報もえられなかったので,簡単に

ふれるにとどめる｡来歴の異なる種々の要素

が重なっているが,その主な内容は4点だろ

う｡儀礼は野豚狩りで始まる｡第二は祖先霊

の供養である｡村の広場の供犠所で供蟻を行

い,石棺墓で祈る｡ 第三に飯浄の儀礼であ

る｡村中を聖なる太鼓を叩きながらまわり歩

いて,人間や家畜の作り出した不浄を浄め

る｡この際,村の広場で木の槍を投げ合う模

擬戦が行われる｡サヴ島の例と同様,かって

は破浄の為の人身御供の習慣があったと思わ

れ る｡ 最後 は村 の歴史 の吟講 で あ る｡

Kanugaといわれる語り部が,祖先の来歴と

移動,米など農作物の由来について一晩中語

りあかし,新年を迎える｡ もう一つ重要な祭

礼がある｡太陽暦の2月から3月,つまり水

田の田植えを行う頃,♪asorlaと言われる大

規模な模擬戦が行われる｡これを行うのは各

部族の発祥地と伝えられる来歴の古い村であ

る｡ワラカカ (Walakaka)郡では,プライ

バクル村やラムボヤ(Lamboya)村のものが

有名である｡Paswaの前に, 村の慣習家屋

に保管している木馬を広場に飾り,kandang

merapuといわれる社 (大きな3個の自然石

のまわりに柵をめぐらした斉域で,自然石崇

拝の伝統を示している)で司祭長が祈る｡祖

先霊の長は普通は丘上の村のkaduwatu (か

って生首を吊した石柱)にとどまっているの

だが,司祭長がこの社で供犠を行うと,社に

移り2日間とどまる｡日本でいえば御旅所で

ある｡水牛,ニワトリを供犠し,その内とコ

コヤシ,キンマ,ニワトリの肉入り飯をお供

えするのである｡ そして,このあと,債地の

海岸平野で,数百人の村人が2陣に分かれて

馬に乗り,木槍で模擬戦を行う｡ 司祭達は本

物の槍を持って観戦する｡ 模擬戦だが,普通

多数の負傷者が出,時には死者も生じる｡

農業に関して少し付言したい｡稲の品種は

水稲,オカボとも,ウルチとモチの品種があ

る｡ 長=巳,大粒のブル品種が多いが,無芭大

粒品種や赤米もある｡水田の収穫が終わり,

乾季終わりの 12月には畑の耕起を始める｡

殆ど常畑である｡やはり長い掘棒を2本ずっ

もち,大土塊耕起法を行う｡雨で土塊が細塊

に砕けると, キャッサバ, ピーナッツ, 緑
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豆, トウモロコシ,オカボを植える｡ トウモ

ロコシもウルチとモチがあり,モチ品種は赤

いものと白いwaxy品種がある｡ 他にソル

ガム,アワ,-トムギも栽培されるが,小量

である｡畑にも斉園を作り,水田同様の供蟻

石と木を立てる｡ しかし祈願の対象は祖先霊

というよりもtuantanah (土地神)が重要

である｡

西スンバには水田が広いが,その中には畑

から天水田-の転換が最近に生じたものも多

い｡ ワイカプバックから西のコディ (Kodi)

へ向かう途中の緩波状台地の天水田はそうし

た水田で, 1930年代には畑であった｡ これ

らの天水田にも立石と盆石からなる供犠所を

設け,キンマ,豚,ニワトリの肉を仕事始め

に供えて,Palopapado (土地神) に畑仕事

の開始を知らせる｡この構図は,インドネシ

アに多い焼畑伐開を土地神に知らせて立ち退

いてもらうようお願いする儀式に似ている｡

こういう次第で全体に畑,ないし,焼畑慣行

の性格が強い.そのことはsawahpemaliつ

まり斉園田がないことにも現れている｡ 儀礼

形態と宗教観念上からはこれらの水田は畑と

同じ扱いで,濯概水田とは接し方が異なる｡

港概水路を引いて濯概水田を作りあげた祖先

への尊崇という要素が欠落してしまうのは面

白い｡コディやワイカトキ (Waikatoki)の

石灰岩台地になると,天水田も姿を消し,畑

作と,ヤギ,午,水牛,馬などの家畜飼養が

主要生業となる｡畑には, トウモロコシ,ソ

ルガム,オカボ,- トムギ,キャッサバ,緑

豆が栽培され,家まわりでは,タバコ,バナ

ナ,アメリカサトイモが目立っ｡やはり大土

塊耕起法で畝を立てる｡畝立てには,掘棒と

権型鋤の両方が使われる｡斉園田はないが,

paswa儀礼はコディやワイカトキでも200

頑程の馬を使って行われる｡模擬戦争が水田

耕作以前の習俗の中に在ることは疑いない｡

食べ方だが,ここには煎り米の習慣があ
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る｡未熟米を摘み,煎って鳴き,熱湯を加え

ておかゆ風に食べる｡米,アワの調理法は炊

飯用土鍋に入れて炊き干しをする｡ 途中,竹

ベラでかきまぜる｡他の雑穀は杵臼で梅いて

砕米風にして炊く｡ヤムイモは蒸すことが多

い｡キャッサバは収穫後,畑ですぐ皮をむ

き,薄く輪切りにして干す｡この干しイモを

臼で損いてやはり砕米風に炊く｡ジャワのキ

ドゥル台地などと同じ方法である｡酒はな

い｡普通の清酒 も,柾酒 も, ココヤシの

tuakもない｡ココヤシはコプラとココヤシ

ミルク用に使うのみである｡パルミラヤシの

tuakもない｡ ポ))ネシア, メラネシアのイ

モ農耕圏に酒がないのは既述の通りだが,稲

作圏で酒がないのは,ヌサ･トゥンガラやマ

ダガスカルなどいわば辺縁の稲作圏である｡

マダガスカルは米の酒はないもののバナナや

サトウキビを材料にした酒はあるので,酒の

概念そのものはあるし,技術もある｡ヌサ･

トゥンガラにおける酒の欠如はイモ農耕圏の

文化伝統をひきっいでいる印象を受ける｡

ヌサ･トゥンガラやマルクを中心に作物の

死体化生神話が多いが,ワラカカ郡のプライ

バクル村やワイフラ(Waihula)村にもある｡

前者の伝承はこうだ｡月と日が結婚して4男

3女が生まれた｡息子と娘達は次々に結婚し

たが,末の息子は結婚する相手がいなかっ

た｡地上で相手を探すうちにいい相手を見つ

けた｡女を誘って穴に入ろうとしたがネズミ

の穴だったので頑が入っただけで,窒息して

死んでしまった｡その死体の血管から米,頑

からヤシ,耳から白檀,頭髪から家畜,心臓

から金が化生したというのである｡この神話

の導入部分はポリネシアの天と地の結婚に似

ているが,死体化生の部分はセラム島の-イ

ヌヴェレ型である｡ 元々ココヤシから生まれ

た-イヌヴェレの切断され,埋められた身体

からはイモが化生したのだが,スンバ島の化

生譜で生じた作物ではコメが重要視されてい
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る｡ワイフラ村の稲起源神話だと,天から子

供が湿地に落ちて化生 して芽を出したものが

稲苗である｡ 水稲を陸稲に変える祈蒔文もあ

るという｡ この構図だと稲作は水稲から始ま

り,陸稲は水稲から変化したという文脈であ

る点が面白い｡これはジャワ島の水稲,陸稲
起源神話で示唆される変化形態と逆である｡

ジャワの稲作 に関す る Bieの報告 [Bie

1901:19-22] だとジャワの至高神バタラ･

グールーの娘ニヤイ･スリまたはトゥリスナ

ワティの死体から化生 した作物は頭髪から

稲,頭からヤシ,胴体からサ トウヤシ,歯か

らトウモロコシ,両足から竹,である｡それ

にひき続いてヴィシュヌーの妻,デヴィ･ス

リの死体からも稲やその他の作物が化生 し

た｡ここでジャワのニヤイ･スリから生じた

稲とインドのデヴィ･スリから生 じた稲には

違いが認められ,前者は陸稲,後者は水稲で

あると述べられている｡このジャワの伝承は

インド移民の高級文化意識による色付けの可

能性があることも考えられ,スンバ島の伝承

は面白い意味をもっている｡

2-3 巨石墓と葬儀

スンバ島は巨石墓が多数あり,その葬送儀

礼は極めて発達 している｡両者合いまって,

過去に伝播したなんらかの原始宗教の姿を伝

えている｡農耕技術には直接関係ないが,農

耕系譜を考える時には無視しえない生活文化

なので,我々が見聞 した範囲で述べてみた

い｡実際に見た葬儀の様子はプライバクル村

のマフ部落,インフォーマントはそこに住む

地方議会議員のジャクス･ウェル氏と,タル

ン(Tarung)村のuma mavine(暦を決める司

祭)の奥さんマウォ･ムデ夫人である｡

マフ部落は平地から20m ばかり立ち上

がった石灰岩残丘の上にある｡ 広場に面 した

慣習家屋は10戸, くり抜き巨石石棺墓は広

場に新旧二つと,比較的小さい集落である｡

我々が訪れた時,明日使う新 しい石棺墓をま

だくり抜き製作中であった｡ くり抜き石棺の

石材は数 km離れた海岸の石切 り場から運

んだものである｡長さ1.8m,幅 1m,高さ

1m, それに厚さ20cmの蓋がのる｡ スン

バ島の石棺の中では比較的小さいクラスだ

が,それでも運ばれた石材は重さが6トン程

度だろう｡ これの下にコロを敷き,ロープで

数 km の道のりを牽き,部落-上がる急坂

を運ぶのは大変だろう｡ 1カ月を要したとい

う巨石運びの光景を我々は見ていないが,多

分 Schnitgerの本にみられるニアス島の石

引きの光景 [Schnitger 1939]がそれだろ

う｡ 村の広場に据えつけて,内部をくり抜

く｡さて葬儀の行われる村へ入ると接待役の

老婆がキンマを何度もすすめる｡明日葬送予

定の遺体は2体あり, 1体は2カ月前に亡く

なり,くり抜き木棺に伸展位で仮葬されてい

た｡これは既に殆ど死臭を出さないが,奥の

家に仮葬されている遺体は10日前の死者で,

まだ強い死臭を発している｡家内での仮葬遺

体の保管場所は男の入口を入った客間にお

く｡この間,毎日生者同様に食物をお供えす

る｡

夜に入ると太鼓とドラの伴奏で踊りが始ま

る｡男達の踊りは水牛の皮を張った丸い楯を

もち,高く跳躍して剣を振りおろす｡女達は

長い黒 ドレスに白帯を巻き,額のバンドに2

本の角を立てて青と白のスカーフを長く垂ら

し,横列で前後 に歩む｡ そ して頻繁 に,

イェェェェェ… .‥という甲高い喉音を発す

る｡この儀礼の目的は何かと聞くと,墓石を

冷やす為のものであるという｡ 墓石は石切り

山の父から切り離され,石工に内部をくり抜

かれる仕打ちを受けた｡その為に熱くなって

いる｡熱い石は死者に受け入れられない｡そ

こで,まず子の石を父のいる石切り山へ戻

す｡子の石が父の右に会い,慰められて気持

ちを冷たくして戻って来る為行われるのが初

めの儀礼である｡
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午前零時をまわると葬儀の司祭2人が何か

呼びかける｡魂よ,子の石は既に戻った,ど

うか子の石を受け入れてくれという内容だと

い う ｡ そして踊りの所作が変わる｡男達は足

首に鈴をつけて踏みならし,女達は両腕を 1

回振る間に4歩前進 し,同様に4歩後退す

る｡この儀礼の意味を聞くと,新しい死者の

魂が死者の林へ旅立ったのだという｡石を打

ち鳴らし,水牛を連れて,休みつつ,また歩

く｡村に居る全merapu (祖先霊) も一緒に

死者の林へ旅立った｡この儀礼が夜中続く｡

明け方,司祭が大きな声で呼ぶ｡魂よ戻って

来い,霊よ戻って来いと呼ぶ｡司祭が新しい

死者の霊と全ての祖先霊を呼び戻すのだとい

う｡呼び声に応じて男の霊は家の男柱,女の

霊は女柱にあるねずみ返しへ戻る｡ 重要な祖

先霊は客間の奥にある祖先柱のねずみ返しの

上に戻る｡この段階では,しかし,新しい死

者の霊はまだ祖先霊になっておらず,ねずみ

返しの上-戻るのではない｡ともかく,村-

戻って来ているのだという｡

葬送は夕方に行われるが,それ迄に種々の

準備がいる｡死者の口にマモリ(mamori)杏

入れる｡これは女性のシンボルである｡ この

行為は死者の再生を祈る意味がある｡女性の

場合は象牙の腕輪を手にはめる｡他に石棺に

副葬する品々を用意する｡白米,キンマ,タ

バコ,白檀,金, ドラなどである｡ それに-

マボウ(Hibiscushamabo)の葉を鴇 いてか

まどの灰とまぜ,充填剤をっくる｡これは遺

体を納棺後,臭いがもれないよう蓋と棺の隙

間をぬりこめる為である｡この間も,男達と

女達の踊りは,死者の1人旅を勇気づける為

に続けられる｡夕方近くなると,水牛が供犠

される｡村の広場脇の水牛柵にはその為の水

牛が数頭入れられている｡男達が1頑の水牛

を柵から広場-連れ出し,両足と首に2本の

ロープを結び,6人ずつでロープを引く｡水

牛は最後の逃亡を試みてあばれる｡男達と引
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合いになり,水牛は疲れて,じっと立っ｡ 1

人の男が腰の刀を抜いて水牛の頚部下部にた

たきっける｡水牛は皮下脂肪が厚いので一挙

に致命傷にはならず,次の男が再び切りつけ

る｡血管に達する切りが入ると血がどっとふ

き出る｡水牛は動きが止まり,じっと立ちっ

くすが,それをさらに2人が切りつける｡水

牛は倒れ,一度立ち上がるが,血がどくどく

流れ出て,どっと倒れる｡脚を突っ張って死

後硬直に入った処で,更に傷口に刀をさしこ

んでとどめがさされる｡次々と水牛,豚が犠

牲に供されて,石棺のあたりは血の海であ

る｡

供蟻が終わると仮葬用の木棺の蓋を開け,

布で包まれた遺体の上から更にカインイカッ

ト(餅織物)をかけ,遺体を包みこむ｡これ

を運んで石棺の中に入れ,もう一体も同様に

して同じ石棺内-入れる｡そして副葬品が運

びこまれる｡石棺の蓋は石棺のまわりに組ま

れた足場にわたした横木で支えられている

が,納棺が終わると横木の上に挺子をさしこ

んで,そろそろと棺上にずらし,閉じる｡ 隙

間には先述の充填剤をぬりこめる｡

納棺は終わったが葬送儀礼はまだ完成しな

い｡数日内にairmata (涙を干す) という

儀礼を行う｡たそがれ時,3枚の木の葉に小

石を包み,石棺の蓋の上,丁度,死者の頭の

上の部分にこれを置く｡夜9時頃, 2人の司

祭が石棺の周りを3回まわり,この石包みを

小カゴに入れてサロンで覆う｡小石は死者の

魂を表わす｡司祭が弔歌を歌い,小カゴの上

にキンマをおき,白檀をまぜたココヤシミル

クを注いで小カゴを洗う｡ 1羽の鶏を供蟻

し,キンマと油を小カゴに入れる｡ そして

人々は鶏の心臓と飯を食べる｡ この時,同時

に死者の魂と祖先霊も食べるという｡その間

に水牛の内臓と,鶴,犬の心臓を土と一緒に

茶椀に入れ,村の広場の社にお供えする｡同

じ供物を水牛柵にも供える｡更に,同様の供
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物と御飯,死者の魂 (つまり小石)の入った

カゴを,彼の家の客間の奥の柱のねずみ返し

の上-供える｡ この儀礼が終わると,全祖先

霊が呼ばれて共食し,柱のねずみ返しの上に

とどまり,死者の魂も祖先霊の一員となった

のである｡

祖先霊はこの世の人間と同様の生活を送っ

ていると考えられている｡ 水牛を供犠するの

は,祖先霊が水田を耕作し,牛車で運搬し,

婚資に使い,供蟻をするのに必要だからで,

供犠された水牛は死者の魂と一緒に祖先霊の

世界-行くと考えられている｡

スンバの巨石遺物はそのサイズ,数におい

て驚くべきものがある｡ 特に注目されるのは

その構造や刻まれた文様(図11参照)である｡

図には2例を示したが,タルン部落のものは

水牛の頑とその上に立っ人物像というデザイ

ン,そして,水牛の角や巨石に刻まれた綾杉

文,三角鋸歯文,四つの渦巻文,などが注目

される｡葬墓の形としてはここに示したもの

以外に, くり抜き石棺のみのもの,巨石の下

に土墳墓を設けるもの,石積み円形墓域,こ

の2着を組み合わせたもの,側面に入口をも

つくり抜き石棺,四脚の代わりに石をおいて

台石を支えるドルメン型のもの,小規模な段

台ピラミッド型など様々である｡ プライキキ

部落の村のシンボル,kaduwatuは透かし彫

り風の複雑な曲面を持つ石柱の角が鶏頭形を

示し,頂部には人物座像がのり,その下にト

カゲ像, 2重帯状文様などが彫りこまれてい

る｡こうした文様はドンソンドラムに見られ

る文様に極めてよく似ている｡ 他方,水牛角

問に立っ人物像や トカゲ像の意匠は-イネゲ

ルデルンのいう記念的様式 [1978:9-47]を

表わしているし,メラネシアの祭祀家屋にお

かれるトーテムや彫刻にもよく似ている｡ -

イネゲルデルンはこの記念的様式とドンソン

文様を主とする装飾的文様の間に1,000年の

年代差を認めている｡その推定の妥当性は吟

(2)

(3)

図11 スンバ島の巨石遺物
(1)タルン村の巨石墓

(2)プライバクル村のカドゥ･ワトゥ

(3)プライキキ村の供犠石柱

味しえないが,相当年代の異なる文化が重な

り融合しているのは確かだろう｡農耕技術の

面からも,イモ栽培と,雑穀や稲のような穀

作文化が重なって融合,混在している状況が

ある｡

3.漸移帯の農耕法- 小結

いささか難しい袋小路に迷い込んだ感じな

ので,私なりに整理をしておきたい｡漸移帯

の意味は本章の初めに言ったように,イモ農

耕圏と穀作圏の漸移帯ということである｡ 畑
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ではイモ農耕圏の伝統を示す掘棒大土塊耕起

法が卓越し,擢型鋤も使われる｡また常畑的

短期休閑畑が卓越する｡短期休閑畑は乾燥気

候と石灰岩基盤という生態的環境によって保

存されている面もあるが,イモ農耕の伝統の

ほうが強く利いていると思う｡ しかしイモ栽

培の排水という要素は,乾燥気候で欠落して

しまった｡作物を見ると,イモそのものは稀

少作物となり,雑穀が卓越する｡ また乾燥気

候のヤシ類利用が盛んである｡ これらのヤシ

はインドや中東からの伝播を示唆するが,雑

穀はインドやアフリカのサバンナから直接来

たのか,穀作二次センターとしての中国から

来たのかは留保せざるをえない｡

水田では移植栽培と蹄耕法が見られる｡移

植法は前章で述べたように,イモの子育て栽

培思想を受けつぐ技術であると考えている｡

これは穀作の基本にある大量生産思想からは

決して生じない技術で,穀作がイモ農耕圏に

入って生じた最も本質的な変化である｡稲作

圏の中でもスリランカやマダガスカルで散播

が卓越するのは畑作穀作文化圏の影響が強い

からだ｡整理し直すと,農耕思想には子育て

栽培思想のイモ農耕と大量生産思想の穀作農

耕がある｡穀作農耕がイモ農耕圏へ侵入した

とき,稲の栽培化が起こり,そこに稲移植栽

培法という本質的な変化が生じ,穀作農耕は

三つの亜型に分化した｡①水田移植栽培法,

(診畑作散播栽培法と③水田散播栽培法であ

る｡水田移植栽培法は狭義のマライシア圏の

核心的技法であり,畑作散播栽培法は華北や

デカン高原の畑作地帯に受容された稲作技法

であり,水田散播栽培法は畑作穀作圏の周辺

域に分布する｡以上が大局的に見た時の稲作

圏の構図だ｡つまり,稲作圏は穀作対イモ栽

培という二元対立の構図の中では漸移帯だ

が,その後3亜型の分化と稲生産技術の発展

により稲作圏という第三の地域を確立した｡

この構図の時空的透視図を措いてみると,
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の現在における漸移帯であるが,稲栽培の生

じた始源的漸移帯として早期新石器時代の中

国華南を思い描くことができよう｡長江中･

下流域には糸己元前五,六千年紀と年代づけら

れている河栂渡,羅家角,大渓文化などがあ

り,炭化粗や稲が出土している｡掘棒や樽型

鋤が存在したのかという点だが,河栂渡遺跡

最下層出土の骨相や木鋸は樽型鋤と考えても

よさそうだ｡骨相は柄と鋤身に少し角度がつ

くスコップ型だが,木鐘は明らかに樽型鋤

だ｡束は元来掘棒に足踏み用横木をとりつけ

たもの,相は模型鋤に同様の踏み板をとりつ

けたものである｡ どちらも土塊起こし(中国

では翻地という)用の農具である｡これは例

えば,チベットの門巴族や堵巴族が現在も

使っている [宋兆麟 1981;杜耀西 1982]｡

木鏡や木箱はその後も江南では継続して出土

し,周代になると銅鏡といわれる鋤身先端に

鋼刃をつけるものが現れる｡春秋期には鉄刃

をつけた二股の未箱が出現する｡双歯呆相に

なると用法も系譜も擢型鋤と異なるかもしれ

ない｡以上のように中国には古くから広域に

樽型鋤があったと考えるのだが,しかし,今

の処,これらの骨相,木鐘,それに石相,な

どがイモ耕作農具かどうか確証はない｡水稲

移植法が華南で成立した背景にイモ農耕法の

存在を推定して演揮しているのみである｡稲

移植法が河姐渡や羅家角の時代から存在した

かどうか,これも確証はない｡『農業考古』

編集者の陳文華 [1987]のように陶田模型な

どの資料に基づいて,移植法の始まったのは

漢代以降という見方すらある｡しかし,これ

には考古資料に基づけばという前提がつく｡

イモそのものが華南にあったのかという問

題だが,堀田 [1983]によると,少なくとも

ヤムイモは相当北まで栽培されている｡タロ

イモ野生種群の分布は北限が中国東南部から

日本西南部にあるが,栽培圏をとればこれも
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もう少 し北まで及ぶだろう｡ 六世紀の農書

『斉民要術』は山東地域が対象と考えられる

が,その中にイモ栽培法が述べられている｡

西山,熊代の研究書で見るとコイモ型,オヤ

イモ型のタロイモ,ヤムイモなどが述べられ

ている｡ ｢広志にいう,萄漠には芋多し,氏

此を常食とす｡ およそ14種あり｡ 君子芋と

いうのはその大なること一斗桝の如 く,魁

(オヤイモ) は杵か族の如くである｡ (中略)

この4種類の芋は子芋をたくさんつける｡ 談

善芋というのはその魁の大なること瓶の如く

であるが,子芋は少ない｡(中略)蔓芋という

のがあり｡ 樹枝を伝って伸びる｡大老は二斗

研なるもあり｣｡栽培法は ｢氾勝之書に言う,

芋をつくる区は,方,深ともに三尺｡豆がら

を区中にいれて足で踏む｡その厚さは一尺五

寸｡区上の湿土を糞と和して区中の豆がらの

上にかける｡その厚さは一尺二寸｡水を注ぎ

足で踏んで樺を保たせる｡ 芋子五個を四隅と

中央とに置いて足で踏む｡早には再三水を注

ぐ｡豆がらの腐欄するにつれ子芋ができる

が,その長さはみな三尺もあり｣とある [西

山 ･熊代 1969:124-125]｡甘土の作り方は

異なるが,深い穴を掘って甘土を入れる考え

方はメラネシア,ポリネシアと同じだ｡漢書

にもイモの記述がある｡貨殖列伝第六十一に

｢嶋山の麓の沃野は, 土の下に駿珪島 (サ トイ

モ)があって一生餓えないですむ｣とある｡

眠山は眠江上流,文山にある山で,したがっ

て,漢書の記載は成都平原で漢代にはイモ栽

培があったことを示している｡生態環境的に

は, 新石器時代は四川, 雲南から, 華南一

帯,更に華北の一部までもイモ農耕圏に含ま

れたと考えられる｡ そこに穀作が入ってきて

水田移植栽培法が成立したという構図を考え

ている｡

'次に蹄耕だが,水牛や牛に草を踏ませ,そ

の後何もせず,あるいはエブリで均等にする

位で移植したり,散播する｡蹄耕,散播はマ

ダガスカル,スリランカに一般的で,一那南

スラウェシ,チモールにもある｡ こうした分

布と蹄排を可能にするのは湿潤気候であると

の思いこみから,田中耕司との共著論文 ｢蹄

耕の系譜｣[田中 ･古川 1982]において,

マレー型農耕の代表的技術要素であると把え

た｡現在の分布は圧倒的にマレー圏に卓越す

るので,マレー圏に分布する農耕技術の代表

と考えるのは今も変わらない｡しかし,その

系譜となると私の意見は全く変わってしまっ

た｡今の私の仮説は,蹄耕が西アジアの牧

畜 ･港概穀作地帯に発生し,環赤道地帯一帯

に古く伝播したというものだ｡それは島唄域

-入る前にどこかに二次センターを作った可

能性も否定し切れない｡例えば雲南の石葉山
からドンソン-つらなる紀元前一千年紀後半

から紀元後数世紀へかけての農耕文化の中に

存在したかもしれない｡文献の中には雲南で

午,水牛による蹄耕は現れない｡ただ象によ
る蹄桝は記載がある｡ 唐代の蛮書名類第四に

｢象大如水牛,土俗養象以耕田,析焼其糞｣,

また同書雲南管内物産第七に ｢象関南己南多

有之,凡捉得,人家多養之,代代耕田也｣と

いう記載である｡以上はヂ紹事の教示によ

る｡ 更に声の教示によれば民俗例の中に水牛

による蹄排と見なせる方法がある｡ それは,

低い畦の深田の場合,まず撃耕を行い,その

後,多くの水牛を水田にいれて泥を踏ませ,

代掻きを行わせ,水田を均平にするという習

俗である｡ 私はこれはまざれもなく蹄耕だと

思うが,デは慎重で詳しい調査を行う必要が

あると考えている｡ 石葉山や ドンソン文化の

中に蹄桝があったとする仮説は魅力的であ

る｡というのは,大陸部からカイ島まで東南

アジアに広く伝播したこの文化が同時に稲作

と蹄耕を広めたとなれば,文化の年代をはか

るひとつの広域時計がえられるからである｡

そうである可能性は高いが,雲南や中国華南

部の農耕習俗調査が必要ということにしてお
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こ う｡

蹄排が南中国を経て,稲作と共に東南アジ

アへ伝播した可能性はこのように高いが,そ

の系譜はやはり農牧複合に由来すると思う｡

蹄桝など簡単なことで,どこでも発生しうる

だろうと実は私も思っていた｡ しかし,マダ

ガスカルで見た光景が実に鮮明に思い出され

る｡若牛を3頑,成牛と一緒に泥田に入れて

蹄桝の調教を行なっていたのである｡若牛達

は深い泥田を嫌って男達に突きかかり,何度

も逃げ出す｡成牛はその都度立ちどまって,

若牛達が連れ戻されるのを待っている｡つま

り,蹄排は牛の合意があって初めて可能なの

だ｡家畜飼育というのは諸々の合意を動物に

教えこむ技術体系を備えていなければ成立し

ない｡それは深い木陰に熊や鹿が潜む森の生

業ではない｡広範な見通しの利く平原で人間

が動物と競争的共存で暮らすサバンナや乾燥

ステップの生業だ｡蹄耕は牧畜と農耕が複合

した西アジア乾燥平原で発生したという系譜

論を私は抱いている｡その東への伝播は何回

かの波で生 じた｡そうした波の中には石葉

山 ･ドンソン文化に二次センターを作るもの

もあり,そこから東南アジアへの伝播は大き

く時代を画した｡しかし,それ以外に一次セ

ンターからの直接伝播も否定し切れない｡と

いうのは段台ピラミッドや,巨石遺物,くり

ぬき木棺,精微な葬送儀礼や,魂よ戻ってこ

い,戻ってこいと呼びかける再生思想と結び

ついて, ドンソン文化以前に古代エジプトか

ら環赤道帯へ伝播した可能性があるからだ｡

段台ピラミッドや巨石遺物はメラネシアから

ポリネシアにも広く分布する｡ただそこでは

穀作栽培法は根っかず,蹄桝はそのための家

畜がいなかったので入らなかったと考えられ

る｡

ヌサ ･トゥンガラは穀作農耕圏とイモ農耕

圏の漸移帯であると書いた｡狭義のマライシ

ア全域が結局同じ漸移帯として特徴づけられ
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る｡細かい差異は捨象するとイフガオ,ボン

トック, トラジャ,バタック,ニアスなどの

地域にサグやスンバと同じ文化層の露出が見

られる｡そこにある農耕法と生活景観がヒン

ズーやイスラム渡来以前の狭義のマライシア

の核心を作っていると考えられる｡ サグやス

ンバを材料にその要素を整理すると農耕では

短期休閑畑や焼畑での掘棒,擢型鋤による耕

起,畑の作物としてはオカボ,アワ,ソルガ

ム,- トムギ,それに最近ではトウモロコシ

などの雑穀,緑豆,タロイモ類とヤムイモ,

それに最近ではサツマイモとキャッサバ｡水

田では蹄排と移植栽培,穂摘み,時にナイフ

による根刈り,足踏み脱穀,杵臼脱穀 ･精

米,高床米倉,生活文化では土地神と祖先神

を畏怖する農耕儀礼とそこでのショウガの魔

力信仰,穀神ないし稲穂の崇拝,精微な葬送

儀礼と再生思想や水牛供蟻, 女達のtakalak

(イェェェェ… …), くりぬき木棺, 巨石墓

とそれに刻まれた-イネゲルデルンの言う記

念的様式と装飾的様式,太鼓の聖物化,模擬

部族戦闘と首狩り,といったところだ｡これ

らの要素はひとつひとつをとると,狭義のマ

ライシアに独自なものは何もなく,イモ農耕

圏や畑作穀作圏にも存在する｡それにも拘ら

すサグやスンバ, トラジャやエアスが狭義の

マライシアの核心だと言うのは,時間軸で切

るとおよそ紀元前後までに狭義のマライシア

に堆積した文化層がそこに露出しているとい

うことである｡

Ⅱ 湿地の無耕起移植稲作

1.古代中国の下湿地水田

稲作農耕法の系譜を考える上で重要な農法

として更に二つの方法を述べておきたい｡そ

の一つは湿地の無耕起移植稲作であり,もう

一つは蹄耕散播水田である｡この章では湿地

の無耕起移植稲作を,次章で蹄耕散播水田を
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述べよう｡

移植を基幹技術とする水田稲作はイモ農耕

と穀作農耕が接触した地域で始まったとする

仮説は既に述べた｡そして東南アジアの稲作

に関係の深い稲作の発生地域として中国の長

江中下流域を想定した｡移植はイモの子育て

栽培思想を受け継いだ技術であるという仮説

は先述したが,水田という耕地デザインは雑

草処理の必要上,創出されたと考えている｡

この考えは既に高谷 [1986]が述べている｡

雑草処理を狙った水田農耕の様子は先にふれ

た 『斉民要術』[西山･熊代 1969:102]に

周礼からの引用として見られる｡ 下湿地稲作

法だ｡詳細は省略するが,溜池を作り,水路

で田に水を引き,畦に切った水口から田に水

をはり,雑草を切り倒して水中で腐らせ,そ

の草を揚げて捨て,整地して稲を播くという

方法である｡随分と濯概に注意を払って水田

を作る状況が描写されている｡ この方法の狙

いが雑草退治にあることは明瞭だ｡というの

は精密な濯概の様子とは裏腹に,耕転つまり

土の耕起については不思議な程全く記述して

いないからである｡ 『斉民要術』 には華北高

原の稲作も記述をしており,それだと,稲田

に放水して 10日後に有歯ローラーを 10回曳

きまわし,土を充分に耕転 ･吸水させた後,

発芽籾を散播する｡ そして多分草抑えの休閑

桝を行う為に1年毎に休閑する｡この方法は

畑作的散播法にとりこまれた稲作で,その記

述と先の周礼の下湿地稲作を比較すると,下

湿地稲作は水をためて草を刈り倒し,積み上

げて,腐った草を捨てる雑草処理が基幹的技

術であることはいっそう明瞭だ｡長江中下流

で発生した稲作はこの下湿地稲作であったと

考えられないだろうか｡

漸江省余桃県河栂渡の遺跡は余桃江の川沿

いにあり,その一部は小丘の高み上にある｡

7,000年前の余桃江は遺跡の東で北に大きく

蛇行しており,その近くには沼沢地があり,

魚介類の採集が行われたと推定されている｡

遺跡には鯨の骨が出土するので,今よりも杭

州湾の海にもっと近い低湿地に遺跡は面して

いただろう｡ 沼沢地の酉にはそれに引き続い

て小高い湿地があり,そこが水田だったと推

定されている｡ところでこの余桃川だが杭州

湾に面する地域の他の河川同様,潮の干満が

相当大きく, 最大4-5m に達するという｡

現在の田面に掘 られた水路は明らかに感潮

し,逆潮濯概が可能である｡ 要するに河栂渡

遺跡の観察は水田の立地が感潮河川沿いの低

湿地にあったことを示している｡

感潮河川沿いの水田,雑草退治を根幹とす

る農作業,この組み合わせを我々は実はよく

知っていると思っている｡というのは島峡部

の低湿地に広い無耕起稲作がこれによく似て

いるからだ｡その内容は後に詳述するが,倭

用する道具はparmgという刃渡り60cm程

の山刀や, tajakというゴルフクラブに似た

草刈り鎌のみで,水浸かりの田の草を刈り倒

し,草塚を積み,腐るとばらまいて肥料とす

る｡ 植え付けは苗を植え棒で植える｡籾を播

く方法だと水中で籾が窒息死するからであ

る｡

下湿地水田農耕において,草を刈るだけの

蒋耕無耕起,そして移植という技術が核心

だったことを推察する材料は漢代の墓に副葬

された明器や画像樽に見られる｡ 中国の農業

考古学者,陳文筆の論文 [1987]はそうした

資料を集めたもので,いくつかの例がその農

具や方法を示している｡四川省成都出土の漁

猟収穫画像樽は稲穂を刈る人物と大きな鐙鎌

を振り回して稲葉を刈り倒す様子を示す｡四

川省新都県出土の画像碑にも,同様の鎌を振

るって水田の草を刈る人と,杖に身を寄せて

田植えされた水田の草を足で踏み込む図が描

かれている｡四川省峨眉県出土の石刻水田模

型は溜池と,田ごし港概用の溝を切った畦で

画された2枚の水田を示す｡水田では2人の
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農夫が除草を行い,草を塚状に積み上げてい

る｡銃鎌を振り回す様子,草を塚状に積み上

げる様子など,今日のスマトラ,ボルネオの

低湿地の作業と実によく似ている｡中国江南

の紀元前四千年紀の稲作遺跡には石型先や,

破土器と云われる農具が出土する｡破土器は

ロープで牽いて土を切る用法が推定されてい

るが,私は破土器で土を切ったのではなく,

草の網状根層を切ったのだろうと想定してい

る｡ そういう方法が実際に今の低湿地で行わ

れているからだ｡

2.島峡部の湿地無耕起移植稲作

島峡部の無耕起移植稲作はマレー半島,ス

マトラ,ボルネオ,ルソン島などの低湿地に

広く分布している｡その中でも南カリマンタ

ンのバリト川流域は草処理方法の徹底するこ

と,苗の多回移植,棒移植などの特徴的技術

を維持 している点で多地域を断然圧 してい

る｡バリト･カプアス･トラフの湿地環境が

卓越していることと,接近が比較的容易で古

くから稲作伝統が確立していたことによると

思う｡ 湿地は感潮帯の沿岸湿地と川水があふ

れる内陸の氾濫湿地の2区に分けられる｡開

拓の歴史が古いのは内陸の氾濫湿地である｡

湿地稲作の代表としてまずバリト川中流域の

アムンタイ付近の稲作を見てみよう｡

2-1 バリト川の湿地稲作

支川のネガラ川やマルタプラ川の深水氾濫

帯の水田は雨季になると水深 2m程の広大

な湖沼地帯になる｡しかし4月から7月の乾

季には減水して地表が露出し,水田耕作がで

きる｡

水田がまだ深く湛水している頃に苗代準備

を始める｡水田といっても湖沼と同じで,畦

も水路も何もない｡本移植までに苗の移植を

繰り返すので,苗代は1回きりではなく数次

段階にわたる｡最初の苗代の作り方は二通り

ある｡一つは筏苗代,もう一つは,村の道や
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庭などの高みに作る畑苗代である｡バリト川

氾濫帯の例を述べてみよう｡水田の水深と農

作業暦は図 12のようなものだ｡各種の苗代

配置を図 13に示した｡

筏苗代 (rantin)は四月に作る｡バナナの

茎を並べてその上にホテ～草を敷き,その上

に細い藻を置き, 土を2-3cm敷く｡ そこに

発芽籾をばら播く｡筏の大きさは2mX8m

程のもので,これを水面に浮かべ,鳥に喰わ

れないように覆いをする｡水位の高い年は,

筏苗代が増える｡筏苗代の変形は陸地にも作

る｡ これは水位が低くて水田まわりの大畦が

露出している年には増える｡その作り方だが

なかなか手がこんでいる｡まず,パンダヌス

水位

米

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11月

＼ ー 苗代 ヽ＼

領璽ゝ て垂ら

図12 バリト川氾濫帯の水深と稲作作業暦

図13 バ リト川氾濫帯の苗代と本田
1.筏 (第一)苗代

2.変形筏苗代
3.畑 (第一)苗代
4.草畦上の第二苗代
5.本田の第三苗代
6.本田



古川:マライシアの農耕系譜

龍に籾を入れ三晩水漬けし,水から揚げて,

水路沿いの水浴台の上に5日間置く｡ 毎日水

をかけてやると芽と根が少し伸び出す｡そう

すると,ゴザを庭や大畦などの高みに広げ,

そこにホテ一章と藻,その上に更に土を薄く

敷き,芽と根の出た籾をばら播く｡

畑苗代(teradak)は村道の路肩に作られる｡

これは掘棒(tatujakという,図 14参照)で

穿った穴に籾を播いたものだ｡一握りの籾を

5個の穴に分けて播き,足で軽く覆土するだ

けの簡単な作り方である｡

上に述べた各種の第-苗代balaianと総称

する)の苗は3-4週間後に第二苗代に移植す

る｡ 第二苗代はampakとい う ｡ どこに作る

かは,その年の水位によって異なる｡ 再び筏

の上に作る場合がある｡ 今度は土を厚 く置

き,掘棒で穴を穿ち,第-筏苗代の菌株を適

当な大きさに分けて植える｡これは水位が予

期した程下がらず,第二苗代の適当な場所が

得られないと,やむをえず行う｡こういう時

には路肩の高みに作られた第-苗代の少し下

あたりに, amDakを作ることもある｡ 適当

な高さに水位が下がった場合は,水面に浮い

図14 湿地稲作の農具
上段は苗移植用掘棒 (タトゥジャ),中段は山刀
(バラン),下段左二つは南カリマンタンのタジャッ

ク,右端はメコンデルタのパン

ているホテ一章や,水中の藻をかき集め,水

田の中に長く列状に積み上げる｡草積みの大

畦を長く伸ばすわけだ｡ この上にamPakが

作られる｡やはり掘棒で穴を穿ち,第-苗代

から移植する｡ 第二苗代の期間は本田の水位

によって2週間から6週間位で,期間の変動

が大きい｡この間に苗は分辞を始める｡

5月の末から6月初めには,高みの水田が

一部露出し始める｡そうなると第三苗代の準

備を始める｡ これはIacakという｡ Lacak

の準備は草の有無で全く異なる｡雨季に2m

を超える深水が湛水するような所では,ホ

テ一章をかき集めるだけでよい｡露出した地

表に草は全く生えていない｡従ってamPak

から引き抜いた苗を,直径 10cm位の束に

分けて植える｡このとき,葉身は半分に切り

縮め,長く延びた古い根を切り捨てて,掘棒

で穿った穴に植える｡

しかし,雨季も湛水が 1m 前後で経過す

る少し高みの場合,ホテー草以外に,イネ科

の草や,カヤツリ,アメリカセンダンなどが

丈高く繁っている｡そこに第三苗代を作るに

はまず草を刈る｡ 水はくるぶし位の深さだ｡

次のような順序で進める｡

①まず水田の周囲部分, 3- 4m 幅だけ,

tajakで草刈をする(図 13の5の部分がこれ

に当たる)｡土の中の根を切 り払 う程度に

tajakを振り回す｡切った草は50cm程の高

さの畦状に積む｡

② 1週間おいて,草畦を反転する｡このとき

まず山刀で,草畦を切り刻み,反転する｡

③更に1週間おいて,腐ってきた草畦をほぐ

し,直径50cm程の低い塚 buntwang)状

に積む｡

④塚積み作業が終わると,その隙間が第三苗

代になる｡従って,この時期の田面には草塚

と太い苗株が交互に入り交じっている｡

第三苗代期間は約4週間であるが,これも

水深の推移によって変動する｡この期間に分
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辞はどんどん進み,西棟は直径 20cm位に

成長する｡中央部の本田 (図 13の6の部分)

準備をこの間に行う｡ホテー草卓越区では,

簡単にすむが,草卓越区では上述の方法で,

草を塚に積む｡

本移植は6月から7月に行うことになる｡

本移植前に,草塚は田面にばらまく｡緑肥に

するのだ｡第三苗代から引き抜いた大苗は再

び半分に切り縮め,二段根や三段根部分も切

り捨て,ごく僅かの新しい根芽のみ残す｡茎

の下に僅かの白い根芽を残しただけの苗の姿

は, ちょうどタロイモのhead-set方式のイ

モ苗に酷似している｡分辞を引き裂いて植え

苗を作り, 2,3本ずつ, 掘棒で根元を抑え

るようにして穴に差し込む｡移植を2人で行

う場合もある｡ 1人が穴あけを専門に行い,

別の 1人が苗を穴に差 し込む分業を行うの

だ｡

何回も移植を繰り返す理由は,罪-に水裸

の不安定性がある｡そのために,安全期間の

確定が難しい｡早く植えすぎると,時期外れ

の高水で冠水する危険がある｡ また遅く植え

ると,収穫期が増水期にかかって冠水の危険

がある｡この危険は季節性の強い,つまり収

穫期が 10月と決まった品種を使うことで避

けているが,しかし,非季節性の品種もある

ので,収穫目前の冠水害も時に生ずる｡こう

した状況なので,苗代期間がどうしても長期

化する｡過密の線香苗にならないように,成

長に合わせて苗代空間を大きくしてやる必要

があるのだ｡

第二に,深水地帯だから,広い苗代を最初

に確保できない｡だから,減水に応じて苗代

を広げていく必要があるという説明で,これ

はわかり易い｡第三に植えかえることで発根

力が強まるという ｡ 第四に播種籾量が節約で

きるという｡実際,分辞した苗を引き裂いて

植えるので,これは多分言う通りの効果があ

るだろう｡ヘクタールあたりの播種粗量は
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10kg程度で済む｡もし1回移植ならば,4,

5倍は必要だという ｡ しかし,多回移植の最

大の理由は,イモ農耕の各種の移植方式の継

承にあると私には見える｡イモの成長と萌芽

の出葉状況を見て移植をする方法はイモ農耕

では極めて当たり前のことである｡例えば

Alocasiaの地上部を収穫後,残された地下

部のイモから多数のコイモが群がって出葉し

ている様子は点播畑苗代(terladak)と同じだ｡

その一群の萌芽を数株ずつ移植し,更にそれ

が成長すると1株ずつ移植する方法,これは

teradak(第一苗代), ambak(第二苗代),

lacak(第三苗代)という多回苗代方式に最も

直接的動機づけを与えているだろう｡Head-

set方式のイモの植え苗と, 古根を切りとば

されて僅かな根芽をつけたイネ苗の類似性は

先にふれた｡多回苗代はイモ農耕の継承だ｡

さて,生育期間に1回は除草を行う｡ 山刀

で根を切り, かき集める程度で済む｡ 9,10

月に穂積み具(11anga〝∽nという.ジャワの

ant-aniと同じ)で収穫する｡品種は長粒の伝

統種で,インディカ型であるが,中に小円

粒 ･有芭種がある｡ これの味はIR品種に似

てまずいという｡刈穂はカゴに入れて直ちに

家へ運び,葦の子の上で足踏み脱穀をする｡

粗は大力ゴに納め,家の中に置く｡収穫後,

藁はそのまま水田に残す｡雨季の雨でやがて

倒れた藁は翌年かき集めるか,タジャック整

地の際に草と一緒に緑肥に積む｡

低湿地帯では農耕儀礼の類を殆どみない｡

ただ,バンジャール人のみが,少しばかり儀

礼を行う｡ 次のような移植始めの儀礼と収穫

儀礼がある｡移植始めの日,田の真ん中にム

ライ (始めの意)の稲を植える｡ 6×6,36

株を植え,真ん中の1株は竹3本の叉で囲ま

れている｡ 1日目はムライの稲を植えるだ

け,移植は翌日から始める｡収穫儀礼は次の

ように行う｡収穫前日,一部の田を飾る｡竹

柱を立て,それから数本のロープを張りわた



古川:マライシアの農耕系譜

し,そのロープに種々の色の布を垂らす｡そ

してその下で共食を行う｡それにはモチ米で

作った菓子がっきものだ｡また,この時,初

穂束を作る｡長老が最もよい稲穂7本を挟ん

で摘み,束の下端を泥で封印する｡ この穂束

を新しいサロンでくるみ,香油を注ぎ,ラン

プで3日間照らした後,その水田所有者の家

に持ち帰り,米カゴの上に吊す｡儀礼といっ

ても簡単なもので,スンバやトロプリアンド

の儀礼に比べると,明らかに大量生産栽培思

考の影響を受けて退化してしまっている｡

こうした内陸の氾濫帯は半年は完全に全面

が水びたしになる土地だから,稲作以外に,

内水漁業が盛んである｡水田には茎をあちこ

ちに置く｡また四手綱を小型にしたようなす

くい網で川岸の水中をすくう｡ 川岸や水路沿

いには刺網を張る｡垂直に張る刺網と斜めに

張るものがある｡ 湖沼には漁柵をジグザグに

数 km も張る｡ツポに入った魚をクモです

くう｡

これら以外に釣りや投げ綱も勿論行われ

る｡獲物の川魚は干魚,塩干魚に加工する｡

煩製魚や トゥラッシー (蝦曹)作りはしな

い｡

サンパンを漕いで水面の葉陰を行く人々は

夜昼となく蚊やりを焚いている｡蚊が多いの

だ｡蚊やりにはダンボルという木の樹皮を焚

く｡ これは水で練るとぬるぬるになり,乾く

と多孔質な燃焼材になるので,シンガポール

製の蚊とり線香にも大量に使われる｡ このダ

ンボル集めも,村人の重要な収入源の一つ

だ｡

2-2 バタン-リ川の湿地稲作

バリト川の氾濫帯で自然の湛水条件を生か

した雑草抑制が行われているのに比べ,スマ

トラのバタン-リ川の氾濫帯や中流域の内陸

低湿地では,後背湿地の排水水位を制御 し

て,雨季の湛水域を拡大し,sawahpayoと

いう一種のベースン濯概で雑草抑制を行う｡

これはスマトラ東岸一帯からマレー半島に広

く分布する｡ その特徴をかいっまんで次に述

べよう｡

バタン-リ川中流域の主谷域では,河岸段

丘の川岸が高い｡ 乾季だと, 6,7mの崖が

露出する｡河岸段丘の上には自然堤防が発達

し, 村はそこに並ぶ｡ 後背湿地bayo)の水

田をsawahpayoという｡SawahI)ayoの模

式図を図 15に示した｡河岸段丘には自然堤

防から後背湿地へかけて皿状にくぼんだ地形

があり,丘陵脚部で再び高くなる｡雨季に空

から見ると,河と後背湿地は水面でつなが

り,自然堤防の集落が水に浮いているように

見える｡雨季のsawahpayoは深水にすぎる

ので稲作は不可能である｡乾季に,水位が下

がり始めると,高みから土が罵出してくる｡

その泥地を追って稲を植える｡これが自然の

ままの湿地稲作で,先述のボルネオの場合は

ほとんどが,この形態である｡

ところが, スマ トラでは 1920年代 に

ちょっとした改良が行われた｡それは後背湿

地を排水する小川に水門を設けたことであ

る｡ 雨季の間,水門を閉じておくので後背湿

地の水位は従来よりも高くなり,その分,堰

水域を広げる効果がある｡12月に収穫が済

むと,藁を刈り倒し,水門を閉じる｡後背湿

地には雨水が溜まり始め,最深部では2m

に湛水する｡周辺部の高みの水田も湛水す

る｡高みの水田は高い畦で囲われており,高

図15 スマトラ島バタン-リ川の氾濫帯のサワー･
ノヾ ヨ
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水期に水が十分溜まると,水口 (ミナクチ)

を閉じる｡要するに,後背湿地全体も,一筆

毎の水田も,できるだけ深い湛水状態を実現

するデザインだ｡その狙いは深水で草を殺す

ことである｡

6月頃,後背湿地の水門を開いて排水す

る｡ 1カ月程で最深部の水田迄排水が進む｡

深水のために草は殆どない｡しかし土を泥に

するため,水牛蹄耕(rlenCa)を行う｡ 5月に

は自然堤防地帯に第一苗代を作る｡掘棒で孔

を穿ち,一握りの籾を4,5穴に播いた陸苗

代だ｡ここの掘棒は先述の短い植え棒ではな

くて,太くて長い,イモ農耕用の掘棒に似て

いる｡ここで30-40日成育した苗は,高み

の水田の第二苗代に移す｡第一苗代の1株を

3株に分け,やはり掘棒で穿った穴に挿しこ

む｡ここに20日おく｡

蹄耕が終わると水牛はまわりのヤプや村の

中で放牧する｡水田は全体を柵で囲う｡各自

の水田は川岸から後背湿地へ向かって短冊状

に区切られ,20×100ドゥパ(1ドゥパは約

1.8m)単位に柵で囲う｡苗代も柵で囲う｡

そして田植えを,まず高みから始める｡ 高み

の水田は第-苗代から直接,本移植を行う｡

低みの水田はまだ水が深いので,移植が遅れ

る｡ その間,第二苗代に苗を置く｡減水が進

むと,やはり掘棒で穴を穿ち,第二苗代から

大苗を移植する｡低みの水田に植える品種は

パディ･サイゴンのような長梓晩生型だ｡移

植後,除草の必要はない｡ 11月,雨季が始

まって,sawahDayoが増水し始める頃,穂

摘具で収穫する｡播種量がヘクタール当たり

2カレン(約30kg)に対して, 収穫量が2,000

カレン(約3トン)である｡

要するに水門っきsawahpayoは水田と溜

池を一体化した構造であり,溜池の目的は雑

草抑制,つまり周礼に言うように,草を搾

り,董死せしめることなのだ｡

こういう構造だから,sawahpayoは同時

294

に魚池でもある｡竹筒を3,4本束ねた茎に

重りをつけて沈めておくとタイワンナマズ,

ウナギ, ドジョウなどが入り込み,獲物は多

い｡

3.湿地無耕起移植稲作- 小結

ここで述べたボルネオ,スマトラの湿地無

耕起移植稲作は要するに中国の長江中下流域

で発生した稲作の原型を示していると私は考

えている｡長江流域の考古学的確証は多い｡

感潮河川沿い,氾濫帯など,湿地の環境に立

地する稲作遺跡と,長江沿い湿地に野生稲が

自生していた可能性 [巌文明 1982]が知ら

れており,これにイモ農耕の思想を継承した

移植法の成立を重ね合わせると,その仮説に

辿りつく｡地理的距離と,6,000年という長

い時間の差を考えると,その仮説は成立しな

いのではという反論があるだろうが,生活文

化と環境の本質に根ざした技術の息の長さは

想像を絶しているものだ｡ただ残念ながら,

その原初形態がスマトラ,ボルネオへ伝播し

た途中経過と時期を明らかにする材料はな

い｡

ところで,上述した氾濫帯の湿地稲作は確

立した技法であり,連作を行い,水田地帯は

林が姿を消した開けた空間だ｡林を伐って焼

くといった風景ではない｡他方,現在の沿岸

帯感潮湿地は最近迄,多雨林におおわれたフ

ロンティアだった｡その開拓が今,進行中で

ある｡そうした開拓地の景色は丘の焼畑と同

じで,焼け焦げた高木が残り,倒木があり,

木株が残っている｡湿地焼畑である｡ 密林を

開いて3,4年は草が生えないからこれは理

想的な水田になる｡ しかしその内多年性カヤ

ツリが一面に生える｡それを湿地稲作の方法

で草を切り,水づけにして殺して水田を続け

ていると,やがて一年性のカヤツリ原にな

る｡住民はそこで二つの選択肢古手当面するo

休閑して林に戻すか,湿地稲作の連作田にし
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てしまうかである｡要するに林だったフロン

ティアに湿地稲作が侵入しつつある状況だ｡

この状況はやはり中国の江南で,漢代の記

録に現れる火耕水帝を思い起こさせる｡ 火耕

水靖は記録を行なった華北の人間にとっては

辺境の農業で,短い記述で終わる為に実態が

はっきりしない｡例えば ｢江南は火耕水持

す｣(史記平準書),｢江南の地は火耕水持す｣

(漢書武帝記)｢楚越の地は,地広く人稀にし

て,稲を飯いて,魚を葵にす｡或いは火耕し

て水持す｣(史記貨殖列伝), ｢楚に江漢の川

沢山林の鏡有り｡ 江南は池広く,或いは火耕

水持す｡民は魚稲を食らい,漁猟山伐を以て

業と為す｣(漢書地理志下)などである｡簡単

な記述なので種々の解釈がされている｡最も

早く行われた注釈で有名なものは後漢の応勘

による｡それによると,草を焼いて水を入

れ, 稲を播き, 草と稲が7,8寸に伸びたと

ころで全部刈り去り,また水を入れると草は

死んで稲だけが伸びるという解釈だ｡これは

乾季に厳しく乾き,雨季は一面の水面になる

大陸部デルタの稲作を思わせる解釈だが,果

してそうしたものだったのだろうか｡周年の

湿地では草を焼くだけでは草抑えはなかなか

難しい｡最近翻訳された彰世奨の論文は火耕

水靖についての論議を簡潔に要約し,次のよ

うなイメージを出している [彰世奨 1987]｡

①漢代に江准,嶺南,ベトナム地域で行われ

ていた,(塾河川 ･潮 ･海などの臨水地方で行

われた,③当時の人口希薄な開拓地の農法で

ある,④型排は行わず,直播だった,⑤水で

雑草を掩死させた｡彰の四つ迄は賛成だ｡現

在の島峡部の沿岸感潮帯に開拓が侵入する状

況と往時の江南,嶺南の沿岸湿地の開拓とが

歴史的過程として本質的によく似ている｡し

かし,植え方が直播かどうかは尚疑問があ

る｡彰は広東新語を引いているが,その中で

も ｢沙田の低みは秩蒔す｣とある｡これは苗

の移植か,直播か疑問がある｡ また,漢代の

文献にしても,当時先進地域の華北の役人

が,江南に対する優越感から一部の直播を過

大に報告したこともありうる｡

広東新語の舞台となった珠江デルタは我々

も訪れたが,明らかに感潮湿地である｡番馬

県の沙湾で聞いた話では,沙臥ま3種に分か

れ, 珠江の水位からの高さが 1.2-0.8m の

ものが高沙田と呼ばれるが,高沙田も潮汐に

よる自動濯概が可能である｡今は輪中集落に

なり,水田は輪中堤で囲まれて,内水をポン

プで排水するが,解放前は堤防も土盛りの小

さなものだったというから,満潮時の高水位

で湛水する水田も広かっただろう｡ 人々は中

土堤の上に藁葺きの干欄家を建てて住んでい

たという ｡ 木桝という二又鍬で土を反転し,

早稲の苗を清明節の頃に手植えし,半月後,

麻剣という先端に鉄片をつけた掘棒で穴をあ

けて晩生種の苗を植えたという｡ 沙田は一作

のみだったが,解放前から民田という高みの

水田もあり,これは水利制御が可能だったの

で二期作を行なっていたという｡

これから考えると,感湖岸の沙田は水利制

御が難しく,年一作の湿地移植稲作地域が相

当広かったと考えられる｡島峡部の氾濫帯に

湿地稲作が入り,それが感潮帯湿地へ火耕水

蒋型の稲作で拡大していっている現在の状況

は,かっての中国江南,嶺南地方の開拓過程

の一面を示しているのではなかろうか｡

ところでスンバやサグ島の蹄耕移植法と,

スマトラ,ボルネオの草を切るだけの無耕起

移植法の関係はどうなのか｡私は先述のよう

に蹄耕を牧畜 ･穀作複合の系譜で考え,無耕

起湿地稲作をイモ農耕と穀作の会合から生じ

た,家畜も型も持たない農耕形態と考えてい

るので,両者は農耕の系統が異なると見てい

る｡ これらを厳密に分けるのは難しいけれど

も,蹄耕移植法における家畜の利用,再生信

仰を軸とした原始宗教の保持,巨石文化の根

強い維持などは,例えばマライシア圏の西端
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にあるマダガスカルにも見られ,マダガスカ

ルの文化は更にナイロート系の部族にも共有

される.例えばスーダンのナイロート系部族

にはストーン･サークルやドルメン,犠牲牛

の首をかける柱,彫刻を施した墓柱,葬儀に

おける大量の牛供蟻などが一般的に見られる

[SeligmanandSeligman 1932]｡巨石文

化はクシュ族ももつが,ナイロート系やク

シュ族系の文化は牧畜と雑穀農耕を行い,段

畑,濯軌 厩肥利用の技術を紀元前-千年紀

にはエチオピアから南下してケニア高原迄も

た らした と考え られてい る [Murdock

1959:193-203]｡スンバの文化がすべてドン

ソンから来たと考えると,巨石文化が ドンソ

ン文化には欠落しているので,それは他の文

化の伝播に求めざるをえず,直ちにアフリカ

東岸とヌサ ･トゥンガラを結び付けられない

にしても,その吟味は今後に開いておかれる

べきだろう｡要するにヌサ･トゥンガラとナ

イロート系譜部族やクシュ族の間に何らかの

関係を予想しておく方がよいので,現時点で

は蹄耕移植稲作と湿地の無耕起移植稲作は系

統がちがうと考えている｡

Ⅳ 牧畜 ･椴作複合の中の稲作

麦や雑穀を主体とする畑作地帯の農耕はこ

れまで述べた稲作と相当異なる様相を持っ｡

西アジアの麦作の様子は紀元前三千年紀の農

耕指南書に述べられた方法が今もほとんど変

わらない形で例えばイラン高原で行われる｡

そ_0方法をKramerの訳 [1963:340-342]
から私なりに抄訳 してみると次のようにな

る｡(1)水路から港親水を導水し,数日間湛水

して,土にたっぷり吸水させる｡(2)牛を追い

込んで蹄耕を行わせた後,まぐわで砕土し,

均平にする｡(3)牛2頑曳きで型排を行う｡ 2

種類の型で交互に行い,エプリを3回かけ

る｡ (4)型で6mに8本の溝を切り, 括種器
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で条播する｡(5)播樺後,再び型で交差耕を行

い,覆土する｡(6)芽がでると,ニンキリム女

神に祈り,烏をシッと追う｡(7)オオムギが播

き溝一杯に生え揃うと,港概をする｡(8)オオ

ムギがマット程の高さに伸びると2回目の濯

概をする｡(9)3回目の港概を行い,オオムギ

を赤枯れさせるサマナ病に気を配る｡(lqI穀粒

が多く付くと4回目の濯概を行う｡(ll)刈手,

束ね役,脱穀場へ運ぶ者3人 1組で収穫を行

う｡(12)オオムギを脱穀場に積み上げ,脱穀車

を曳いた牛を歩き回らせる｡(13)風速後,ムギ

を大ガメに貯える｡記述はないが収穫は大鎌

による｡

現在行われる方法はこの規範からいくつか

の点でむしろ退歩している場合も見られる｡

天水畑地帯では条播の代わりに散播が一般的

だし,脱穀車を曳かないで,単に牛を歩き回

らせる牛蹄脱穀 も西アジアからインドに広

い｡だから家畜をもっ麦作の最小限の特徴は

何回も行う型把耕,散播,鎌による根刈り,

牛蹄脱穀,穀実のカメ貯蔵とまとめられる｡

貯蔵法には変化が多く,害穴,ビン,倉用建

物,なども使われる,こうした農法の分布は

広く,西アジア,西インドからデカン高原,

華北にまで広がる大量生産思想に基づく穀作

農耕の基本型になっている｡

1.マダガスカル概観

この畑作穀作地帯に近い地域の稲作はこれ

らの技術を受け入れて,畑作的変形をこう

むっている｡そうした例はスリランカやマダ

ガスカルに兄いだせる｡ その特徴を端的に言

うと,蹄耕 ･散播 ･鎌による根刈り･牛蹄脱

穀である｡ 例えばスリランカでは水牛蹄耕 ･

散播 ･鎌刈り･牛蹄脱穀が基本的農法になっ

ている｡湿潤地帯南端のマタラ付近で,蹄耕

後の水田に入った人々が鍬柄で身体を支え,

足を左右に振りつつ泥を均平にする情景は,

例えば後漢の四川省新都県出土の毅秩農作画
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像樽に描かれた様子や,アッサムのアパタニ

族の踏耕の状況 [F也rer-Haimendorf1962]

に酷似している｡これらの例も畑作体系の中

にとりこまれた稲作だ｡こうした畑作的稲作

の例を豊富にもっマダガスカルを以下にのべ

てみよう｡

マダガスカルの農耕はアフリカ大陸要素と

アジア島喚要素の両者をもち,しかもその下

に古層のイモ農耕が見えかくれする興味ある

複合体を作っている｡アフリカ大陸要素とは

草原景観,雑穀 ･肉食,牧畜民,アジア島峡

要素とは森林景観,米 ･魚食,農耕民と把え

ている｡マダガスカルにはこうした文化を

44o 46● 48● 50■
12̀

An:アンタナナリブ Ma:マナカラ

Fi:フイアナランツァ Mj:マジュンガ

Fo:フオート･トーフアン Ta:タマタブ

Ih･イホシ Tu:トリアール

図16 マダガスカル位置図と主要民族分布

担って次々と種々の人々が渡来しており,図

16に示した中央高地, 東部雨林, 西部サバ

ンナに多様な部族が住み分けている｡まず主

要な部族の農耕要素を簡単にまとめてみよ

う ｡

中央高地｡高原に草原が広く,牧畜と畑を組

み合わせる｡谷に水田を開く｡

(メリナ (Merina)･ベツイレオ(Betsileo))

水田は昔は牛の蹄排で,今はangadyと呼

ばれる擢型鋤で耕起して堪水する方法が卓越

するが,型把桝が入りつつある｡ 谷の水田

は,渓流の水を受けて草の斜面を長い斉田い水

路で導水 して港概を行う｡ 見事な棚田も広

い｡植え付けは移植,その後鎌刈り,打付け

脱穀を行い,家内に貯蔵する｡高原の上の畑

は牛柵を設けて牛糞施肥を行い, angadyで

穴をあけて,キャッサバ, トウモロコシを植

える｡下の畑はangadyで大土塊を反転 し,

雨で紬塊になると種々の作物を植える｡ メリ

ナ,ベツイレオ地域の中心,アンツイラベに

は40km程の幅でカルク･アルカリ系火山

岩と火山灰の噴出が見られ,そこにはタロイ

モ畑が広い｡

東部雨林｡東岸に落ち込む急斜面の多雨林に

焼畑が広く,谷と,東岸の砂丘背後の湿地に

水田がある｡

くべツイミサラカ (Betsimisaraka))

谷の盆地の水田は蹄排で地掠えをするが,

フランス植民地時代に入った鍬耕起も行う｡

植え付けは散播,点播,移植で行われる｡ナ

イフで穂を摘み,足踏み脱穀をし,籾を高床

倉に貯える｡少し古い村だと蹄耕前に,顔,

蜂蜜,ラム,タバコなどを水田の斉園にお供

えする｡東岸沿いにはvia (Alocasia) の密

生した湿地が長く伸び,今その水田転換が始

まっている｡ こうした湿地水田は山刀で

via, カヤツリを切り倒し, 水づけにして腐
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らせる｡ 2回移植,点播,散播などが行われ

る｡viaは食用にもなる｡長い太い掘棒を

使って周りを掘り,イモの下に差し込んでテ

コで掘り出す｡地上部は捨て,下部の膨らん

だ球部の皮を剥き,おろして団子にし,煮る

かフライにする｡焼畑地はマレー地域と同じ

だが,繰り返し使われた焼畑は旅人木のヤプ

に変わっているところがマダガスカルらし

い｡ 太い掘棒で穴をあけ, 米, トウモロコ

シ,緑豆,キビ,タロイモなどを植える｡米

はナイフで穂摘みをし,足踏み脱穀を行う｡

山麓や赤土の丘には丁字,ライチ,バニラな

どのプランテーションがフランス時代に開か

れている｡

(タナラ (Tanala))

典型的焼畑景観を示 し,長い斜面に高木

柿,ヤプ,焼畑地が入り交じる｡伐開時には

vazymbaに通知する儀礼がある｡vaEymba

はマダガスカルの伝説上の先住民で,神と同

等と意識されている｡林の中へ裸の男が入

り,籾の皮をむいて植えたり,バナナの苗を

逆さまに植えるなどバカな仕草をする｡する

とvazymbaがこの男の夢に現れて,こんな

バカな者共と一緒には居れないから,ワシは

出ていくよと告げる｡これで伐開 ･火入れが

許される｡防火帯を設けてきれいな火入れを

行う｡播種は太い掘棒をまっすぐ打下ろして

穴をあけ,籾を点播する｡穂摘みナイフで収

穫し,野小屋に積み上げて 1カ月乾燥後,ね

ずみ返しの円盤のついた立派な高床倉に入れ

る｡ 谷底には水田もあり,従来は蹄耕後,主

に散播を行なったが,点播や移植植え付けも

あり,最近は型耕も始まった｡

(アンタイモロ (Antaimoro))

ベツイミサラカと似た環境と焼畑,水田耕

作を行 うが,高床米倉はより立派である｡

コーヒー,油ヤシ,丁字などのプランテー

ションも広い｡アンタイモロの一派アンタイ

ラオチャは8世紀頃アラビアからアフリカ東
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岸を経由して移動して来たと伝えられ,航海

術,占星術,薬物学,魔術に詳しく,ヴォヒ

ペヌ (Vohipeno)には書記が居り,今もマ

ダガスカル語の年代記をアラビア語で記録し

ている｡ イヴァト (Ⅰvato)にはこうしたア

ラビア系移動民の王が居り,高床宮殿があ

る｡

(アンタヌシ (Antanosy))

東岸南端部に居る部族で,水田はやはり湿

田だ｡蹄排を行い,鍬で地均しをし,辛,大

土塊は畦に積み,牛糞施肥をして田植えか散

播をする｡鎌刈り後,石にたたきつけ,脱穀

を行い,粉をカゴに入れて家内に置く.焼畑

は頑丈な柵で囲い,掘棒点播を行い,2年目

は鍬で耕起 してサツマイモを植える｡ライ

チ,ジャンプルジャン (インドネシアのチャ

ンプ-),コ-ヒ-などの常畑も広い.

くべザヌザヌ (Bezanozano))

谷地田で行う水稲耕作はスリランカ湿潤帯

の方法に極めてよく似ている｡方法は後述す

るが,蹄耕 ･散播 ･鎌刈り･害穴貯蔵を行

う｡低い丘で焼畑も行い,angadyを突き立

てて軽く押して穴をあけ,点播をする｡タロ

イモ,viaの利用,多種のヤムイモを栽培す

る｡

西部サバンナ｡雨緑林,サバンナ,草原が広

く,牧畜の重要度が東岸に比べて高い｡生

莱,食物,霊観念などにアフリカの影響が強

い｡

(ツイミへティ (Tsimihety))

島北部の雨緑林地帯に住み,水田と焼畑,

常畑耕作を行う｡ 伝統的水田は草山下部の緩

斜面にあり,傾斜変換線に引いた水路にス

リットを切り,放水し,吸水した土に牛を追

い込んで蹄耕をさせる｡全く畦のない傾斜水

田である｡そこに乾燥粗を散播する｡収穫は

鋸歯鎌で根刈りをし,牛糞で固めた脱穀場で

牛蹄脱穀を行 う｡ 柵囲いの焼畑耕作では
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angadyを斜めに突き立て前方-押 して開け

た穴に籾を点播する｡同時に,豆類を植え付

けるが,キマメ,緑豆,インゲン,その他数

種の豆,ウリ,カボチャ, トウモロコシを一

つの穴に混播する｡ 他にバナナ,サ トウキ

ビ,イモ類も植える｡米はやはり鋸歯鎌で根

刈 りをし,水田とちがって棒叩き脱穀を行

う｡粗は枝条土壁ぬりの米倉に収める｡倉は

少し床を上げている｡

(サカラヴァ (Sakalava))

サカラヴァは中央高原から西岸-下るゆる

やかな草原とサバ ンナ林に居住 し,彼 らに

とっては圧倒的に牧畜が重要な生業である｡

広大な草原は牧畜景観である｡ 乾季の終わり

10月中旬, 草原に火を放っ ｡ 古い禾本科の

草は黄色く枯れ,堅くなって牛が食わない｡

また家畜の目を突く｡ それで,草焼きをし,

雨季に新芽を出させる｡ 次ぎに述べるバラ族

もそうだが, 1人で数千頑の牛持ちがいる｡

こういう状況だから農業は精彩を欠いている

が,水田もある｡伝統的な水田農耕が発達し

ていないだけにかえって近代的濯概水田農場

がある｡例えばマ-ジャンガ (Mahajanga)

近くのマルヴアイ (Marovoay)にはそうし

た巨大な農場がある｡小規模な水田では港

概 ･蹄耕 ･移植 ･鎌刈り･牛蹄脱穀が標準的

だが,蹄耕後の水田に掘棒点播も行われる｡

伝統的農耕としては水田よりもバオバブの多

い雨緑林を開いた畑が目立ち,キャッサバ,

サツマイモ, トウモロコシの他にワ夕が広

い｡ 野生のイモ類の利用も目立っ｡Baloと

いう野生のヤムイモを林で掘 り,ゆが く｡

tayiというヤマイモは水につけて干し,粉を

団子にする｡テンナンショウの類のtavolo

はすりおろして,布で漉し,乾燥粉を団子に

する｡こうしたウガリ系の食い方,牧畜景

鶴,槍をもって牛を追う長身の人々など,サ

カラヴァ族はアフリカ東岸の影響が最 も強

い｡

(マハファリ (Mahafaly) ･マシュクール

(Mashkor))

西南部の乾燥地帯にいる部族の中では最も

農耕に重点をおくのがこの2部族である｡両

方共,水田は殆んどもたず,壕性のサバンナ

に開いた畑に依存するが,マ-ファリ族の方

がより移動焼畑的で,村の家は簡単且つ小さ

い｡枝条壁や草編屋根は折り畳んで牛車に載

せ,移動することができる｡ マシュクール族

はより常畑的で,家 も少 し大 きい｡畑 は

angadyで低い畝を立て, 中耕除草の時は畑

に座り込んでangadyを水平にくりだし, 辛

を削る｡作物は現在はキャッサべ トウモロ

コシと各種のマメ,特にアフリカの指標作物

であるバンパラマメも相当量栽培される｡ 商

品作物としてのワタ栽培も広い ｡ トウモロコ

シ以外の雑穀として,多分,モロコシが栽培

されている｡ 結局商品作物と焼畑を組み合わ

せたローテーションが今は広がっている｡ 伐

開した畑に1年目はトウモロコシ, 2年目は

トウモロコシとキャッサバ,3年目は施肥を

してワ夕を栽培後,3,4年の短期休閑を行

う ｡

(ヴェズ (Vezo))

サカラヴァ族,マシュクール族と言葉が同

じで,両部族に関係が深いと考えられている

のがヴェズ族である｡ しかし,ヴェズはアウ

トリッガーを使った漁業に特化していて,農

耕,牧畜は行わない｡漁民であるにも拘 ら

ず,彼らの霊観念の中では牛のもつ意味が大

きい｡それに少し触れておきたい｡モロンダ

ヴ ァ (Morondava)の北 の海岸近 くに,

ヴェズ族の病気治療儀礼を行う聖地がある｡

タマリンドの大木の周りに病気治療用の床机

が並んでいる｡ 彼らの観念では,森には横死

を遂げて葬儀を受けず,うろうろしている死

霊がいる｡死霊は年に1回は生きている人に

とりつき,とりつかれた人は病気になる｡医

者が診てもその原因が判らない｡呪術師が病
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人をこの床机の上に上げて踊らせる内に, ト

ランス状態になった病人は来年の大雨,収穫

などについて語る｡ これはとりついた死霊が

語っているのである｡人々が準備しておいた

牛の中から1頑の牛を病人っまり死霊が選

ぶ.その牛はdabwaと言われる. 人々は

dabarlaを槍で刺す｡刺すべき場所も病人っ

まり死霊が教える｡吹き出た血を病人が飲む

と,死霊は病人から出てdabaraの牛に入

る｡ dabwaの牛は狂ってあばれまわるが,

人々がそれを取り抑え,鎮める｡牛が鎮まる

と病人の病気は終わり,時には1週間も続い

たこの儀礼も終わる｡その間,人々は病人の

提供する食事にありついていたのである｡こ

の後, 病気の癒えた人とdabwa牛は同体で

あり,その人が病気になると牛も病気にな

り,その人がなくなると牛も死ぬ｡この儀礼

で,牛を槍で刺してその血を飲む行為や,死

霊が人から牛に移るといった観念は,東南ア

ジアのものではなくてアフリカに現に見られ

るものだし,その系譜は明確には判 らない

が,ナイトーロやクシュ系部族に由来すると

推定される｡要するにマダガスカル西部サバ

ンナの動物と人間の関係は東南アジアのマラ

イシア地域の要素と違って,東アフリカの要

素だろう｡

(タンルイ (Tanroy))

タンルイ族は南岸のトゲサバンナに住み,

牧畜と畑作を行う部族である｡ 畑はサボテン

や鋭いトゲをもっ多種のユーホルピア属の低

木で囲まれている｡タンルイの居るトゲ林で

は草の株が連続していないので火入れをして

も火が走らない｡そういう乾燥地だから,サ

ボテンも乾燥年には牛の餌として重要であ

る｡畑の耕作法,作物はサカラヴァ族などと

似るが重要な違いが一点ある｡牛の数がより

多いので,畑に繋牧をして牛糞施肥をするこ

とである｡これはマ-ファリ族も同じ慣行が

ある｡メリナ･ベツイレオも牛柵施肥慣行が
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あるが,石囲い牛舎で牛糞を集めるのが主で

ある｡ タンルイ族はこの牛柵施肥のおかげ

で,常畑耕作が主体である｡

(バラ (Bara))

サバンナに火入れして作りだした広大な草

原地帯で,最も牧畜に依存した生活をするの

がバラ族である｡中には数千頭の牛持ちがい

る｡しかしバラ族はたいへんユニークな水田

耕作も行う｡その内容は後述するが,ツミへ

ティ族同様,傾斜水田,蹄耕,散播,更に散

播後の種子踏みこみ用蹄耕も行う｡そしてツ

ミへティ族より遥かに牧畜要素が強く,傾斜

水田も大規模である｡ バラ族の農耕法は牧畜

と稲作の遭遇であるといえよう｡

以上の如く,東岸雨林の農耕は雨林マレー

の稲作と類似点が多く,他方西岸サバンナは

アフリカ東岸の牧畜およびサバンナ農耕との

類似点が多いといえる｡西岸サバンナの農 ･

牧複合は,農を主とするか,牧を主とするか

重点の置き方によって,多くの変異形が生ず

るが,アフリカ東岸のみならず,マライシア

の古層を保持する核心域,例えばヌサ･トゥ

ンガラに分布する農 ･牧形態にも類似点が

多々指摘できる｡これらの類似性はマダガス

カルの他の生活文化,例えば巨石を立石に使

い,多数の牛を供犠する葬制,また村の広場

に建てられた尖った二又の供犠柱,鳥をモ

チーフにした墓柱や段台ピラミッド,など看

見るといっそう強められる｡同様の生活文化

要素はほとんどがイモ農耕圏のメラネシア,

ポリネシアにも見られる｡こうした状況に着

目すると東アフリカからメラネシア,ポリネ

シア迄,環赤道海域にいくつかの文化のリン

クが連なり合って続いていると考えたい訳

だ｡全ての要素が一つのリンクで直接結び付

けられている状況でないことは明らかだが,

要素によっては,例えば段台ピラミッドのよ

うに東アフリカからポリネシア迄,高い類似
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性の見られるものがあるし,樽型鋤による大

土塊耕起法,蹄排など,マダガスカルと東部

インドネシア地域の問には密接な関係を想定

させるものがある｡

環赤道海域農耕帯を想定すると,大きな構

図は,両端にイモ農耕圏 (西端部は穀作が相

当厚くイモ農耕を覆ってしまっているが)が

あり,中間にクサビ状に雑穀及び稲の栽培圏

が割り込んでいる形だ｡そして稲のクサビが

入り込んだ地域つまり狭義のマライシア圏は

サバンナが牛 ･稲,雨林が林 ･稲の複合を示

し,東西に押しやられたイモ農耕圏は豚 ･イ

モの複合を保存している｡

2.畑作的稲作の2類型

マダガスカルの稲作には畑作的要素が濃厚

である｡その例を二つ取り上げておこう｡ 一

つは東部雨林の谷にいるベザヌザヌ族の稲

作,もう一つは西部サバンナで牧畜を行うバ

ラ族の稲作である｡ベザヌザヌの稲作はスリ

ランカのものに酷似し,多分密接な系譜関係

を相互に辿れるだろう｡ バラ族の稲作はツミ

へティ族もそうだが,系譜的な同根関係を明

確に指摘できる他の地域を知らない｡しかし

その稲作の特徴は湿地雑穀としての稲の特性

を牧畜の技術の中に実に巧妙にとりこんでい

ることで,そこに農 ･牧複合地域の農耕思想

の根幹が鮮明に現れている｡

ベザヌザヌ族の稲作は次のようだ｡見聞し

た地点はモラマンガ(Moramanga)の北, ア

ンボヒブラケリ(Ambohibolakely)村であ

る｡地掃えは乾いた水田表土を乾季に型耕し

て雨を待つ｡雨季の雨で水田に水がたまり始

めるとマグワをかける｡この後年柵で集めた

厩肥を水田に運び,水田面に点々と塚状に積

み,程なく田面全体に撒く｡水田地帯の中に

は港概排水兼用の水路が通り,これを使って

水田を排水し, 蹄排を行う｡ 蹄耕は10頑前

後のコブ牛を-群れに密集させ,長楕円形の

時計まわりに追う｡スリランカではこの時,

3,4頑ずっ首をロープで繋ぎ合わせた牛群

(angiyaといわれる)を3-4群追い込み,

各群に1人ずっ遣い手がついて,丁度型のな

い牛耕の形で整然と蹄排を行う｡いかにも型

耕地帯の変形牛耕を形成しているが,マダガ

スカルではもっと素朴な形の蹄排だ｡長楕円

形でぐるぐる回った後,牛を横列に広げて,

同じ場所を往復させる｡ 一区画がこうして泥

になると,横-移る｡区画といったが,畦で

仕切 らせた一筆単位にとらわれてはいない

で,畦を越えて何筆も横断的に行う｡ 蹄耕が

終わると今度は人間がangadyを支柱にして

足を左右に振り泥を均す｡そして水田の中に

何本もの浅い排水溝を掘る｡これは田面の水

深を出来るだけ均一にして出芽率を高める狙

いがある｡スリランカの水田も同じ目的と形

態の排水溝を掘る｡準備が整うと発芽籾を散

播する｡ この時田面は落水してある｡芽立ち

して3cm程に苗立ちすると水を入れる｡ 稲

が30cm程成長する迄は湛水を続け,一旦

水を落とした後,再び湛水して除草を 1回行

う｡ この後は除草は一切しない｡4月, 5月
に落水 して,鎌で根刈りして,稲束を牛柵

(蹄耕用の牛を入れていた柵) に運び, ムシ

ロを敷いて,その上に稲束を積み上げて牛蹄

脱穀を行う｡ 風遺した籾は牛柵の中で干し,

カゴに入れて村へ運ぶ｡貯蔵法が面白い｡3

種の方法がある｡第一は害穴貯蔵である｡ 家

の床か庭に深さ2m の穴を掘り,シダの葉

を底,壁面に敷き詰める｡そこに籾を入れ,

シダの葉で覆い,板で蓋をする｡その上を牛

糞で塗り,更に土で塗りこめる｡第二はカゴ

貯蔵だ｡ 高さ3mのカゴを作り, ムシロで

蓋をして家の中に置く｡ スリランカでは戸外

に低い小屋を作り,その中に牛糞塗りのカゴ

をおく方法があるが,ここではその方法は行

わないという｡ しかし,以前は行われていた

印象を受ける｡第三は,家の天井に板を張
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り,ムシロを敷いて籾をバラ積みする方法

だ｡これが盗難よけ,粗の保存性の点から最

も良いという｡

ここで述べた害穴貯蔵はスリランカのみな

らず,インドに広く見られるし,元はと言え

ば西アジアに穀作以前からある｡だからそれ

だけではベザヌザヌの稲作がスリランカ由来

とは言えないが,蹄耕,踏耕,散播,牛蹄脱

戟,害穴貯蔵の組み合わせはスリランカ湿潤

帯の基本稲作法であり,その特徴を端的に言

うと型耕 ･麦作農法に組み込まれ,型耕が欠

落した稲作法だ｡多分,スリランカで組み合

わされたこの農法がベザヌザヌ族によってマ

ダガスカル-持ち込まれたものだろう｡

次にバラ族の稲作について述べよう｡見聞

地点はイホシ (Ihosy)の西南約40kmを南

へ5km下ったイヴァル (Ⅰvaro)村である｡

この付近は高度約 1,000mの平坦な準平原地

帯に見渡す限り禾本科草原が広がり,牛の群

が点々と草を食っている｡見張りの男達は白

い長布をまとい槍を持って牛を追う｡アフリ

カのステップと見まがう景色である｡準平原

には樹枝状に谷が刻まれている｡谷の両側に

は平原面から下る緩い斜面が伸びている｡ こ

こがバラ族のva叩 tSiPyといわれる稲作を

行う場である｡乾季にヴァリ･ツイピを見て

もそこが水田だとは全然気がつかないだろ

う｡ 緩い斜面は草地のままで,畦で仕切られ

た棚田など全くないからだ｡ただ,斜面の肩

の部分に幅 1.5m,深さ50cm程の小さな水

路が一本走っているだけである｡この水路は

谷川の数 km上流に堰上げ堤を作り,水を

引いている｡そしてこの水路の谷側に幅2m

程の細長い棚田が 1段だけ張りついて伸びて

いる｡ それは約 15mおきに小さな畦で仕切

られている｡牛があちこちで草を喰み,牧畜

風景が広がっているので,乾季に見れば,午

に水を飲ませる為の施設かと思うことだろ

う｡ところが雨季にはこの水路から川までの
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図17 バラ族のヴァリ･ツイピ田模式図 (イホシ
西のイヴァル村)

傾斜草地が一面にかけ流し水田に変貌する｡

先述の1段だけ作られた棚田の水路側に水口

を1枚に1個ずっ切り,斜面側には2,3m

間隔で水口を切る｡水路から細い棚田に入っ

た水は谷側の水口から勢いよく草斜面に吹き

出して,斜面を扇状に広がりながら流れ下

る｡つまり,この 1段だけ作 られた棚田は

ジョロのノズルの役目をはたしている｡草斜

面の土は黒いグルムゾルだが,半日潜水され

る間に吸水が進む｡潅水前に草を刈ってはい

けない｡草の根は土を保持するので侵食防止

の積極的な意味がある｡水路沿いに歩くとや

がて水路は草原の中で唐突に終わる｡ノズル

も切られていないので,水流は草斜面を細い

水流で流れ下るだけだ｡

さて,土がたっぷり水を吸って膨らんでく

ると,まわりの草原に放牧してある牛を集め

る｡それも10頭,20頭ではなく,200豆乳 300

頑を集める｡10人程の男がこの牛を5列縦

隊に編成し,隊列が整うと牛の編隊を潅水し

た草斜面に入れて追う｡100m程進行する

と,方向を返して戻る｡何回か往復すると,

蹄耕地を下げていく｡ こうして3ha位の蹄
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排は1時間足らずで終わってしまう｡ 1時間

前迄の草斜面は300頑の牛の編隊に踏まれ

て,草と黒い土が練り合わされた泥に変わっ

てしまっている｡牛の編隊を草斜面にあげて

これで地掃えば完了である｡

次にカゴに入れた乾燥籾を男達が散播す

る｡ 籾は長手のインディカタイプである｡

ゆっくりと歩きながら構投げで籾を散播する

ので,これも忽ち終わる｡しかし,まだ終わ

りではない｡籾散播の終わったvarytsipy

田にもうー度牛の編隊を入れる｡ つまり,籾

踏みこみを蹄排で行う｡

この後,除草 も虫退治 も何 もしない｡

時々,水路のノズルからかけ流 し濯概を行

う｡ そして4月に鎌で根刈りを行う｡ 水路の

上側の草原の一角に,草を刈り,牛糞を塗り

固めて脱穀場を作る｡刈り取った稲はそこに

運び積みあげて,やはり牛に踏ませ,牛蹄脱

穀を行う｡ 籾は大力ゴに入れて米倉に置く｡

米倉は高床があり,平床があるが,害穴貯蔵

は行わない｡

3.畑作的稲作- 小結

バラ族の var3JtSipy稲作をまとめると,

畦作りも平坦化も行わない山成 りの傾斜草

也, 1本の水路からのかけ流し潅漑,蹄耕,

散播,牛蹄覆土,鎌刈り,牛蹄脱穀,という

ことになる｡これらの要素は基本的に牛耕麦

作農法で作りあげられたものといってよい｡

その中から型だけが欠落している｡このこと

はベザヌザヌ族やツミ-ティ族,スリランカ

湿潤帯の伝統的稲作でも同じだ｡麦作農耕的

な稲作が行われるこれらの諸例で,麦作の型

が欠落することはいろいろなことを考えさせ

てくれる｡型欠落の最も簡単な説明は,型の

機能を環境的必然性と関連づけることだ｡西

アジアの乾燥農法では,地表に生じる薄い皮

殻を破っておくことが,僅かな雨水を貯溜

し,毛管上昇による水分損失を防ぐ上に決定

的に重要だ｡だから雑草のないこの環境では

土の反転は不必要で,表面の皮殻を破りさえ

すればよい｡その為には尖棒を牛に牽引させ

るのが最も簡単で能率的である｡ 紀元前四千

年紀のザグロス西麓ではそうした型が使われ

ていた [OatsandOats 1976]｡紀元前三

千年紀になるとェジブトの壁画や,メソポタ

ミアの印章にそうした型の絵がたくさん措か

れている｡ところが,イモや稲の育っ環境は

より湿潤で,雑草がはびこる｡それでイモ農

耕だと大土塊耕起法で草を殺す操作が生じ,

また稲作だと深い湛水によって草を殺す｡草

殺しには尖り棒をひっぼるような型では役に

立たず,むしろ牛から梨を外して,牛だけを

歩き回らせる方がはるかに効果的だろう｡

そうすると蹄耕は稲作地帯で始まったの

か｡可能性は否定しきれないけれども,先に

述べた如 く,どうも農牧複合社会の発想とい

う感じが強い｡データとしても,先に触れた

が,紀元前三千年紀のメソポタミアの麦作指

南書に蹄耕が現れる｡そしてバラ族の稲作で

面白いのは散播後の種子の覆土にも蹄耕が行

われることだが,種子覆土用の蹄耕は古代エ

ジプトの絵にヤギで行わせるものがあるし,

-ロドトスの記述によると,ナイルのデルタ

で水の氾濫が退いたあと耕地に種子をまいて

豚を入れ,豚に種子の踏みつけをさせると,

あとは収穫を待っばかり,豚を使って穀物を

脱穀するという [松平訳 1971:上,170]｡

こういう次第で,蹄耕の系譜は西アジアの

農 ･牧複合社会に発生したと現時点では考え

ている｡そして更に憶測を進めると,天水に

頼る乾燥農法では尖り棒型の型に必然性があ

るが,超乾燥平原へ麦作が進出してオアシス

濯概農耕が始められた時点では,濯赦した畑

の蹄耕 ･散播,覆土用蹄耕,つまりバラ族の

稲作と同様の方法が穀作農耕の標準法として

成立 し,一般的に行われたのではなかろう

か｡この技術体系の蹄耕は麦作核心域では次
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第に他の方法つまりより格好よく見える梨耕

で置き換え られ,姿を消 したが,周縁域では

生 き残 り,稲作圏へ伝えられたのだろう｡ バ

ラ族の稲作は東アフリカや,アラビア半島の

どこかの技術ス トックにまだ残 っている可能

性 もある｡例えばケニアのポコット族は傾斜

地にやはり掛け流 し濯概を行なって雑穀栽培

を行 うが, これなども蹄桝を加えれば,バラ

族の稲作 と似たものになろう｡ケニア, スー

ダン,エチオピアなど東アフリカとアラビア

半島南岸は我々にとって未調査の宝庫 といえ

よう｡
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